
Ⅰ　専門分野の成長戦略
　

農業分野
農業分野の取り組みの概要
　①　産業振興計画のこれまでの取り組みによる成果と課題
　　高齢化の進行等により農家戸数が減少する中、生産性の向上や販路の開拓、担い手の確保な
どに取り組んできたことにより、徐々にその成果が現れ、令和５年の農業産出額等は1,136億
円と、産業振興計画がスタートした平成20年から10.7％増加しています。

　具体的な取り組みとして、生産面では、オランダから学んだ環境制御技術を本県の生産条件
に適合させた「次世代型こうち新施設園芸システム」にIoTやAI技術を組み合わせ、更なる増
収、省力化等を目指す「Next次世代型こうち新施設園芸システム」の開発と普及を進めていま
す。

　中山間地域では、集落営農組織等の県内への拡大や農村型地域運営組織（農村RMO）の形成
推進により、中山間地域の農業・農村を支える仕組みづくりを進めています。

　流通・販売面では、卸売市場等とのさらなる関係強化による営業力の強化や県産青果物の
トップセールス等、特に関西圏を中心に県産農畜産物の販売拡大に取り組んでいます。

　さらに、担い手の確保では、産地提案型の担い手確保対策の県内への普及等の取り組みによ
り、新規就農者の確保につなげるとともに、労働力の確保に向けて、農福連携やJA無料職業紹
介所と連携した取り組み等を進めています。

　この他、基盤整備の推進と農地の確保の取り組みでは、地域計画の策定支援等により新規就
農や規模拡大する担い手への農地の集積・集約等に取り組んでいます。

　②　第５期計画ver.2の取り組み
　第5期計画では、「生産性の向上と持続可能な生産方式の両立により所得が確保され、いき
いきと農業ができる環境が確立されている」ことや「多様な農業人材が農業生産や生産基盤の
維持・保全活動に参画し、中山間地域の農業・農村が守られている」ことを目指し、次の５つ
を戦略の柱として、引き続き取り組みます。

柱１　生産力の向上と持続可能な農業による産地の強化 

　IoPプロジェクトのさらなる推進とIoPクラウド「SAWACHI」に蓄積されるデータを活用した
データ駆動型営農支援の強化により、農業のデジタル化を推進し、生産性と収益性の向上に取
り組みます。

　また、近年の記録的な猛暑により様々な品目で影響が見られていることから、高温対策とし
て効果が期待できる機器・資材の導入支援や高温に強い品種への転換を進めるなど、気候変動
に適応した持続可能な農業の実現に向けて取り組みを強化します。

柱２　中山間地域の農業を支える仕組みの再構築

　集落営農組織や農地の受け皿となる法人、農村RMO等、多様な農業人材の確保・育成により、
中山間地域に適した品目の生産振興や農業の多面的機能の保持に取り組みます。

柱３　流通・販売の支援強化 

　関西圏で成果が出てきている卸売市場等との連携による販売強化を横展開し、大都市圏での
量販店フェアの強化等により県産農畜産物のさらなる販売額向上に取り組みます。また、青果
物・ユズ果汁・花きの輸出の強化等、国外市場へのさらなる販路拡大にも取り組みます。

柱４　多様な担い手の確保・育成 

　若者・女性に対する就農意欲の喚起や自営就農への支援に引き続き取り組みます。また、就
農へのハードルを下げるトライアル就農制度の導入、産地の意向に基づいた企業版産地提案書
の作成・PRによる企業誘致の強化などによる雇用就農の増加に向けた支援を行い、多様な担い
手の確保に取り組みます。

柱５　農業全体をけん引する基盤整備の推進と優良農地の確保 

　令和６年度までに策定された地域計画の実行に向けた支援を行います。また、地域計画をも
とに、基盤整備により優良農地を確保し、担い手への農地集積に取り組みます。
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担

い
手

増
の

好
循

環
を

創
出

！

①
 卸

売
市

場
関

係
者

との
連

携
強

化
に

よ
る

県
産

青
果

物
の

販
売

拡
大

（
３

）
関

西
圏

に
お

け
る

県
産

農
畜

産
物

の
販

売
拡

大

  中
山

間
地

域
の

条
件

の
悪

い
農

地
  を

ほ
場

整
備

で
優

良
農

地
へ

po
in

t
 企

業
参

入
や

規
模

拡
大

に
 必

要
な

大
規

模
な

農
地

を
創

出

po
in

t

 地
域

計
画

に
基

づ
き

担
い

手
へ

 農
地

集
積

po
in

t

　　
　　

　柱
３

　流
通

・販
売

の
支

援
強

化

新
規

就
農

者

柱
４

　多
様

な
担

い
手

の
確

保
・育

成

  ま
とま

った
農

地
で

の
生

産
に

よ
り

  物
量

を
確

保
し有

利
販

売
へ

po
in

t

＜
農

用
地

保
全

＞

＜
地

域
資

源
活

用
＞

＜
生

活
支

援
＞

農
業

分
野

の
施

策
の

展
開

　　
～

地
域

で
暮

らし
稼

げ
る

農
業

～
 

拡

拡
拡拡 拡拡 拡

拡

拡 拡

拡

拡

拡 拡

拡拡

①
新

規
事

業
者

の
掘

り起
こし

と売
れ

る
商

品
づ

くり

新

新 新 新新 新

（
５

）
ス

マ
ー

ト農
業

の
普

及
推

進

（
４

）
水

田
農

業
の

振
興

（
８

）
６

次
産

業
化

の
推

進

（
６

）
気

候
変

動
に

適
応

した
栽

培
技

術
の

普
及

推
進

（
７

）
畜

産
の

振
興

新
①

新
た

な
技

術
の

実
証

と対
策

機
器

・資
材

の
導

入
支

援

拡

2



◆
分
野
全
体
の
目
標

第
5期
計
画

各
産
業
分
野
の

取
り組
み
の
柱

戦
略
の
類
型

第
5期
計
画
　

戦
略
目
標

出
発
点

現
状
値

R7
年
度

到
達
目
標

４
年
後
（
R9
）

目
標
値

重
点
施
策

該
当

野
菜

主
要

7
品

目
の

生
産

量
（
年

間
）

1
0
.3

万
ｔ

（
R

4
）

1
0
.0

万
ｔ

（
R

5
）

1
1
.0

万
ｔ

1
1
.4

万
ｔ

○

果
樹

主
要

2
品

目
の

生
産

量
（
年

間
）

2
.0

6
万

ｔ
(R

4
)

1
.9

9
万

ｔ
(R

6
)

2
.3

6
万

ｔ
2
.4

1
万

ｔ

花
き

主
要

3
品

目
の

生
産

量
（
年

間
）

1
,6

3
4
万

本
(R

4
)

1
,5

1
8
万

本
(R

6
)

1
,5

6
3
万

本
1
,5

1
8
万

本

次
世

代
型

ハ
ウ

ス
の

整
備

面
積

（
累

計
）

8
4
.2

h
a

（
H

2
7
～

R
4
）

9
6
.7

h
a

(H
2
7
～

R
6
）

1
1
4
.3

h
a

1
3
5
h
a

○

肉
用

牛
飼

養
頭

数
（
年

間
）

6
,0

2
0
頭

(R
4
)

6
,1

5
4
頭

（
R

5
）

6
,3

2
9
頭

6
,3

4
1
頭

稲
W

C
S
の

作
付

面
積

（
年

間
）

2
8
4
h
a

(R
4
)

3
3
4
h
a

(R
6
)

3
3
8
h
a

3
5
4
h
a

有
機

農
業

の
取

組
面

積
（
年

間
）

1
4
6
h
a

(R
4
)

1
9
1
h
a

(R
5
)

2
0
7
h
a

2
7
1
h
a

堆
肥

（
家

畜
ふ

ん
・
馬

ふ
ん

）
の

利
用

量
（
年

間
）

3
2
,2

5
1
ｔ

（
家

畜
ふ

ん
R

2
、

馬
ふ

ん
R

5
)

2
9
,0

6
3
t

（
家

畜
ふ

ん
R

4
、

馬
ふ

ん
R

5
)

3
4
,0

9
8
ｔ

3
6
,1

1
4
ｔ

1
経

営
体

あ
た

り
の

生
産

農
業

所
得

（
付

加
価

値
額

）
（
年

間
）

3
2
0
万

円
（
R

4
)

3
6
6
万

円
（
R

5
）

3
6
3
万

円
3
9
0
万

円

野
菜

主
要

1
1
品

目
の

反
当

収
量

（
年

間
）

7
.6

t/
1
0
a

（
R

5
）

7
.6

t/
1
0
a

（
R

5
）

8
.3

t/
1
0
a

8
.6

t/
1
0
a

○

農
地

の
受

け
皿

と
な

る
法

人
数

（
累

計
）

5
3
法

人
（
R

4
）

5
5
法

人
（
R

6
）

5
9
法

人
6
5
法

人

ス
マ

ー
ト

農
業

の
実

装
面

積
（
シ

ョ
ウ

ガ
で

の
ド

ロ
ー

ン
防

除
面

積
）
（
年

間
）

1
.8

h
a

(R
4
)

4
0
h
a

(R
5
)

9
1
h
a

1
5
0
h
a

農
業
分
野
で
掲
げ
る
目
標
一
覧

２
　

中
山

間
地

域
の

農
業

を
支

え
る

仕
組

み
の

再
構

築

１
　

構
造

転
換

型
４

　
課

題
解

決
型

農
業

産
出

額
等

　
　

出
発

点
（
R

4
）
：
1
,0

8
1
億

円
　

⇒
　

現
状

（
R

5
）
：
1
,1

3
6
億

円
　

⇒
　

R
7
目

標
：
1
,1

9
1
億

円
　

⇒
　

4
年

後
（
R

9
）
の

目
標

：
1
,2

2
4
億

円
　

⇒
　

1
0
年

後
（
R

1
5
）
の

目
標

：
1
,2

4
8
億

円

農
業

生
産

量
　

野
菜

主
要

1
1
品

目
  
出

発
点

（
R

4
）
：
1
2
.9

万
ｔ 

  
⇒

　
現

状
（
R

5
）
：
1
2
.5

万
t　

⇒
　

R
7
目

標
：
1
3
.6

万
ｔ　

⇒
　

4
年

後
（
R

9
）
の

目
標

：
1
4
.1

万
ｔ　

 ⇒
　

1
0
年

後
（
R

1
5
）
の

目
標

：
1
4
.6

万
ｔ

１
　

生
産

力
の

向
上

と
持

続
可

能
な

農
業

に
よ

る
産

地
の

強
化

１
　

構
造

転
換

型
２

　
地

域
産

業
ス

ケ
ー

ル
ア

ッ
プ

型
４

　
課

題
解

決
型

3



第
5期
計
画

各
産
業
分
野
の

取
り組
み
の
柱

戦
略
の
類
型

第
5期
計
画
　

戦
略
目
標

出
発
点

現
状
値

R7
年
度

到
達
目
標

４
年
後
（
R9
）

目
標
値

重
点
施
策

該
当

市
場

流
通

を
中

心
と

し
た

Ｊ
Ａ

販
売

額
（
年

間
）

6
0
2
億

円
（
R

5
）

※
R

4
.9

～
R

5
.8

6
2
6
億

円
（
R

6
）

※
R

5
.9

～
R

6
.8

6
2
6
億

円
※

R
6
.9

～
R

7
.8

 
6
5
0
億

円
○

直
接

取
引

等
多

様
な

流
通

に
よ

る
外

商
額

（
年

間
）

3
.9

億
円

（
R

4
)

4
.7

億
円

(R
5
)

5
.5

億
円

6
.5

億
円

農
畜

産
物

の
輸

出
額

(年
間

)
8
.8

億
円

（
R

4
)

1
0
.1

億
円

（
R

5
)

7
.8

億
円

1
0
億

円
○

新
規

就
農

者
数

（
年

間
）

2
1
4
人

（
R

4
）

2
1
5
 人

（
R

5
）

3
2
0
人

3
2
0
人

○

　
　

う
ち

女
性

新
規

就
農

者
数

（
年

間
）

5
2
人

（
R

4
）

4
7
人

（
R

5
）

1
0
0
人

1
0
0
人

○

　
　

う
ち

若
年

（
1
5
～

3
4
歳

）
女

性
新

規
就

農
者

数
（
年

間
）

1
6
人

（
R

4
）

2
4
人

（
R

5
）

5
0
人

5
0
人

〇

　
　

う
ち

雇
用

就
農

者
数

（
年

間
）

8
2
人

（
R

4
)

6
3
人

（
R

5
)

1
2
0
人

1
2
0
人

〇

認
定

農
業

者
（
新

規
認

定
者

数
）
（
年

間
）

1
2
1
経

営
体

（
R

4
）

1
6
7
経

営
体

（
R

5
)

1
5
0
経

営
体

1
5
0
経

営
体

新
規

農
業

法
人

数
（
年

間
）

7
法

人
（
R

4
）

1
0
法

人
（
R

5
)

1
6
法

人
1
6
法

人
〇

ほ
場

整
備

の
実

施
面

積
（
累

計
）

6
9
.5

h
a

（
R

2
～

R
4
)

1
4
4
.6

h
a

（
R

2
～

R
6
)

2
1
0
.4

h
a

3
0
3
.4

h
a

き
め

細
か

な
基

盤
整

備
の

実
施

地
区

（
累

計
）

-
3
地

区
（
R

6
）

2
0
地

区
4
0
地

区

担
い

手
へ

の
農

地
集

積
面

積
（
年

間
）

9
,1

8
3
h
a

(R
4
)

9
,0

9
8
h
a

(R
5
)

1
0
,0

6
2
h
a

1
0
,7

0
0
h
a

３
　

流
通

・
販

売
の

支
援

強
化

２
　

地
域

産
業

ス
ケ

ー
ル

ア
ッ

プ
型

３
　

グ
ロ

ー
バ

ル
展

開
型

４
　

多
様

な
担

い
手

の
確

保
・
育

成
５

　
人

材
起

点
型

５
　

農
業

全
体

を
け

ん
引

す
る

基
盤

整
備

の
推

進
と

優
良

農
地

の
確

保
５

　
人

材
起

点
型

4



N
o
.

戦
略

目
標

出
発

点
直

近
値

４
年

後
目

標
（
R

9
）

こ
れ

ま
で

の
取

り
組

み
と

成
果

課
題

取
り

組
み

内
容

（
R

6
～

R
9
）

主
な

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

目
標

（
K

P
I）

1
野

菜
主

要
7
品

目
の

生
産

量
（
年

間
）

＜
冬

春
ナ

ス
、

冬
春

ピ
ー

マ
ン

、
冬

春
シ

シ
ト

ウ
、

冬
春

キ
ュ

ウ
リ

、
ニ

ラ
、

ミ
ョ

ウ
ガ

、
冬

春
ト

マ
ト

＞

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

・
年

次
デ

ー
タ

は
、

農
林

水
産

省
「
野

菜
生

産
出

荷
統

計
」
を

確
認

 ・
四

半
期

デ
ー

タ
は

、
Ｊ

Ａ
高

知
県

「
園

芸
販

売
取

扱
速

報
」
を

確
認

1
0
.3

万
ｔ

(R
4
)

1
0
.0

万
ｔ

(R
5
)

1
1
.4

万
ｔ

(R
9
)

1
 I
o
P

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
推

進
 ・

デ
ー

タ
連

携
基

盤
「
Io

P
ク

ラ
ウ

ド
S
A

W
A

C
H

I」
の

本
格

運
用

を
開

始
(R

4
.9

～
)　

 ・
Io

P
ク

ラ
ウ

ド
利

用
農

家
数

 （
R

7
.3

）
　

環
境

・
画

像
デ

ー
タ

の
利

用
農

家
数

：
8
0
3
戸

　
出

荷
・
気

象
デ

ー
タ

の
利

用
農

家
数

：
1
,6

0
3
戸

　
デ

ー
タ

収
集

農
家

数
：
3
,2

7
3
戸

2
 デ

ー
タ

駆
動

型
農

業
に

よ
る

営
農

支
援

の
強

化 ①
デ

ー
タ

駆
動

型
農

業
を

普
及

す
る

指
導

体
制

の
強

化
 ・

デ
ー

タ
分

析
が

で
き

る
指

導
員

の
育

成
：
8
9
名

（
R

6
）

 ・
デ

ー
タ

駆
動

型
農

業
に

よ
る

営
農

支
援

者
数

：
2
,0

2
8
人

（
R

7
.3

）
②

デ
ー

タ
駆

動
型

農
業

の
実

践
支

援
 ・

現
地

実
証

等
を

活
用

し
た

成
功

事
例

づ
く
り

 　
実

証
ほ

等
の

設
置

：
6
カ

所
 （

R
3
～

R
6
）

 　
デ

ー
タ

分
析

結
果

を
返

す
た

め
の

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
シ

ー
ト

作
成

数
：
1
1
画

面
（
～

R
6
）

 　
デ

ー
タ

共
有

グ
ル

ー
プ

数
：
4
3
グ

ル
ー

プ
2
4
2

名
（
R

7
.3

）

1
 I
o
P

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
推

進
 ・

Io
P

ク
ラ

ウ
ド

利
用

農
家

数
の

さ
ら

な
る

拡
大

 ・
Io

P
ク

ラ
ウ

ド
の

さ
ら

な
る

利
便

性
の

向
上

 ・
栽

培
・
経

営
改

善
を

支
援

す
る

A
Iエ

ン
ジ

ン
の

開
発

 ・
主

要
７

品
目

で
特

に
平

均
収

量
以

下
の

農
家

等
タ

ー
ゲ

ッ
ト

を
絞

っ
た

加
入

推
進

 ・
雨

よ
け

・
露

地
野

菜
、

果
樹

、
花

き
な

ど
へ

の
推

進

2
 デ

ー
タ

駆
動

型
農

業
に

よ
る

営
農

支
援

の
強

化
①

デ
ー

タ
駆

動
型

農
業

を
普

及
す

る
指

導
体

制
の

強
化  ・

デ
ー

タ
分

析
が

で
き

る
技

術
指

導
員

の
更

な
る

育
成

 ・
多

品
目

(施
設

野
菜

、
露

地
野

菜
、

果
樹

、
花

き
)で

指
導

が
で

き
る

職
員

の
育

成
と

若
手

の
指

導
力

向
上

②
デ

ー
タ

駆
動

型
農

業
の

実
践

支
援

 ・
増

収
や

経
営

改
善

に
つ

な
が

る
産

地
単

位
の

成
功

事
例

づ
く
り

と
他

産
地

へ
の

横
展

開

1
 I
o
P

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
推

進
①

ク
ラ

ウ
ド

利
用

農
家

数
の

拡
大

と
既

登
録

者
へ

の
サ

ポ
ー

ト
の

強
化

【
R

6
～

R
9
】

 ・
J
A

品
目

部
会

で
の

説
明

や
J
A

購
買

窓
口

で
の

個
別

説
明

な
ど

で
周

知
の

機
会

を
増

加
 ・

補
助

事
業

の
拡

充
に

よ
る

Io
P

ク
ラ

ウ
ド

利
用

農
家

数
と

環
境

測
定

装
置

導
入

農
家

数
の

拡
大

 ・
野

菜
で

は
主

要
７

品
目

は
平

均
収

量
以

下
の

農
家

等
を

対
象

に
加

入
推

進
、

雨
よ

け
・
露

地
は

「
し

っ
か

り
稼

ご
う

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

」
の

取
り

組
み

を
強

化
 ・

果
樹

は
土

壌
水

分
デ

ー
タ

や
気

象
デ

ー
タ

の
活

用
促

進
 ・

花
き

は
環

境
デ

ー
タ

の
活

用
促

進
②

Io
P

ク
ラ

ウ
ド

の
利

便
性

の
向

上
【
R

6
～

R
8
】

 ・
病

害
予

測
情

報
画

面
の

構
築

及
び

S
A

W
A

C
H

Iの
既

存
画

面
の

改
修

な
ど

 ・
デ

ジ
タ

ル
機

器
に

不
慣

れ
な

層
に

も
デ

ー
タ

が
見

や
す

く
便

利
に

使
え

る
画

面
の

構
築

③
A

Iエ
ン

ジ
ン

の
開

発
 ・

生
理

生
態

情
報

に
基

づ
い

た
栽

培
管

理
の

カ
イ

ゼ
ン

の
ポ

イ
ン

ト
の

自
動

表
示

機
能

の
開

発
等

の
営

農
支

援
機

能
の

強
化

【
R

7
】

 ・
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
や

コ
ス

ト
削

減
に

つ
な

が
る

最
適

な
温

度
管

理
や

適
正

施
肥

を
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
す

る
G

X
関

連
機

能
の

充
実

【
R

8
】

 ・
営

農
支

援
A

Iや
収

益
改

善
A

Iを
活

用
し

た
ト

ッ
プ

層
に

対
す

る
経

営
改

善
支

援
【
R

7
～

R
9
】

2
 デ

ー
タ

駆
動

型
農

業
に

よ
る

営
農

支
援

の
強

化
①

デ
ー

タ
駆

動
型

農
業

を
普

及
す

る
指

導
体

制
の

強
化

【
R

6
～

R
9
】

 ・
多

品
目

(施
設

野
菜

、
露

地
野

菜
、

果
樹

、
花

き
)で

デ
ー

タ
を

活
用

し
た

指
導

が
で

き
る

若
手

の
早

期
育

成
に

向
け

た
研

修
の

充
実

 
 ・

Ｊ
Ａ

と
連

携
し

、
出

荷
デ

ー
タ

や
環

境
デ

ー
タ

、
生

理
生

態
情

報
を

活
用

し
た

営
農

指
導

で
収

量
増

・
品

質
向

上
②

デ
ー

タ
駆

動
型

農
業

の
実

践
支

援
【
R

6
～

R
9
】

 ・
農

家
に

寄
り

添
っ

た
営

農
支

援
に

よ
り

各
地

で
の

成
功

事
例

づ
く
り

を
強

化
 ・

品
目

別
担

当
者

会
等

を
通

じ
た

成
功

事
例

の
共

有

⇒
　

別
図

＜
農

0
1
＞

参
照

（
P

2
1
）

＜
Io

P
ク

ラ
ウ

ド
利

用
農

家
＞ 1
,1

7
7
戸

(R
5
)

↓ 4
,0

0
0
戸

(R
9
)

2
果

樹
主

要
2
品

目
の

生
産

量
（
年

間
）

＜
ユ

ズ
、

ブ
ン

タ
ン

＞

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

各
農

業
振

興
セ

ン
タ

ー
が

調
査

す
る

「
園

芸
品

目
の

統
計

調
査

」
を

確
認

2
.0

6
万

ｔ
(R

4
)

1
.9

9
万

ｔ
(R

6
)

2
.4

1
万

ｔ
(R

9
)

1
 特

産
果

樹
の

生
産

振
興

①
県

域
協

議
会

に
よ

る
生

産
販

売
活

動
支

援
 ・

（
ユ

ズ
協

）
優

良
苗

木
生

産
の

た
め

の
県

選
別

系
統

穂
木

の
生

産
体

制
支

援
（
母

樹
数

）
：
R

1
：

5
6
樹

→
R

6
：
6
4
樹

 ・
（
文

旦
協

）
県

域
の

検
討

会
の

開
催

に
よ

る
栽

培
技

術
の

底
上

げ
：
R

1
：
2
.6

 ｔ
/
1
0
a→

R
6
：
2
.7

 ｔ
/
1
0
a

②
ユ

ズ
の

新
植

推
進

 ・
果

樹
経

営
支

援
対

策
事

業
の

活
用

推
進

事
業

活
用

に
よ

る
ユ

ズ
の

新
植

面
積

：
R

4
：
5
.8

h
a→

R
6
：
1
1
h
a

③
新

規
栽

培
者

へ
の

技
術

支
援

 ・
ユ

ズ
W

e
b学

習
コ

ン
テ

ン
ツ

の
運

用
開

始
　

利
用

農
家

数
：
R

4
：
0
名

→
R

6
：
5
2
名

1
 特

産
果

樹
の

生
産

振
興

①
栽

培
面

積
の

維
持

拡
大

 ・
優

良
園

地
の

担
い

手
へ

の
流

動
化

 ・
水

田
跡

等
へ

の
新

植
推

進
に

よ
る

作
業

の
効

率
化

②
反

収
の

増
加

 ・
技

術
指

導
に

よ
る

栽
培

管
理

の
向

上
 ・

平
坦

地
で

の
栽

培
に

よ
る

作
業

の
効

率
化

 ・
新

規
栽

培
者

の
確

保
・
育

成
に

よ
る

産
地

の
若

返
り

 ・
ス

マ
ー

ト
農

機
の

導
入

に
よ

る
省

力
化

 ・
デ

ー
タ

駆
動

型
農

業
の

推
進

1
 特

産
果

樹
の

生
産

振
興

①
栽

培
面

積
の

維
持

拡
大

〇
各

産
地

に
お

け
る

園
地

流
動

化
の

仕
組

み
づ

く
り

【
R

6
～

R
9
】

 ・
県

東
部

の
ユ

ズ
で

の
優

良
事

例
を

県
域

へ
波

及
 ・

園
地

情
報

の
収

集
と

関
係

機
関

で
の

情
報

共
有

 ・
地

域
計

画
と

連
携

し
、

園
地

台
帳

を
効

率
的

な
手

法
で

整
備

〇
水

田
跡

等
へ

の
新

植
推

進
に

よ
る

作
業

の
効

率
化

 ・
果

樹
経

営
支

援
対

策
事

業
の

活
用

に
よ

る
水

田
跡

等
へ

の
新

植
推

進
【
R

6
～

R
9
】

 ・
農

地
耕

作
条

件
改

善
事

業
の

活
用

に
よ

る
ユ

ズ
、

温
州

み
か

ん
で

の
圃

場
整

備
の

推
進

【
R

6
】

 ・
平

坦
地

で
の

栽
培

に
よ

る
作

業
の

効
率

化
【
R

6
～

R
9
】

②
反

収
の

増
加

〇
技

術
指

導
に

よ
る

栽
培

管
理

の
向

上
【
R

6
～

R
9
】

 ・
部

会
や

県
域

で
の

講
習

会
や

交
流

会
に

よ
る

技
術

の
高

位
平

準
化

 ・
ユ

ズ
で

の
兼

業
農

家
や

定
年

就
農

者
等

、
幅

広
い

対
象

へ
の

技
術

指
導

 （
再

掲
）
・
平

坦
地

で
の

栽
培

に
よ

る
作

業
の

効
率

化
 ・

新
規

栽
培

者
の

確
保

、
育

成
に

よ
る

産
地

の
若

返
り

【
R

6
～

R
9
】

 ・
研

修
事

業
、

地
域

お
こ

し
協

力
隊

制
度

と
の

連
携

【
R

6
～

R
9
】

 ・
研

修
受

け
入

れ
農

家
の

負
担

軽
減

の
仕

組
み

づ
く
り

【
R

6
～

R
7
】

〇
ス

マ
ー

ト
農

機
の

導
入

【
R

6
～

R
9
】

 ・
ド

ロ
ー

ン
防

除
や

リ
モ

コ
ン

草
刈

り
機

等
の

普
及

○
デ

ー
タ

駆
動

型
農

業
の

推
進

 ・
ブ

ン
タ

ン
や

温
州

み
か

ん
で

の
土

壌
水

分
デ

ー
タ

を
活

用
し

た
か

ん
水

等
の

実
証

【
R

6
～

R
8
】

＜
Io

P
ク

ラ
ウ

ド
利

用
農

家
＞ 1
,1

7
7
戸

(R
5
)

↓ 4
,0

0
0
戸

(R
9
)

分
野

農
業

各
産
業
分
野
の
取
り組
み
の
柱

生
産
力
の
向
上
と持
続
可
能
な
農
業
に
よ
る
産
地
の
強
化

5



N
o
.

戦
略

目
標

出
発

点
直

近
値

４
年

後
目

標
（
R

9
）

こ
れ

ま
で

の
取

り
組

み
と

成
果

課
題

取
り

組
み

内
容

（
R

6
～

R
9
）

主
な

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

目
標

（
K

P
I）

分
野

農
業

各
産
業
分
野
の
取
り組
み
の
柱

生
産
力
の
向
上
と持
続
可
能
な
農
業
に
よ
る
産
地
の
強
化

3
花

き
主

要
3
品

目
の

生
産

量
（
年

間
）

＜
ユ

リ
、

ト
ル

コ
ギ

キ
ョ

ウ
、

グ
ロ

リ
オ

サ
＞

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

・
 年

次
デ

ー
タ

は
、

「
高

知
県

の
園

芸
」
を

確
認

・
 四

半
期

デ
ー

タ
は

、
J
A

高
知

県
「
園

芸
販

売
取

扱
速

報
」
を

確
認

1
,6

3
4
万

本 (R
4
)

1
,5

1
8
万

本 (R
6
)

1
,5

1
8
万

本 (R
9
)

1
 花

き
の

生
産

振
興

①
デ

ー
タ

駆
動

型
農

業
の

推
進

 ・
デ

ー
タ

を
活

用
し

、
指

導
し

た
農

家
数

（
ユ

リ
）
：

1
0
戸

（
R

6
）

②
高

品
質

安
定

生
産

技
術

の
開

発
・
確

立
 ・

ト
ル

コ
ギ

キ
ョ

ウ
の

土
壌

病
害

対
策

の
推

進
　

低
濃

度
エ

タ
ノ

ー
ル

土
壌

還
元

処
理

：
9
戸

（
R

6
）

③
有

望
品

種
の

探
索

及
び

オ
リ

ジ
ナ

ル
品

種
育

成
、

効
率

的
な

増
殖

技
術

 ・
グ

ロ
リ

オ
サ

県
育

成
有

望
品

種
‘
オ

レ
ン

ジ
ハ

ー
ト

’
の

生
産

拡
大

　
R

1
：
3
.4

万
本

→
R

6
：
7
.5

万
本

1
 花

き
の

生
産

振
興

①
デ

ー
タ

駆
動

型
農

業
の

推
進

 ・
花

き
に

お
け

る
デ

ー
タ

活
用

の
手

法
や

効
果

が
未

確
立

②
中

山
間

地
域

の
花

き
生

産
拡

大
 ・

気
象

変
動

（
特

に
高

温
対

策
技

術
）
対

策

③
消

費
者

・
実

需
者

ニ
ー

ズ
に

対
応

し
た

新
品

種
の

導
入

支
援

 ・
需

要
の

変
化

や
為

替
や

経
費

高
騰

で
収

益
性

が
悪

化
し

て
い

る
品

目
の

対
策

④
県

域
組

織
の

活
動

活
性

化
 ・

コ
ロ

ナ
禍

で
組

織
活

動
や

産
地

間
交

流
機

会
の

減
少

1
 花

き
の

生
産

振
興

①
デ

ー
タ

駆
動

型
農

業
の

推
進

【
R

6
～

R
9
】

 ・
積

算
温

度
や

蕾
肥

大
等

の
デ

ー
タ

を
活

用
し

た
、

物
日

や
目

標
と

す
る

時
期

へ
の

定
時

出
荷

精
度

の
向

上
 ・

温
湿

度
や

日
射

制
御

に
よ

る
生

理
障

害
回

避
や

秀
品

率
の

向
上

②
中

山
間

地
域

の
花

き
生

産
拡

大
 ・

夏
秋

作
の

高
温

対
策

技
術

の
確

立
【
R

6
～

R
7
】

 ・
需

要
期

出
荷

に
向

け
た

作
型

の
改

善
【
R

6
～

R
9
】

③
消

費
者

・
実

需
者

ニ
ー

ズ
に

対
応

し
た

新
品

種
の

導
入

支
援

 ・
オ

リ
ジ

ナ
ル

品
種

の
生

産
拡

大
及

び
新

品
種

の
品

種
登

録
支

援
【
R

6
～

R
9
】

④
県

域
組

織
の

活
動

活
性

化
【
R

6
～

R
9
】

 ・
既

存
組

織
（
高

知
県

リ
リ

ー
ズ

フ
ァ

ミ
リ

ー
、

グ
ロ

リ
オ

サ
県

育
成

品
種

研
究

会
）
の

活
動

強
化

＜
Io

P
ク

ラ
ウ

ド
利

用
農

家
＞ 1
,1

7
7
戸

(R
5
)

↓ 4
,0

0
0
戸

(R
9
)

4
次

世
代

型
ハ

ウ
ス

の
整

備
面

積
（
累

計
）

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

・
四

半
期

毎
に

事
業

申
請

状
況

を
確

認

8
4
.2

h
a

(H
2
7
～

R
4
)

9
6
.7

h
a

(H
2
7
～

R
6
)

1
3
5
h
a

(H
2
7
～

R
9
)

1
 園

芸
産

地
の

生
産

基
盤

強
化

①
環

境
制

御
装

置
を

標
準

装
備

し
た

次
世

代
型

ハ
ウ

ス
の

整
備

支
援

 ・
次

世
代

型
ハ

ウ
ス

整
備

面
積

：
4
6
6
棟

9
6
.7

h
a

（
H

2
7
～

R
6
）

 ・
ハ

ウ
ス

業
者

が
提

案
す

る
低

コ
ス

ト
モ

デ
ル

ハ
ウ

ス
の

整
備

：
3
棟

（
R

4
～

R
5
）

 ・
低

コ
ス

ト
モ

デ
ル

ハ
ウ

ス
現

地
見

学
会

に
よ

る
検

証
結

果
の

周
知

（
R

5
～

R
6
）

 ・
ハ

ウ
ス

整
備

に
係

る
コ

ス
ト

低
減

策
に

関
す

る
検

討
会

（
R

6
）

 ・
既

存
ハ

ウ
ス

の
高

度
化

に
向

け
た

支
援

（
R

5
～

R
6
）

2
 地

元
と

協
働

し
た

企
業

の
農

業
参

入
の

推
進

 ・
参

入
企

業
：
1
2
社

1
9
.8

h
a（

H
2
7
～

R
6
）

 ・
企

業
参

入
の

た
め

の
園

芸
用

農
地

の
確

保
　

園
芸

団
地

候
補

地
：
6
区

（
H

2
8
～

R
6
）

 ・
立

地
企

業
へ

の
ア

フ
タ

ー
フ

ォ
ロ

ー
　

参
入

企
業

が
他

市
町

村
で

規
模

拡
大

：
日

高
村

2
.1

h
a＋

南
国

市
1
.1

h
a（

R
4
）

1
 園

芸
産

地
の

生
産

基
盤

強
化

①
次

世
代

型
ハ

ウ
ス

の
整

備
支

援
 ・

資
材

費
高

騰
に

よ
り

農
家

の
投

資
意

欲
が

減
退

 ・
中

長
期

的
な

ハ
ウ

ス
整

備
の

意
向

に
基

づ
く
計

画
的

な
整

備
が

必
要

 ・
ハ

ウ
ス

整
備

の
コ

ス
ト

低
減

策
が

周
知

で
き

て
い

な
い  ・

既
存

ハ
ウ

ス
の

高
度

化
支

援
が

十
分

に
周

知
さ

れ
て

い
な

い

2
 地

元
と

協
働

し
た

企
業

の
農

業
参

入
の

推
進

 ・
企

業
が

求
め

る
ま

と
ま

っ
た

面
積

の
用

地
確

保
が

難
し

い
 ・

企
業

に
対

す
る

農
業

参
入

に
向

け
た

具
体

的
な

提
案

が
十

分
に

で
き

て
い

な
い

 ・
近

年
は

建
設

コ
ス

ト
の

高
騰

で
設

備
投

資
が

難
し

く
、

新
た

な
企

業
誘

致
や

法
人

の
規

模
拡

大
が

進
ん

で
い

な
い

1
 園

芸
産

地
の

生
産

基
盤

強
化

①
次

世
代

型
ハ

ウ
ス

の
整

備
支

援
 ・

Ｊ
Ａ

品
目

部
会

で
の

事
業

説
明

及
び

中
長

期
的

な
計

画
に

基
づ

く
事

業
活

用
の

提
案

【
R

7
～

R
9
】

 ・
J
A

品
目

部
会

等
で

の
ハ

ウ
ス

整
備

に
係

る
コ

ス
ト

低
減

策
の

周
知

【
R

7
】

 ・
メ

デ
ィ

ア
等

を
活

用
し

た
既

存
ハ

ウ
ス

の
高

度
化

支
援

の
周

知
【
R

7
～

R
9
】

2
 地

元
と

協
働

し
た

企
業

の
農

業
参

入
の

推
進

 ・
ワ

ン
ス

ト
ッ

プ
窓

口
に

よ
る

相
談

対
応

【
R

6
～

R
9
】

 ・
基

盤
整

備
済

み
地

区
か

ら
絞

り
込

み
、

地
域

計
画

と
連

動
し

た
１

h
a以

上
の

候
補

用
地

の
リ

ス
ト

化
【
R

7
～

R
9
】

 ・
産

地
の

意
向

に
基

づ
き

、
県

域
の

企
業

版
産

地
提

案
書

を
作

成
し

、
県

内
外

で
の

Ｐ
Ｒ

活
動

を
強

化
【
R

7
～

R
9
】

 ・
設

備
投

資
や

雇
用

拡
大

の
意

欲
を

高
め

る
た

め
に

、
施

設
整

備
等

の
支

援
事

業
を

強
化

【
R

7
～

R
9
】

⇒
　

別
図

＜
農

0
2
＞

参
照

（
P

2
2
）

＜
企

業
誘

致
件

数
＞

1
3
件

(R
5
）

↓ 1
9
件

(R
9
）

6



N
o
.

戦
略

目
標

出
発

点
直

近
値

４
年

後
目

標
（
R

9
）

こ
れ

ま
で

の
取

り
組

み
と

成
果

課
題

取
り

組
み

内
容

（
R

6
～

R
9
）

主
な

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

目
標

（
K

P
I）

分
野

農
業

各
産
業
分
野
の
取
り組
み
の
柱

生
産
力
の
向
上
と持
続
可
能
な
農
業
に
よ
る
産
地
の
強
化

5
肉

用
牛

飼
養

頭
数

（
年

間
）

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

・
畜

産
振

興
課

「
家

畜
頭

羽
数

調
査

」
に

よ
る

6
,0

2
0
頭

(R
4
)

6
,1

5
4
頭

(R
5
)

6
,3

4
1
頭

(R
9
)

1
 肉

用
牛

の
生

産
基

盤
の

強
化

①
畜

舎
整

備
へ

の
支

援
 ・

レ
ン

タ
ル

畜
産

施
設

整
備

事
業

に
よ

る
畜

舎
整

備
1
0
戸

（
R

1
-
R

5
）

②
肉

用
牛

導
入

に
必

要
な

資
金

の
供

給
 ・

基
金

造
成

７
市

町
村

4
7
0
頭

（
R

1
-
R

5
）

2
 肉

用
牛

の
生

産
性

の
向

上
①

受
精

卵
移

植
に

よ
る

土
佐

あ
か

う
し

増
頭

（
県

内
酪

農
家

と
の

連
携

）
②

発
情

発
見

装
置

な
ど

Io
T
シ

ス
テ

ム
の

普
及

3
 土

佐
あ

か
う

し
に

加
え

て
土

佐
黒

牛
の

ブ
ラ

ン
ド

化
の

推
進

 ・
T
R

B
規

格
に

よ
る

枝
肉

価
格

の
向

上

　
※

飼
育

頭
数

（
H

3
0
→

R
4
）

　
　

土
佐

あ
か

う
し

　
　

　
　

 2
,3

9
9
頭

→
2
,4

3
4
頭

　
　

土
佐

和
牛

（
黒

毛
）
　

　
2
,6

2
8
頭

→
2
,6

9
6
頭

　
　

ほ
か

肉
用

牛
　

　
　

　
　

  
9
5
9
頭

→
  

 8
9
0
頭

⇒
急

激
な

飼
料

価
格

高
騰

よ
り

肥
育

農
家

・
繁

殖
農

家
の

経
営

が
悪

化
し

肉
用

牛
生

産
基

盤
の

弱
体

化
が

懸
念

4
 飼

料
価

格
高

騰
等

の
影

響
を

受
け

に
く
い

畜
産

へ
の

構
造

転
換

　
 ・

園
芸

で
成

果
を

挙
げ

て
い

る
専

門
家

を
活

用
し

た
労

働
生

産
性

向
上

の
取

り
組

み
手

法
（
カ

イ
ゼ

ン
の

取
り

組
み

）
に

つ
い

て
モ

デ
ル

農
家

で
の

実
施

→
1
1
農

場
（
う

ち
肉

用
牛

4
農

場
）
(R

5
）

1
 肉

用
牛

の
生

産
基

盤
の

強
化

 ①
畜

舎
整

備
へ

の
支

援
 ②

肉
用

牛
導

入
に

必
要

な
資

金
の

供
給

 ・
肉

用
牛

経
営

は
所

得
の

確
保

ま
で

に
年

月
を

要
す

る 2
 肉

用
牛

の
生

産
性

の
向

上
 ・

Io
T
シ

ス
テ

ム
の

導
入

に
あ

た
っ

て
は

、
特

に
費

用
対

効
果

を
理

由
に

中
山

間
の

小
頭

数
飼

い
農

家
で

普
及

が
進

ま
な

い
状

況

3
 土

佐
あ

か
う

し
・
土

佐
黒

牛
の

消
費

拡
大

に
向

け
た

ブ
ラ

ン
ド

化
の

推
進

 ・
物

価
上

昇
に

伴
う

消
費

者
の

節
約

志
向

に
よ

り
、

全
 

国
的

に
和

牛
肉

の
需

要
が

低
迷

し
、

土
佐

和
牛

（
黒

毛
）
の

枝
肉

価
格

も
低

迷
(R

5
)

 ・
黒

牛
ブ

ラ
ン

ド
は

産
地

間
競

争
が

激
し

い
こ

と
か

ら
、

後
発

ブ
ラ

ン
ド

で
あ

る
土

佐
黒

牛
は

、
県

内
マ

ー
ケ

ッ
ト

に
お

け
る

地
消

拡
大

の
取

り
組

み
が

必
要

(R
6
)

4
 飼

料
価

格
高

騰
等

の
影

響
を

受
け

に
く
い

畜
産

へ
の

構
造

転
換

 ・
稲

W
C

S
の

利
用

拡
大

に
よ

る
飼

料
コ

ス
ト

の
低

減
や

、
カ

イ
ゼ

ン
の

取
り

組
み

に
よ

る
労

働
生

産
性

向
上

に
よ

り
、

収
益

性
の

向
上

を
図

る
必

要

1
 肉

用
牛

の
生

産
基

盤
の

強
化

【
R

6
～

R
9
】

①
施

設
整

備
へ

の
支

援
の

継
続

（
レ

ン
タ

ル
畜

産
施

設
整

備
事

業
等

）
②

肉
用

牛
導

入
に

必
要

な
資

金
の

供
給

の
継

続
（
土

佐
和

牛
経

営
安

定
基

金
）

2
 肉

用
牛

の
生

産
性

の
向

上
【
R

6
～

R
9
】

①
受

精
卵

移
植

に
よ

り
生

産
さ

れ
た

土
佐

あ
か

う
し

の
生

産
計

画
の

達
成

 ・
年

間
1
0
0
頭

の
子

牛
生

産
を

継
続

②
発

情
発

見
装

置
や

分
娩

監
視

装
置

な
ど

Io
T
機

器
の

導
入

支
援

や
遠

隔
診

療
に

よ
る

生
産

性
向

上
 ・

特
に

中
山

間
、

小
頭

数
飼

い
農

家
へ

の
普

及
を

支
援

3
 土

佐
あ

か
う

し
・
土

佐
黒

牛
の

消
費

拡
大

に
向

け
た

ブ
ラ

ン
ド

化
の

推
進

【
R

6
～

R
9
】

①
「
土

佐
あ

か
う

し
」
ブ

ラ
ン

ド
化

の
推

進
 ・

T
R

B
規

格
に

よ
る

肉
質

・
価

格
の

底
上

げ
②

土
佐

和
牛

の
う

ち
黒

毛
を

「
土

佐
黒

牛
」
と

し
て

新
た

に
ブ

ラ
ン

ド
化

を
推

進
 ・

４
等

級
以

上
に

格
付

さ
れ

た
土

佐
和

牛
（
黒

毛
）
の

付
加

価
値

化
に

取
り

組
む

③
土

佐
黒

牛
の

需
要

喚
起

や
認

知
度

向
上

の
取

り
組

み
 ・

県
内

飲
食

店
や

量
販

店
な

ど
で

の
P

R
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
の

実
施

【
R

7
】

4
 飼

料
価

格
高

騰
等

の
影

響
を

受
け

に
く
い

畜
産

へ
の

構
造

転
換

【
R

6
～

R
9
】

①
稲

W
C

S
の

生
産

拡
大

や
広

域
流

通
に

向
け

た
取

り
組

み
へ

の
支

援
　

（
稲

W
C

S
作

付
面

積
　

R
4
:2

8
4
h
a→

R
9
:3

5
4
h
a）

②
労

働
生

産
性

向
上

へ
の

取
り

組
み

（
カ

イ
ゼ

ン
の

取
り

組
み

）
の

継
続

 ・
モ

デ
ル

農
家

で
の

取
り

組
み

を
県

内
全

体
へ

波
及

<
土

佐
黒

牛
出

荷
頭

数
（
地

消
地

産
）
>

6
2
4
頭

（
R

5
）

↓ 6
9
4
頭

（
R

9
）

6
稲

W
C

S
の

作
付

面
積

（
年

間
）

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

・
水

田
活

用
直

接
支

払
交

付
金

対
象

面
積

の
集

計
に

よ
る

2
8
4
h
a

(R
4
)

3
3
4
h
a

(R
6
)

3
5
4
h
a

(R
9
)

1
 稲

W
C

S
の

生
産

拡
大

①
稲

W
C

S
の

生
産

拡
大

 ・
生

産
者

の
生

産
実

証
、

生
産

面
積

拡
大

 ・
稲

発
酵

粗
飼

料
利

用
促

進
事

業
(～

R
4
)

　
→

生
産

体
制

の
確

立
支

援
 ・

収
穫

機
械

等
の

導
入

支
援

②
稲

W
C

S
の

利
用

促
進

 ・
畜

産
農

家
の

利
用

促
進

 ・
W

C
S
給

与
技

術
の

支
援

、
飼

料
分

析
　

※
稲

W
C

S
作

付
面

積
　

　
H

3
0
：
2
2
8
h
a→

R
4
：
2
8
4
h
a

⇒
飼

料
価

格
高

騰
に

よ
る

稲
W

C
S
の

需
要

の
高

ま
り

③
平

野
部

と
中

山
間

地
域

で
マ

ッ
チ

ン
グ

検
討

 ・
稲

発
酵

粗
飼

料
増

産
促

進
事

業
（
R

5
～

)
　

→
生

産
拡

大
や

広
域

流
通

に
向

け
た

取
り

組
み

へ
の

支
援

1
 稲

W
C

S
の

生
産

拡
大

①
稲

W
C

S
の

生
産

拡
大

、
②

稲
W

C
S
の

利
用

促
進

 ・
需

要
が

高
ま

っ
て

い
る

稲
W

C
S
の

需
要

量
を

把
握

し
、

計
画

的
に

生
産

拡
大

に
繋

げ
る

必
要

③
広

域
流

通
の

推
進

 ・
地

域
を

ま
た

い
だ

稲
W

C
S
の

広
域

流
通

を
円

滑
に

推
進

し
、

需
要

に
見

合
っ

た
生

産
面

積
の

拡
大

に
繋

げ
る

た
め

、
耕

畜
連

携
協

議
会

が
行

う
取

り
組

み
を

支
援

す
る

必
要

1
 稲

W
C

S
の

生
産

拡
大

①
稲

W
C

S
の

生
産

拡
大

【
R

6
～

R
9
】

 ・
畜

産
ク

ラ
ス

タ
ー

事
業

（
国

）
や

こ
う

ち
農

業
確

立
総

合
支

援
事

業
等

を
活

用
し

た
専

用
収

穫
機

械
等

導
入

へ
の

支
援

 ・
稲

発
酵

粗
飼

料
増

産
促

進
事

業
に

よ
る

、
耕

畜
連

携
協

議
会

が
行

う
取

り
組

み
を

支
援

  
 →

オ
ペ

レ
ー

タ
ー

の
育

成
支

援
（
先

進
地

で
の

実
施

研
修

等
）

  
 →

耕
種

農
家

が
負

担
す

る
収

穫
作

業
や

機
械

運
搬

の
経

費
負

担
の

軽
減

②
稲

W
C

S
の

利
用

促
進

【
R

6
～

R
9
】

 ・
輸

入
粗

飼
料

か
ら

国
産

粗
飼

料
へ

の
転

換
を

推
進

  
 →

稲
W

C
S
の

利
用

促
進

に
よ

る
飼

料
価

格
高

騰
等

の
影

響
を

受
け

に
く
い

畜
産

へ
の

構
造

転
換

③
広

域
流

通
の

推
進

【
R

6
～

R
9
】

 ・
稲

発
酵

粗
飼

料
増

産
促

進
事

業
に

よ
る

遠
隔

地
へ

の
供

給
体

制
の

確
立

支
援

　
→

東
部

地
域

、
嶺

北
地

域
・
南

国
市

、
梼

原
地

域
・
四

万
十

町
で

の
ロ

ー
ル

運
搬

経
費

の
負

担
軽

減

<
耕

畜
連

携
協

議
会

が
取

り
組

む
稲

W
C

S
生

産
量

（
ロ

ー
ル

数
）
>

5
,0

3
2
個

（
R

5
）

↓ 6
,3

0
0
個

（
R

9
）

7



N
o
.

戦
略

目
標

出
発

点
直

近
値

４
年

後
目

標
（
R

9
）

こ
れ

ま
で

の
取

り
組

み
と

成
果

課
題

取
り

組
み

内
容

（
R

6
～

R
9
）

主
な

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

目
標

（
K

P
I）

分
野

農
業

各
産
業
分
野
の
取
り組
み
の
柱

生
産
力
の
向
上
と持
続
可
能
な
農
業
に
よ
る
産
地
の
強
化

－
－

－

1
 食

肉
セ

ン
タ

ー
の

整
備

①
四

万
十

市
食

肉
セ

ン
タ

ー
の

整
備

 ・
基

本
設

計
を

実
施

(R
5
)

②
養

豚
の

生
産

基
盤

強
化

と
生

産
性

向
上

 ・
豚

の
出

荷
頭

数
　

H
2
6
：
3
4
,4

7
3
頭

→
R

5
：
3
7
,0

1
0
頭

1
 食

肉
セ

ン
タ

ー
の

整
備

①
四

万
十

市
食

肉
セ

ン
タ

ー
の

整
備

 ・
受

入
体

制
の

強
化

や
高

度
な

衛
生

管
理

が
可

能
な

施
設

の
建

替
整

備
 ・

関
係

市
町

村
と

の
費

用
負

担
等

の
合

意
形

成

②
養

豚
の

生
産

基
盤

強
化

と
生

産
性

向
上

 ・
規

模
拡

大
に

よ
る

生
産

量
の

増
加

や
生

産
コ

ス
ト

の
低

減

1
 食

肉
セ

ン
タ

ー
の

整
備

①
四

万
十

市
食

肉
セ

ン
タ

ー
の

整
備

【
R

6
～

R
9
】

 ・
関

係
市

町
村

と
の

費
用

負
担

等
の

合
意

形
成

に
向

け
た

協
議

【
R

6
】

 ・
受

入
体

制
の

強
化

や
高

度
な

衛
生

管
理

が
可

能
な

施
設

へ
の

建
替

整
備

に
対

す
る

支
援

※
今

後
の

予
定

 
 →

実
施

設
計

【
R

7
】

 →
排

水
処

理
施

設
工

事
へ

の
着

手
【
R

8
】
（
R

9
完

成
予

定
）
 

 →
本

体
棟

工
事

へ
の

着
手

【
R

9
】
（
R

1
0
完

成
予

定
）
 

②
養

豚
の

生
産

基
盤

強
化

と
生

産
性

向
上

【
R

6
～

R
9
】

 ・
畜

産
ク

ラ
ス

タ
ー

事
業

（
国

）
等

に
よ

る
施

設
整

備
や

機
械

導
入

に
よ

る
生

産
性

向
上

や
省

力
化

へ
の

支
援

＜
施

設
整

備
＞

基
本

設
計

(R
5
)

↓ 本
体

棟
工

事
へ

の
着

手
(R

9
)

＜
豚

の
出

荷
頭

数
(年

間
)＞

3
7
,0

1
0
頭

（
R

5
）

↓ 4
3
,8

3
1
頭

（
R

9
）

7
有

機
農

業
の

取
組

面
積

（
年

間
）

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

農
業

振
興

セ
ン

タ
ー

に
有

機
J
A

S
面

積
を

、
市

町
村

に
環

境
直

払
い

取
組

面
積

を
そ

れ
ぞ

れ
確

認
し

集
計

（
年

次
）

1
4
6
h
a

(R
4
)

1
9
1
h
a

(R
5
)

2
7
1
h
a

(R
9
)

1
 有

機
農

業
の

推
進

①
推

進
体

制
の

構
築

 ・
有

機
農

業
指

導
員

の
育

成
：
2
名

（
R

4
）
、

5
名

（
R

5
）
、

2
0
名

（
R

6
）

 ・
県

域
協

議
会

及
び

地
域

協
議

会
の

設
置

：
2
1

市
町

村
（
R

5
）
、

7
市

町
村

（
R

6
：
新

た
に

設
置

）

②
有

機
農

業
の

啓
発

 ・
講

演
会

、
販

促
会

の
開

催
・
出

展
支

援
：
9
回

(R
4
～

R
6
)

③
有

機
農

業
の

実
態

、
要

望
等

の
把

握
 ・

有
機

栽
培

土
壌

調
査

の
実

施
：
3
6
圃

場
(R

2
)

 ・
有

機
農

業
者

へ
の

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
の

実
施

：
2
回

（
R

4
）

 ・
県

民
世

論
調

査
の

実
施

：
1
回

（
R

4
)

 ・
量

販
店

調
査

の
実

施
：
6
店

舗
（
R

5
）

 ・
有

機
農

業
者

及
び

消
費

者
へ

の
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

の
実

施
：
各

1
回

(R
6
）

 ・
学

校
給

食
で

の
有

機
農

産
物

活
用

意
向

調
査

の
実

施
：
1
回

（
R

6
）

④
栽

培
技

術
の

向
上

支
援

 ・
有

機
農

業
研

修
会

、
IP

M
等

研
修

会
の

開
催

：
1

回
・
5
5
名

(R
4
)、

1
回

・
4
6
名

(R
5
)、

1
回

・
8
名

（
R

6
）

 ・
栽

培
技

術
実

証
ほ

の
設

置
：
1
1
ヵ

所
（
R

6
）

⑤
産

地
活

動
へ

の
支

援
 ・

有
機

J
A

S
認

証
取

得
支

援
：
2
経

営
体

(R
4
)、

2
経

営
体

(R
5
)、

4
経

営
体

（
R

6
）

 ・
有

機
農

業
産

地
づ

く
り

推
進

事
業

の
活

用
：
馬

路
村

（
R

5
～

R
6
)

 ・
特

産
農

産
物

販
売

拡
大

総
合

支
援

事
業

費
補

助
金

の
活

用
：
2
団

体
(R

5
)、

2
団

体
(R

6
)

⑥
担

い
手

の
育

成
 ・

農
業

担
い

手
育

成
セ

ン
タ

ー
で

の
基

礎
研

修
の

実
施

：
対

象
者

な
し

（
R

6
）

 ・
有

機
農

家
で

の
実

践
研

修
の

実
施

：
な

し
（
R

6
）

1
 有

機
農

業
の

推
進

①
さ

ら
な

る
推

進
体

制
の

強
化

②
肥

培
管

理
や

病
害

虫
防

除
等

の
栽

培
技

術
の

　
 向

上
③

有
機

農
産

物
の

販
路

の
開

拓
、

拡
大

④
面

積
拡

大
に

向
け

た
新

た
な

担
い

手
の

育
成

1
 有

機
農

業
の

推
進

①
推

進
体

制
の

強
化

 ・
県

域
の

推
進

検
討

会
を

協
議

会
に

発
展

【
R

6
】

 ・
有

機
農

業
指

導
員

の
育

成
【
R

6
～

R
9
】

 ・
県

単
事

業
に

よ
る

有
機

J
A

S
認

証
取

得
支

援
と

市
町

村
に

よ
る

環
境

保
全

型
農

業
直

接
支

払
交

付
金

の
活

用
支

援
【
R

6
～

R
9
】

 ・
市

町
村

に
よ

る
有

機
農

業
産

地
づ

く
り

推
進

事
業

（
オ

ー
ガ

ニ
ッ

ク
ビ

レ
ッ

ジ
宣

言
）
の

活
用

支
援

【
R

6
～

R
9
】

②
栽

培
技

術
の

向
上

【
R

6
～

R
9
】

 ・
有

機
農

業
指

導
員

等
に

よ
る

栽
培

技
術

指
導

、
有

機
栽

培
や

IP
M

技
術

研
修

会
の

開
催

 ・
栽

培
技

術
実

証
ほ

の
設

置
（
自

動
抑

草
ロ

ボ
ッ

ト
、

IP
M

技
術

、
家

畜
ふ

ん
堆

肥
等

）
 ・

水
稲

で
の

有
機

栽
培

暦
の

作
成

、
ユ

ズ
で

の
有

機
栽

培
の

横
展

開
（
水

稲
と

ユ
ズ

を
戦

略
的

品
目

と
し

て
位

置
づ

け
）

 ・
堆

肥
（
家

畜
ふ

ん
・
馬

ふ
ん

）
の

利
用

拡
大

支
援

  
・
有

機
栽

培
技

術
の

開
発

（
ユ

ズ
、

促
成

ピ
ー

マ
ン

、
茶

）

③
販

路
の

開
拓

、
拡

大
【
R

6
～

R
9
】

 ・
オ

ー
ガ

ニ
ッ

ク
コ

ー
ナ

ー
の

あ
る

量
販

店
や

有
機

野
菜

を
加

工
す

る
業

者
と

の
マ

ッ
チ

ン
グ

支
援

 ・
ユ

ズ
(有

機
に

準
ず

る
生

産
を

含
む

)の
産

地
拡

大
に

よ
る

輸
出

も
含

め
た

有
利

販
売

 ・
有

機
農

家
の

組
織

化
に

よ
る

量
と

品
数

の
確

保
､商

談
会

へ
の

出
展

支
援

 ・
消

費
者

へ
の

理
解

促
進

、
有

機
農

産
物

の
Ｐ

Ｒ
（
オ

ー
ガ

ニ
ッ

ク
フ

ェ
ス

タ
等

）

④
担

い
手

の
育

成
【
R

6
～

R
9
】

 ・
農

業
担

い
手

育
成

セ
ン

タ
ー

で
の

基
礎

研
修

の
開

催
 ・

有
機

農
家

で
の

実
践

研
修

の
実

施

＜
新

た
な

除
草

技
術

導
入

面
積

＞
-
（
R

5
）

↓ 8
0
h
a（

R
9
）

8



N
o
.

戦
略

目
標

出
発

点
直

近
値

４
年

後
目

標
（
R

9
）

こ
れ

ま
で

の
取

り
組

み
と

成
果

課
題

取
り

組
み

内
容

（
R

6
～

R
9
）

主
な

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

目
標

（
K

P
I）

分
野

農
業

各
産
業
分
野
の
取
り組
み
の
柱

生
産
力
の
向
上
と持
続
可
能
な
農
業
に
よ
る
産
地
の
強
化

8
堆

肥
（
家

畜
ふ

ん
・
馬

ふ
ん

）
の

利
用

量
（
年

間
）

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

畜
産

振
興

課
と

競
馬

組
合

に
確

認
し

集
計

（
年

次
）

3
2
,2

5
1
ｔ

（
家

畜
ふ

ん
R

2
、

馬
ふ

ん
R

5
)

2
9
,0

6
3
ｔ

（
家

畜
ふ

ん
R

4
、

馬
ふ

ん
R

5
)

3
6
,1

1
4
ｔ

(R
9
)

1
 堆

肥
の

利
用

促
進

 ・
早

期
水

稲
に

お
け

る
家

畜
ふ

ん
堆

肥
の

連
用

試
験

の
実

施
（
H

1
6
～

）
 ・

家
畜

ふ
ん

た
い

肥
マ

ッ
プ

・
堆

肥
供

給
者

リ
ス

ト
の

更
新

（
R

5
）

 ・
耕

畜
連

携
（
稲

W
C

S
作

付
）
の

推
進

：
稲

W
C

S
作

付
面

積
2
8
4
h
a（

R
4
）
、

3
2
1
h
a（

R
5
）

 ・
馬

ふ
ん

の
活

用
に

向
け

た
競

馬
組

合
、

高
知

市
と

の
協

議
：
5
回

（
R

6
）

 ・
堆

肥
の

利
用

推
進

資
料

の
配

付
（
R

4
)

 ・
家

畜
ふ

ん
堆

肥
を

利
用

し
た

実
証

ほ
の

設
置

：
4
ヵ

所
（
R

5
）
、

6
ヵ

所
（
R

6
）

 ・
補

助
事

業
の

新
設

に
よ

る
ペ

レ
ッ

ト
化

機
器

の
導

入
支

援
：
1
台

（
R

6
）

 ・
利

用
技

術
に

関
す

る
試

験
研

究
の

実
施

：
3
課

題
（
R

6
）

 ・
耕

種
農

家
の

優
良

活
用

事
例

の
共

有
：
1
事

例
（
R

6
）

1
 堆

肥
の

利
用

促
進

①
推

進
体

制
の

整
備

②
耕

畜
間

の
連

携
強

化
③

高
品

質
堆

肥
の

生
産

④
利

用
技

術
の

確
立

⑤
散

布
労

力
の

軽
減

1
 堆

肥
の

利
用

促
進

①
推

進
体

制
の

整
備

【
R

6
～

R
9
】

 ・
県

協
議

会
、

地
域

協
議

会
(市

町
村

、
J
A

、
農

振
セ

ン
タ

ー
、

家
畜

保
健

衛
生

所
等

）
で

の
取

り
組

み
協

議

②
耕

畜
間

の
連

携
強

化
【
R

6
～

R
9
】

 ・
「
家

畜
ふ

ん
た

い
肥

マ
ッ

プ
・
堆

肥
供

給
者

リ
ス

ト
」
の

更
新

 ・
堆

肥
利

用
(希

望
含

む
)農

家
の

情
報

共
有

 ・
稲

W
C

S
の

作
付

面
積

の
拡

大

③
高

品
質

堆
肥

の
生

産
【
R

6
～

R
9
】

 ・
良

質
な

堆
肥

生
産

に
向

け
た

技
術

指
導

 ・
堆

肥
セ

ン
タ

ー
に

お
け

る
家

畜
ふ

ん
ペ

レ
ッ

ト
化

機
器

の
導

入
支

援
 ・

馬
ふ

ん
の

堆
肥

化
施

設
の

整
備

支
援

④
利

用
技

術
の

確
立

【
R

6
～

R
9
】

 ・
実

証
ほ

の
設

置
(農

振
セ

ン
タ

ー
、

担
育

セ
ン

タ
ー

)
 ・

試
験

研
究

機
関

で
の

技
術

開
発

(野
菜

・
水

稲
・
茶

等
)

 ・
耕

種
農

家
の

優
良

活
用

事
例

の
共

有

⑤
散

布
労

力
の

軽
減

【
R

6
～

R
9
】

 ・
堆

肥
散

布
機

の
導

入
支

援
 ・

袋
詰

め
に

よ
る

広
域

流
通

や
利

便
性

の
向

上
に

向
け

た
支

援

＜
散

布
労

力
の

軽
減

に
資

す
る

機
器

の
導

入
台

数
＞

1
台

（
R

5
）

↓ 1
2
台

（
R

9
）

9

－
－

－
－

1
 水

田
農

業
の

振
興

①
主

食
用

米
の

生
産

振
興

・
よ

さ
恋

美
人

の
現

地
ほ

場
巡

回
、

高
品

質
生

産
に

向
け

た
技

術
指

導
（
現

地
検

討
会

　
1
回

（
R

6
）
）

・
現

地
実

証
試

験
結

果
報

告
、

栽
培

技
術

指
導

（
成

績
検

討
会

　
1
回

（
R

6
）
）

②
酒

米
の

生
産

振
興

・
現

地
ほ

場
巡

回
、

高
品

質
生

産
に

向
け

た
技

術
指

導
　

土
佐

麗
現

地
検

討
会

 1
回

（
R

6
）

　
吟

の
夢

現
地

検
討

会
 1

回
（
R

6
）

・
品

評
会

及
び

研
修

（
1
回

（
R

6
）
）

1
 水

田
農

業
の

振
興

①
高

温
耐

性
品

種
「
よ

さ
恋

美
人

」
、

「
に

こ
ま

る
」
の

高
品

質
生

産
と

作
付

拡
大

②
酒

造
好

適
米

（
「
吟

の
夢

」
、

新
品

種
「
土

佐
麗

」
）
の

高
品

質
生

産
と

安
定

供
給

1
 水

田
農

業
の

振
興

①
高

温
耐

性
品

種
「
よ

さ
恋

美
人

」
、

「
に

こ
ま

る
」
の

高
品

質
生

産
と

作
付

推
進

【
R

６
～

R
９

】
　

・
生

産
者

：
肥

培
管

理
技

術
の

改
善

等
に

よ
る

高
品

質
安

定
生

産
、

販
売

促
進

活
動

な
ど

に
よ

る
P

R
　

・
農

業
団

体
：
作

付
拡

大
・
「
特

A
」
獲

得
・
販

売
促

進
の

取
り

組
み

支
援

　
・
県

農
業

技
術

セ
ン

タ
ー

：
「
よ

さ
恋

美
人

」
の

栽
培

技
術

の
確

立
、

県
オ

リ
ジ

ナ
ル

高
温

耐
性

品
種

の
育

成
　

・
県

環
境

農
業

推
進

課
、

県
農

業
振

興
セ

ン
タ

ー
：
高

温
耐

性
品

種
の

作
付

推
進

、
栽

培
技

術
の

改
善

へ
の

支
援

②
酒

造
好

適
米

（
「
吟

の
夢

」
、

「
土

佐
麗

」
）
の

高
品

質
生

産
と

安
定

供
給

【
R

６
～

R
９

】
　

・
生

産
者

：
高

品
質

安
定

生
産

技
術

の
導

入
と

実
践

、
新

品
種

「
土

佐
麗

」
の

導
入

と
生

産
拡

大
、

酒
米

の
産

地
化

・
組

織
化

【
土

佐
酒

振
興

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

】
　

・
農

業
団

体
：
生

産
計

画
の

策
定

、
酒

米
の

産
地

化
へ

の
取

り
組

み
支

援
、

酒
造

メ
ー

カ
ー

へ
の

供
給

体
制

の
整

備
　

・
高

知
県

酒
造

組
合

：
酒

造
メ

ー
カ

ー
か

ら
の

要
望

数
量

の
取

り
ま

と
め

、
土

佐
酒

の
販

売
促

進
活

動
の

実
施

　
・
県

農
業

技
術

セ
ン

タ
ー

：
高

品
質

安
定

生
産

技
術

の
確

立
、

好
適

米
品

種
の

育
成

・
改

良
。

生
産

者
ご

と
の

酒
米

の
品

質
分

析
と

情
報

提
供

　
・
県

工
業

技
術

セ
ン

タ
ー

：
生

産
者

ご
と

の
酒

造
適

性
・
醸

造
適

性
の

分
析

と
情

報
提

供
、

酒
造

メ
ー

カ
ー

へ
の

支
援

　
・
県

環
境

農
業

推
進

課
、

県
農

業
振

興
セ

ン
タ

ー
：
高

品
質

安
定

生
産

技
術

・
新

品
種

の
普

及
推

進
、

酒
米

生
産

者
の

組
織

化
の

取
り

組
み

支
援

＜
高

温
耐

性
品

種
の

県
内

の
生

産
割

合
（
年

間
）
＞

7
.5

％
（
R

5
）

　
　

↓
9
.5

％
（
R

9
）

9



N
o
.

戦
略

目
標

出
発

点
直

近
値

４
年

後
目

標
（
R

9
）

こ
れ

ま
で

の
取

り
組

み
と

成
果

課
題

取
り

組
み

内
容

（
R

6
～

R
9
）

主
な

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

目
標

（
K

P
I）

分
野

農
業

各
産
業
分
野
の
取
り組
み
の
柱

生
産
力
の
向
上
と持
続
可
能
な
農
業
に
よ
る
産
地
の
強
化

1
0

1
経

営
体

あ
た

り
の

生
産

農
業

所
得

（
付

加
価

値
額

）
（
年

間
）

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

・
農

林
水

産
省

「
農

業
生

産
所

得
統

計
」
を

確
認

3
2
0
万

円
（
R

4
）

3
6
6
万

円
（
R

5
）

3
9
0
万

円
（
R

9
）

（
再

掲
）
1
 I
o
P

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
推

進
 ・

デ
ー

タ
連

携
基

盤
「
Io

P
ク

ラ
ウ

ド
S
A

W
A

C
H

I」
の

本
格

運
用

を
開

始
(R

4
.9

～
)　

 ・
Io

P
ク

ラ
ウ

ド
利

用
農

家
数

 （
R

7
.3

）
　

環
境

・
画

像
デ

ー
タ

の
利

用
農

家
数

：
8
0
3
戸

　
出

荷
・
気

象
デ

ー
タ

の
利

用
農

家
数

：
1
,6

0
3
戸

　
デ

ー
タ

収
集

農
家

数
：
3
,2

7
3
戸

（
再

掲
）
2
 デ

ー
タ

駆
動

型
農

業
に

よ
る

営
農

支
援

の
強

化
①

デ
ー

タ
駆

動
型

農
業

を
普

及
す

る
指

導
体

制
の

強
化

 ・
デ

ー
タ

分
析

が
で

き
る

指
導

員
の

育
成

：
8
9
名

（
R

6
）

 ・
デ

ー
タ

駆
動

型
農

業
に

よ
る

営
農

支
援

者
数

：
2
,0

2
8
人

（
R

7
.3

）
②

デ
ー

タ
駆

動
型

農
業

の
実

践
支

援
 ・

現
地

実
証

等
を

活
用

し
た

成
功

事
例

づ
く
り

 　
実

証
ほ

等
の

設
置

：
6
カ

所
 （

R
3
～

R
6
）

 　
デ

ー
タ

分
析

結
果

を
返

す
た

め
の

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
シ

ー
ト

作
成

数
：
1
1
画

面
（
～

R
6
）

 　
デ

ー
タ

共
有

グ
ル

ー
プ

数
：
4
3
グ

ル
ー

プ
2
4
2

名
（
R

7
.3

）

3
 法

人
経

営
体

へ
の

誘
導

と
経

営
発

展
へ

の
支

援 ①
法

人
経

営
体

へ
の

誘
導

 ・
農

業
経

営
力

向
上

セ
ミ

ナ
ー

の
開

催
  

 R
6
：
3
3
人

（
6
回

）
 ・

法
人

化
候

補
者

の
リ

ス
ト

化
②

経
営

発
展

へ
の

支
援

 ・
農

業
経

営
・
就

農
支

援
セ

ン
タ

ー
に

よ
る

重
点

支
援

対
象

者
へ

の
支

援
重

点
支

援
対

象
者

の
う

ち
法

人
化

志
向

：
7
経

営
体

/
3
1
経

営
体

（
R

6
）

（
再

掲
）
1
 I
o
P

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
推

進
 ・

Io
P

ク
ラ

ウ
ド

利
用

農
家

数
の

さ
ら

な
る

拡
大

 ・
Io

P
ク

ラ
ウ

ド
の

さ
ら

な
る

利
便

性
の

向
上

 ・
栽

培
・
経

営
改

善
を

支
援

す
る

A
Iエ

ン
ジ

ン
の

開
発

 ・
主

要
７

品
目

で
特

に
平

均
収

量
以

下
の

農
家

等
タ

ー
ゲ

ッ
ト

を
絞

っ
た

加
入

推
進

 ・
雨

よ
け

・
露

地
野

菜
、

果
樹

、
花

き
な

ど
へ

の
推

進

（
再

掲
）
2
 デ

ー
タ

駆
動

型
農

業
に

よ
る

営
農

支
援

の
強

化
①

デ
ー

タ
駆

動
型

農
業

を
普

及
す

る
指

導
体

制
の

強
化  ・

デ
ー

タ
分

析
が

で
き

る
技

術
指

導
員

の
更

な
る

育
成

 ・
多

品
目

(施
設

野
菜

、
露

地
野

菜
、

果
樹

、
花

き
)で

指
導

が
で

き
る

職
員

の
育

成
と

若
手

の
指

導
力

向
上

②
デ

ー
タ

駆
動

型
農

業
の

実
践

支
援

 ・
増

収
や

経
営

改
善

に
つ

な
が

る
産

地
単

位
の

成
功

事
例

づ
く
り

と
他

産
地

へ
の

横
展

開

3
 法

人
経

営
体

へ
の

誘
導

と
経

営
発

展
へ

の
支

援
①

法
人

経
営

体
へ

の
誘

導
 ・

経
営

課
題

が
漠

然
と

し
た

経
営

相
談

者
が

多
く
、

自
ら

経
営

の
状

況
を

把
握

す
る

こ
と

が
必

要
 ・

雇
用

の
形

態
は

非
正

規
が

多
く
、

法
人

化
を

志
向

す
る

経
営

体
が

少
な

い
②

経
営

発
展

へ
の

支
援

 ・
燃

油
・
生

産
資

材
の

高
騰

な
ど

厳
し

い
経

営
環

境
が

続
く
中

、
自

ら
農

業
経

営
の

改
善

に
向

け
て

計
画

的
に

取
り

組
む

農
業

者
の

育
成

が
必

要

（
再

掲
）
1
 I
o
P

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
推

進
①

ク
ラ

ウ
ド

利
用

農
家

数
の

拡
大

と
既

登
録

者
へ

の
サ

ポ
ー

ト
の

強
化

【
R

6
～

R
9
】

 ・
J
A

品
目

部
会

で
の

説
明

や
J
A

購
買

窓
口

で
の

個
別

説
明

な
ど

で
周

知
の

機
会

を
増

加
 ・

補
助

事
業

の
拡

充
に

よ
る

Io
P

ク
ラ

ウ
ド

利
用

農
家

数
と

環
境

測
定

装
置

導
入

農
家

数
の

拡
大

 ・
野

菜
で

は
主

要
７

品
目

は
平

均
収

量
以

下
の

農
家

等
を

対
象

に
加

入
推

進
、

雨
よ

け
・
露

地
は

「
し

っ
か

り
稼

ご
う

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

」
の

取
り

組
み

を
強

化
 ・

果
樹

は
土

壌
水

分
デ

ー
タ

や
気

象
デ

ー
タ

の
活

用
促

進
 ・

花
き

は
環

境
デ

ー
タ

の
活

用
促

進
②

Io
P

ク
ラ

ウ
ド

の
利

便
性

の
向

上
【
R

6
～

R
8
】

 ・
病

害
予

測
情

報
画

面
の

構
築

及
び

S
A

W
A

C
H

Iの
既

存
画

面
の

改
修

な
ど

 ・
デ

ジ
タ

ル
機

器
に

不
慣

れ
な

層
に

も
デ

ー
タ

が
見

や
す

く
便

利
に

使
え

る
画

面
の

構
築

③
A

Iエ
ン

ジ
ン

の
開

発
 ・

生
理

生
態

情
報

に
基

づ
い

た
栽

培
管

理
の

カ
イ

ゼ
ン

の
ポ

イ
ン

ト
の

自
動

表
示

機
能

の
開

発
等

の
営

農
支

援
機

能
の

強
化

【
R

7
】

 ・
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
や

コ
ス

ト
削

減
に

つ
な

が
る

最
適

な
温

度
管

理
や

適
正

施
肥

を
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
す

る
G

X
関

連
機

能
の

充
実

【
R

8
】

 ・
営

農
支

援
A

Iや
収

益
改

善
A

Iを
活

用
し

た
ト

ッ
プ

層
に

対
す

る
経

営
改

善
支

援
【
R

7
～

R
9
】

（
再

掲
）
2
 デ

ー
タ

駆
動

型
農

業
に

よ
る

営
農

支
援

の
強

化
①

デ
ー

タ
駆

動
型

農
業

を
普

及
す

る
指

導
体

制
の

強
化

【
R

6
～

R
9
】

 ・
多

品
目

(施
設

野
菜

、
露

地
野

菜
、

果
樹

、
花

き
)で

デ
ー

タ
を

活
用

し
た

指
導

が
で

き
る

若
手

の
早

期
育

成
に

向
け

た
研

修
の

充
実

 
 ・

Ｊ
Ａ

と
連

携
し

、
出

荷
デ

ー
タ

や
環

境
デ

ー
タ

、
生

理
生

態
情

報
を

活
用

し
た

営
農

指
導

で
収

量
増

・
品

質
向

上
②

デ
ー

タ
駆

動
型

農
業

の
実

践
支

援
【
R

6
～

R
9
】

 ・
農

家
に

寄
り

添
っ

た
営

農
支

援
に

よ
り

各
地

で
の

成
功

事
例

づ
く
り

を
強

化
 ・

品
目

別
担

当
者

会
等

を
通

じ
た

成
功

事
例

の
共

有
⇒

　
別

図
＜

農
0
1
＞

参
照

（
P

2
1
）

3
 法

人
経

営
体

へ
の

誘
導

と
経

営
発

展
へ

の
支

援
①

法
人

経
営

体
へ

の
誘

導
【
R

6
～

R
9
】

 ・
法

人
化

に
取

り
組

む
農

業
者

の
掘

り
起

こ
し

【
R

6
～

R
9
】

 ・
資

金
繰

り
表

の
作

成
を

通
じ

て
、

経
営

改
善

へ
の

意
識

付
け

や
規

模
拡

大
等

に
向

け
た

検
討

を
支

援
【
R

6
～

R
9
】

 ・
法

人
化

候
補

者
に

対
し

て
、

法
人

化
を

検
討

す
る

た
め

の
重

点
支

援
対

象
者

へ
の

誘
導

【
R

7
～

R
9
】

 ・
法

人
化

候
補

者
リ

ス
ト

の
毎

年
度

更
新

【
R

7
～

R
9
】

②
経

営
発

展
へ

の
支

援
【
R

6
～

R
9
】

 ・
農

業
経

営
・
就

農
支

援
セ

ン
タ

ー
の

支
援

内
容

の
周

知
と

重
点

支
援

対
象

者
の

掘
り

起
こ

し
の

強
化

 ・
重

点
支

援
対

象
者

へ
の

専
門

家
派

遣
等

に
よ

る
経

営
改

善
支

援

＜
Io

P
ク

ラ
ウ

ド
利

用
農

家
＞ 1
,1

7
7
戸

(R
5
)

↓ 4
,0

0
0
戸

(R
9
)

<
法

人
化

を
志

向
す

る
重

点
支

援
対

象
者

数
（
年

間
）
>

7
経

営
体

（
R

5
）

↓ 1
6
経

営
体

（
R

9
）

10



N
o
.

戦
略

目
標

出
発

点
直

近
値

４
年

後
目

標
（
R

9
）

こ
れ

ま
で

の
取

り
組

み
と

成
果

課
題

取
り

組
み

内
容

（
R

6
～

R
9
）

主
な

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

目
標

（
K

P
I）

分
野

農
業

各
産
業
分
野
の
取
り組
み
の
柱

生
産
力
の
向
上
と持
続
可
能
な
農
業
に
よ
る
産
地
の
強
化

1
1

野
菜

主
要

1
1
品

目
の

反
当

収
量

（
年

間
）

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

・
年

次
デ

ー
タ

は
、

農
林

水
産

省
「
野

菜
生

産
出

荷
統

計
」
を

確
認

7
.6

t/
1
0
a

（
R

5
）

7
.6

t/
1
0
a

（
R

5
）

8
.6

t/
1
0
a

（
R

9
）

1
　

高
温

に
適

応
し

た
栽

培
技

術
の

開
発

と
普

及
推

進
①

野
菜

・
葉

先
枯

れ
対

策
の

遮
光

資
材

の
実

証
ほ

等
の

設
置

（
ニ

ラ
）
1
カ

所
（
R

6
）

②
水

稲
・
水

稲
で

の
栽

培
技

術
指

導
（
H

1
8
年

～
）

　
う

る
ち

米
の

1
等

米
比

率
：

　
　

1
2
.4

％
（
H

1
8
）
　

⇒
　

1
5
.0

％
（
R

6
）

・
高

温
耐

性
水

稲
中

生
品

種
「
に

こ
ま

る
」
の

作
付

推
進

（
H

2
1
～

）
：
作

付
面

積
6
9
0
h
a（

R
6
）

　
1
等

米
比

率
（
H

2
1
～

R
6
の

平
均

）
：

　
　

に
こ

ま
る

2
7
.3

％
　

⇔
　

ヒ
ノ

ヒ
カ

リ
8
.3

％
・
高

温
耐

性
水

稲
早

生
品

種
「
よ

さ
恋

美
人

」
の

作
付

推
進

（
H

3
0
～

）
：
作

付
面

積
8
7
h
a（

R
6
）

　
1
等

米
比

率
（
H

3
0
～

R
6
の

平
均

）
：

　
　

よ
さ

恋
美

人
3
4
.5

％
　

⇔
　

コ
シ

ヒ
カ

リ
1
8
.4

％

③
果

樹
・
果

樹
（
ナ

シ
）
で

の
適

期
収

穫
の

周
知

2
産

地
の

現
地

検
討

会
で

周
知

→
産

地
で

の
早

期
収

穫
・
出

荷
の

実
施

（
R

6
）

・
遮

光
ネ

ッ
ト

の
設

置
推

進
と

国
事

業
に

よ
る

ス
プ

リ
ン

ク
ラ

ー
の

導
入

支
援

→
県

域
の

現
地

検
討

会
で

の
推

進
1
回

（
R

6
）

・
ナ

シ
で

の
「
み

つ
症

」
多

発
園

で
の

高
温

に
強

い
品

種
へ

の
転

換
支

援
→

県
域

の
現

地
検

討
会

で
の

推
進

1
回

（
R

6
）

1
　

高
温

に
適

応
し

た
栽

培
技

術
の

開
発

と
普

及
推

進
①

野
菜

・
灌

水
設

備
や

遮
光

ネ
ッ

ト
等

の
導

入
費

用
が

高
価

・
高

温
対

策
と

し
て

効
果

が
期

待
で

き
る

機
器

・
資

材
の

導
入

や
新

た
な

技
術

の
開

発
が

進
ん

で
い

な
い

②
水

稲
・
高

温
対

策
技

術
の

周
知

と
高

温
耐

性
品

種
「
よ

さ
恋

美
人

」
、

「
に

こ
ま

る
」
の

作
付

拡
大

③
果

樹
・
遮

光
ネ

ッ
ト

や
ス

プ
リ

ン
ク

ラ
ー

の
導

入
費

用
が

高
価

・
高

温
対

策
資

材
設

置
に

手
間

が
か

か
る

・
新

高
ナ

シ
の

単
価

が
高

い
た

め
、

品
種

転
換

に
踏

み
切

れ
な

い

1
　

高
温

に
適

応
し

た
栽

培
技

術
の

開
発

と
普

及
推

進
①

野
菜

＜
施

設
園

芸
品

目
＞

○
新

た
な

機
器

・
資

材
等

の
実

証
【
R

7
～

R
9
】

・
換

気
扇

や
遮

光
資

材
の

実
証

と
栽

培
技

術
の

改
善

へ
の

支
援

（
担

い
手

育
成

セ
ン

タ
ー

、
県

農
業

振
興

セ
ン

タ
ー

）
・
試

験
場

で
の

熱
を

通
さ

な
い

赤
外

線
カ

ッ
ト

フ
ィ

ル
ム

や
外

張
り

資
材

の
実

証

＜
露

地
園

芸
品

目
＞

○
事

業
を

活
用

し
た

か
ん

水
設

備
等

の
導

入
支

援
【
R

7
～

R
9
】

・
灌

水
設

備
設

置
等

の
推

進

②
水

稲
○

高
温

対
策

技
術

の
周

知
と

高
温

耐
性

品
種

「
よ

さ
恋

美
人

」
、

「
に

こ
ま

る
」
の

作
付

拡
大

【
R

6
～

R
9
】

・
生

産
者

：
肥

培
管

理
技

術
の

改
善

等
に

よ
る

高
品

質
安

定
生

産
、

販
売

促
進

活
動

な
ど

に
よ

る
P

R
・
農

業
団

体
：
作

付
推

進
、

栽
培

技
術

指
導

、
「
特

A
」
獲

得
・
販

売
促

進
の

取
り

組
み

支
援

・
県

農
業

技
術

セ
ン

タ
ー

：
「
よ

さ
恋

美
人

」
の

品
種

特
性

の
周

知
、

新
た

な
県

オ
リ

ジ
ナ

ル
高

温
耐

性
品

種
の

育
成

・
県

環
境

農
業

推
進

課
、

県
農

業
振

興
セ

ン
タ

ー
：
高

温
耐

性
品

種
の

作
付

推
進

、
栽

培
技

術
の

改
善

へ
の

支
援

③
果

樹
○

遮
光

ネ
ッ

ト
の

設
置

推
進

と
国

事
業

に
よ

る
ス

プ
リ

ン
ク

ラ
ー

の
導

入
支

援
【
R

6
～

R
9
】

・
「
み

つ
症

」
多

発
園

で
の

国
事

業
を

活
用

し
た

高
温

に
強

い
品

種
へ

の
転

換
支

援
・
高

樹
齢

樹
の

植
え

替
え

に
よ

る
園

地
の

若
返

り
の

推
進

・
試

験
場

で
の

「
み

つ
症

」
発

生
を

抑
制

す
る

台
木

品
種

の
開

発

⇒
　

別
図

＜
農

0
5
＞

参
照

（
P

2
5
）

＜
新

た
な

機
器

・
資

材
等

の
実

証
成

果
＞

－
（
R

6
）

　
↓

1
0
事

例
(R

9
）

1
2

－
－

－
－

1
 ６

次
産

業
化

の
推

進
○

６
次

産
業

化
に

取
り

組
む

農
業

者
等

の
裾

野
の

拡
大

や
商

品
開

発
等

を
支

援
・
６

次
産

業
化

セ
ミ

ナ
ー

を
受

講
し

、
商

品
開

発
や

ブ
ラ

ッ
シ

ュ
ア

ッ
プ

に
取

り
組

ん
だ

団
体

:5
5
団

体
（
H

2
5
～

R
5
）

・
６

次
産

業
化

推
進

支
援

チ
ー

ム
が

支
援

し
た

事
業

者
：
6
4
事

業
者

（
R

1
～

R
5
）

○
開

発
し

た
商

品
の

県
内

外
へ

の
販

路
拡

大
を

支
援

・
高

知
県

６
次

産
業

化
･直

販
外

商
推

進
協

議
会

（
以

下
 ６

次
・
直

外
協

）
の

設
置

す
る

６
次

産
業

化
商

品
専

用
販

売
ブ

ー
ス

へ
の

出
品

団
体

：
1
6
団

体
(R

5
）

1
 ６

次
産

業
化

の
推

進
①

新
規

事
業

者
の

掘
り

起
こ

し
・
情

報
提

供
活

動
の

充
実

・
６

次
産

業
化

に
よ

り
経

営
改

善
・
発

展
に

取
り

組
む

農
業

者
の

育
成

②
売

れ
る

商
品

づ
く
り

や
販

路
開

拓
等

へ
の

総
合

的
な

支
援

の
実

施
・
６

次
産

業
化

に
取

り
組

む
農

業
者

等
の

取
り

組
み

段
階

に
合

わ
せ

た
継

続
的

な
支

援
体

制
の

充
実

・
マ

ー
ケ

ッ
ト

を
意

識
し

た
商

品
開

発
や

商
品

の
磨

き
上

げ
・
販

路
開

拓
に

向
け

た
営

業
力

の
強

化

1
 ６

次
産

業
化

の
推

進
①

新
規

事
業

者
の

掘
り

起
こ

し
【
R

６
～

R
９

】
・
サ

ポ
ー

ト
セ

ン
タ

ー
設

置
に

よ
る

情
報

発
信

、
相

談
対

応
、

専
門

家
派

遣
・
６

次
産

業
化

セ
ミ

ナ
ー

の
開

催
に

よ
る

商
品

知
識

や
技

術
の

習
得

・
向

上
支

援

②
売

れ
る

商
品

づ
く
り

や
販

路
開

拓
等

へ
の

総
合

的
な

支
援

の
実

施
【
R

６
～

R
９

】
・
サ

ポ
ー

ト
セ

ン
タ

ー
専

門
家

派
遣

に
よ

る
事

業
者

の
経

営
改

善
・
発

展
に

向
け

た
戦

略
策

定
・
実

践
支

援
・
６

産
業

化
セ

ミ
ナ

ー
の

開
催

に
よ

る
事

業
計

画
の

実
現

に
向

け
た

商
品

の
磨

き
上

げ
支

援
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

・
６

次
産

業
化

支
援

チ
ー

ム
に

よ
る

専
門

家
を

活
用

し
た

事
業

者
の

ス
テ

ッ
プ

ア
ッ

プ
支

援
・
６

次
・
直

外
協

設
置

販
売

コ
ー

ナ
ー

の
効

果
的

な
運

営
に

よ
る

販
路

拡
大

支
援

 
・
６

次
・
直

外
協

補
助

金
に

よ
る

商
品

の
磨

き
上

げ
支

援
 

＜
事

業
計

画
を

策
定

し
た

支
援

事
業

者
の

割
合

＞ 1
0
0
%
（
R

5
）
  

  
 

  
  

 ↓
1
0
0
%
 (

R
9
）
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N
o
.

戦
略

目
標

出
発

点
直

近
値

４
年

後
目

標
（
R

9
）

こ
れ

ま
で

の
取

り
組

み
と

成
果

課
題

取
り

組
み

内
容

（
R

6
～

R
9
）

主
な

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

目
標

（
K

P
I）

1
農

地
の

受
け

皿
と

な
る

法
人

数
（
累

計
）

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

・
 年

次
デ

ー
タ

は
、

県
「
集

落
営

農
組

織
等

整
理

シ
ー

ト
」
を

確
認

・
 四

半
期

デ
ー

タ
は

、
農

業
振

興
セ

ン
タ

ー
か

ら
の

活
動

報
告

に
よ

り
概

算
値

を
確

認

5
3
法

人
（
H

2
1
～

R
4
）

5
5
法

人
（
H

2
1
～

R
6
）

6
5
法

人
(H

2
1
～

R
9
)

1
 集

落
営

農
の

推
進

 ・
集

落
営

農
に

取
り

組
む

集
落

の
掘

り
起

こ
し

  
R

2
：
1
0
地

区
→

R
2
～

R
5
：
2
7
地

区
 ・

地
域

計
画

に
お

い
て

集
落

営
農

に
取

り
組

も
う

と
す

る
地

区
を

リ
ス

ト
化

 ・
組

織
化

の
意

識
醸

成
・
合

意
形

成
　

  
 組

織
化

に
向

け
た

集
落

営
農

塾
の

開
催

　
  
 組

織
化

コ
ー

ス
　

R
2
：
1
9
回

→
R

6
：
7
2
回

  
 ・

集
落

営
農

組
織

数
  
 H

3
0
：
2
2
4
組

織
→

R
6
：
2
1
4
組

織
  
 う

ち
法

人
数

　
H

3
0
：
2
8
法

人
→

R
6
：
4
2
法

人
 ・

組
織

間
連

携
の

取
り

組
み

数
　

  
 地

域
農

業
戦

略
数

 R
2
：
5
　

→
　

R
6
：
1
1

2
 農

地
の

受
け

皿
と

な
る

法
人

の
育

成
 ・

集
落

営
農

の
法

人
化

の
推

進
と

経
営

発
展

  
 経

営
発

展
に

向
け

た
集

落
営

農
塾

の
開

催
  
 ｽ

ﾃ
ｯ
ﾌ
ﾟｱ

ｯ
ﾌ
ﾟｺ

ｰ
ｽ

　
R

2
：
1
0
回

→
R

6
：
4
3
回

  
 法

人
化

コ
ー

ス
　

R
2
：
  
3
回

→
R

6
：
 1

9
回

  
 法

人
経

営
コ

ー
ス

　
R

2
：
  
9
回

→
R

6
：
3
2
回

1
 集

落
営

農
の

推
進

 ・
集

落
営

農
を

推
進

す
る

対
象

地
区

を
明

確
化

し
、

新
た

な
組

織
の

育
成

や
既

存
組

織
の

活
動

強
化

に
つ

い
て

早
期

に
実

現
で

き
る

よ
う

関
係

機
関

で
の

重
点

的
な

支
援

が
必

要
 ・

集
落

営
農

の
組

織
化

に
取

り
組

ん
で

い
る

集
落

に
お

い
て

、
組

織
化

の
必

要
性

に
つ

い
て

意
識

が
共

有
さ

れ
な

い
こ

と
や

、
組

織
の

中
核

と
な

る
人

材
が

確
保

で
き

な
い

こ
と

な
ど

に
よ

り
、

組
織

化
に

向
け

た
取

り
組

み
を

休
止

す
る

地
区

が
あ

る

2
 農

地
の

受
け

皿
と

な
る

法
人

の
育

成
 ・

労
力

や
資

金
面

か
ら

組
織

の
活

動
が

作
業

受
託

に
留

ま
っ

て
い

る
と

こ
ろ

も
多

く
、

法
人

化
に

向
け

た
経

営
計

画
が

作
成

で
き

な
い

こ
と

な
ど

か
ら

法
人

化
に

進
め

な
い

組
織

が
あ

る
 ・

集
落

営
農

組
織

の
よ

う
に

、
地

域
の

担
い

手
が

引
き

受
け

き
れ

な
い

農
地

の
受

け
皿

と
し

て
機

能
し

て
い

る
担

い
手

が
い

る
が

、
十

分
な

支
援

が
な

い

1
 集

落
営

農
の

推
進

 ・
目

指
す

べ
き

将
来

の
農

地
利

用
の

姿
を

明
確

化
す

る
「
地

域
計

画
」
の

実
現

に
向

け
た

地
域

で
の

話
し

合
い

の
場

を
活

用
し

、
集

落
営

農
の

取
り

組
み

を
周

知
【
R

6
～

9
】

 ・
整

備
さ

れ
た

リ
ス

ト
を

元
に

、
意

欲
の

高
い

地
区

か
ら

優
先

的
に

支
援

対
象

地
区

を
選

定
【
R

7
～

R
9
】

 ・
選

定
し

た
地

区
を

対
象

に
法

人
化

を
視

野
に

入
れ

た
組

織
化

や
、

組
織

の
法

人
化

に
向

け
た

合
意

形
成

支
援

【
R

6
～

R
9
】

 ・
設

立
組

織
の

経
営

安
定

と
法

人
化

に
向

け
た

農
業

用
機

械
・
施

設
の

整
備

や
、

雇
用

の
確

保
へ

の
支

援
、

高
収

益
作

物
の

導
入

等
に

向
け

た
支

援
を

強
化

【
R

6
～

R
7
】

 ・
組

織
間

連
携

を
推

進
し

、
省

力
化

・
効

率
化

に
つ

な
が

る
機

械
の

導
入

や
労

働
力

の
確

保
等

を
図

り
、

経
営

面
積

の
拡

大
な

ど
継

続
的

な
発

展
の

た
め

の
体

制
を

確
立

を
支

援
【
R

6
～

R
7
】

 ・
組

織
間

連
携

の
体

制
づ

く
り

に
向

け
た

研
修

会
を

開
催

等
に

よ
り

取
り

組
み

を
啓

発
し

、
連

携
に

よ
る

体
制

づ
く
り

検
討

す
る

協
議

会
の

立
ち

上
げ

を
支

援
【
R

6
～

9
】

2
 農

地
の

受
け

皿
と

な
る

法
人

の
育

成
 ・

地
域

計
画

に
お

い
て

集
落

営
農

組
織

の
法

人
化

 に
取

り
組

も
う

と
す

る
組

織
を

リ
ス

ト
化

【
R

6
～

R
7
】

 ・
地

域
計

画
に

基
づ

く
経

営
規

模
の

拡
大

を
支

援
し

、
法

人
化

に
向

け
た

合
意

形
成

を
支

援
【
R

6
～

R
9
】

 ・
集

落
営

農
組

織
の

育
成

が
進

ま
な

い
地

域
に

お
い

て
は

、
農

地
の

出
し

手
の

ニ
ー

ズ
に

よ
り

、
集

積
が

見
込

ま
れ

る
経

営
体

の
法

人
化

を
推

進
し

地
域

内
の

農
地

を
担

う
法

人
経

営
体

を
育

成
【
R

6
～

9
】

 ・
経

営
の

維
持

・
拡

大
に

向
け

た
農

業
用

機
械

・
施

設
の

整
備

や
、

デ
ジ

タ
ル

技
術

の
活

用
、

オ
ペ

レ
ー

タ
ー

等
の

確
保

に
向

け
た

支
援

を
継

続
【
R

6
～

9
】

 ・
研

修
会

の
開

催
な

ど
農

地
の

受
け

皿
と

な
る

法
人

が
集

ま
る

交
流

の
場

を
つ

く
る

こ
と

で
、

規
模

拡
大

に
向

け
た

省
力

化
事

例
な

ど
の

情
報

交
換

を
促

進
 【

R
6
～

R
9
】

<
集

落
営

農
塾

（
法

人
化

コ
ー

ス
）
の

開
催

回
数

＞ ４
回

（
R

5
）

↓ 1
5
回

（
R

9
）

2
ス

マ
ー

ト
農

業
の

実
装

面
積

（
シ

ョ
ウ

ガ
で

の
ド

ロ
ー

ン
防

除
面

積
）
（
年

間
）

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

・
環

境
農

業
推

進
課

へ
提

出
さ

れ
る

防
除

実
績

を
集

計
（
年

次
）

1
.8

h
a

(R
4
)

5
2
h
a

(R
6
)

1
5
0
h
a

(R
9
)

1
 ス

マ
ー

ト
農

業
の

実
証

と
実

装
支

援
①

ス
マ

ー
ト

農
業

技
術

の
実

証
支

援
 ・

実
証

の
実

施
：
3
地

区
（
R

元
）
、

3
地

区
（
R

2
）
、

2
地

区
（
R

3
）
、

2
地

区
（
R

4
）

②
ス

マ
ー

ト
農

業
技

術
の

周
知

 ・
実

演
会

、
セ

ミ
ナ

ー
等

の
開

催
：
1
3
回

（
R

2
）
、

2
0
回

（
R

3
）
、

1
9
回

（
R

4
）
、

2
5
回

（
R

5
）
、

2
0
回

(R
6
)

③
ス

マ
ー

ト
農

業
技

術
の

導
入

支
援

 ・
補

助
事

業
に

よ
る

地
域

へ
の

防
除

用
ド

ロ
ー

ン
導

入
支

援
：
6
機

（
R

2
）
、

5
機

（
R

3
）
、

5
機

（
R

4
）
、

7
機

（
R

5
）
、

1
0
機

（
R

6
）

④
ド

ロ
ー

ン
防

除
拡

大
へ

の
環

境
整

備
 ・

農
薬

の
適

用
拡

大
試

験
の

実
施

：
1
5
剤

（
R

2
）
、

2
剤

（
R

3
）
、

4
剤

（
R

4
）

 ・
農

薬
の

適
用

拡
大

：
1
5
剤

（
R

3
～

5
、

シ
ョ

ウ
ガ

1
3
剤

、
オ

ク
ラ

2
剤

）
 ・

出
先

機
関

へ
の

防
除

用
ド

ロ
ー

ン
の

導
入

：
3

機
（
R

2
）

 ・
普

及
員

等
の

操
作

技
術

の
習

得
：
2
2
名

（
R

2
）
、

2
名

（
R

3
）
、

2
名

（
R

4
）
、

2
名

（
R

5
）
、

1
名

(R
6
)

⑤
ド

ロ
ー

ン
防

除
の

実
施

面
積

：
5
0
6
h
a（

R
2
）
、

1
,0

6
4
h
a（

R
3
）
、

1
,3

2
5
h
a（

R
4
、

う
ち

シ
ョ

ウ
ガ

1
.8

h
a）

、
1
,3

4
5
h
a(

R
5
、

う
ち

シ
ョ

ウ
ガ

4
0
h
a)

、
2
,2

7
7
h
a(

R
6
、

う
ち

シ
ョ

ウ
ガ

5
2
h
a)

1
 ス

マ
ー

ト
農

業
の

実
証

と
実

装
支

援
①

農
薬

の
適

用
拡

大
が

進
ん

だ
シ

ョ
ウ

ガ
で

の
ド

ロ
ー

ン
防

除
面

積
の

さ
ら

な
る

拡
大

1
 ス

マ
ー

ト
農

業
の

実
証

と
実

装
支

援
①

ス
マ

ー
ト

農
業

技
術

の
周

知
【
R

6
～

R
9
】

 ・
普

及
指

導
員

に
よ

る
実

証
、

実
演

会
や

セ
ミ

ナ
ー

等
の

開
催

に
よ

る
理

解
・
認

知
度

の
向

上
 ・

普
及

指
導

員
に

よ
る

農
業

支
援

サ
ー

ビ
ス

事
業

体
と

の
マ

ッ
チ

ン
グ

推
進

②
ス

マ
ー

ト
農

業
技

術
の

導
入

支
援

【
R

6
～

R
9
】

 ・
補

助
事

業
の

拡
充

（
農

業
支

援
サ

ー
ビ

ス
事

業
体

を
対

象
に

追
加

）
に

よ
る

防
除

用
ド

ロ
ー

ン
の

導
入

拡
大

③
ド

ロ
ー

ン
防

除
拡

大
に

向
け

た
環

境
整

備
 ・

ド
ロ

ー
ン

防
除

体
系

を
組

み
込

ん
だ

シ
ョ

ウ
ガ

防
除

暦
の

検
討

【
R

6
～

R
7
】

 ・
新

規
導

入
農

家
へ

の
各

種
申

請
に

対
す

る
支

援
【
R

6
～

R
9
】

 ・
防

除
作

業
を

受
託

す
る

農
業

支
援

サ
ー

ビ
ス

事
業

体
へ

の
登

録
支

援
【
R

6
～

R
9
】

 ・
実

証
の

拡
充

の
た

め
の

操
作

技
術

を
習

得
し

た
新

た
な

普
及

指
導

員
の

育
成

（
若

干
名

）
【
R

6
～

R
9
】

 ・
出

先
機

関
に

導
入

し
た

実
証

に
用

い
る

防
除

用
ド

ロ
ー

ン
の

更
新

【
R

9
】

＜
育

成
す

る
農

業
支

援
サ

ー
ビ

ス
事

業
体

数
＞

-
（
R

5
）

↓ 5
事

業
体

（
R

9
)

分
野

農
業

各
産
業
分
野
の
取
り組
み
の
柱

中
山
間
地
域
の
農
業
を
支
え
る
仕
組
み
の
再
構
築

12



N
o
.

戦
略

目
標

出
発

点
直

近
値

４
年

後
目

標
（
R

9
）

こ
れ

ま
で

の
取

り
組

み
と

成
果

課
題

取
り

組
み

内
容

（
R

6
～

R
9
）

主
な

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

目
標

（
K

P
I）

2
直

接
取

引
等

多
様

な
流

通
に

よ
る

外
商

額
（
年

間
）

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

と
さ

の
さ

と
へ

の
聞

き
取

り

3
.9

億
円

（
R

4
.4

～
R

5
.3

)

4
.7

億
円

（
R

5
.4

～
R

6
.3

)

6
.5

億
円

(R
9
.4

～
R

1
0
.3

)

1
 「

と
さ

の
さ

と
」
を

活
用

し
た

県
産

農
産

物
の

地
産

外
商

の
強

化
(1

)「
と

さ
の

さ
と

」
を

活
用

し
た

外
商

拡
大

①
店

舗
へ

の
県

外
客

誘
致

　
 ・

高
速

道
路

マ
ッ

プ
、

旅
行

者
を

対
象

と
し

た
フ

リ
ー

雑
誌

な
ど

へ
の

広
告

や
Ｑ

Ｒ
コ

ー
ド

の
掲

載
に

よ
り

誘
客

の
た

め
の

Ｐ
Ｒ

を
実

施
（
主

な
情

報
発

信
地

域
：
関

西
・
中

国
・
四

国
）

②
ギ

フ
ト

・
カ

タ
ロ

グ
販

売
の

強
化

 ・
お

中
元

、
お

歳
暮

に
対

応
し

た
カ

タ
ロ

グ
制

作
と

顧
客

へ
の

発
送

 
 ・

冷
凍

商
品

等
顧

客
ニ

ー
ズ

に
合

わ
せ

た
カ

タ
ロ

グ
の

制
作

と
発

送
 

 ・
県

人
会

や
包

括
連

携
協

定
企

業
な

ど
で

の
顧

客
開

拓
 

 ・
産

地
へ

の
直

接
交

渉
に

よ
る

シ
ー

ズ
ン

に
応

じ
た

青
果

物
の

確
保

 
③

県
外

フ
ァ

ー
マ

ー
ズ

マ
ー

ケ
ッ

ト
（
以

下
F
M

と
い

う
）
と

の
連

携
強

化
【
成

果
】
連

携
F
M

　
R

4
:3

7
か

所
→

R
5
:4

5
か

所
・
県

外
F
M

で
の

店
頭

販
売

や
と

さ
の

さ
と

へ
の

招
聘

に
よ

る
連

携
強

化
と

双
方

の
特

産
品

の
取

引
の

拡
大

(2
)W

E
B

販
売

サ
イ

ト
の

販
売

強
化

 　
 【

成
果

】
登

録
会

員
数

　
R

4
:4

,1
3
9
人

→
R

5
:6

,0
1
6

人 ・
掲

載
商

品
の

顧
客

ニ
ー

ズ
に

合
わ

せ
た

充
実

 ・
Ｗ

ｅ
ｂ
広

告
、

送
料

負
担

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

に
よ

る
会

員
登

録
数

増
加

1
 「

と
さ

の
さ

と
」
を

活
用

し
た

県
産

農
産

物
の

地
産

外
商

の
強

化

(1
)「

と
さ

の
さ

と
」
を

活
用

し
た

外
商

拡
大

①
店

舗
県

外
客

の
販

売
額

向
上

の
た

め
に

は
、

客
単

価
ア

ッ
プ

と
客

数
の

増
加

が
必

要
②

ギ
フ

ト
・
カ

タ
ロ

グ
販

売
で

は
顧

客
ニ

ー
ズ

に
対

応
し

た
高

品
質

な
商

品
の

提
供

は
ま

だ
ま

だ
不

足
③

連
携

F
M

と
の

更
な

る
連

携
強

化
が

必
要

④
食

肉
の

県
外

へ
の

販
売

強
化

が
必

要

(2
)W

E
B

販
売

サ
イ

ト
の

販
売

強
化

  
 ・

会
員

へ
の

直
接

の
Ｐ

Ｒ
（
旬

の
情

報
な

ど
）
で

き
る

メ
ル

マ
ガ

会
員

の
更

な
る

登
録

増
加

が
必

要

1
 「

と
さ

の
さ

と
」
を

活
用

し
た

県
産

農
産

物
の

地
産

外
商

の
強

化

(1
)「

と
さ

の
さ

と
」
を

活
用

し
た

外
商

拡
大

①
店

舗
県

外
客

へ
の

販
売

額
向

上
【
R

6
～

R
9
】

 ・
果

実
な

ど
の

高
単

価
商

品
の

増
加

や
贈

答
向

け
商

品
の

充
実

に
向

け
た

生
産

者
へ

の
働

き
か

け
　

 
 ・

県
外

客
に

ア
ピ

ー
ル

で
き

る
（
特

徴
の

あ
る

高
知

県
産

品
：
土

佐
文

旦
、

水
晶

文
旦

、
フ

ル
ー

ツ
ト

マ
ト

な
ど

）
 商

品
の

充
実

 
 ・

県
外

客
確

保
に

向
け

た
関

西
圏

を
中

心
と

す
る

観
光

客
を

対
象

と
し

た
旅

行
雑

誌
等

で
の

P
R

②
ギ

フ
ト

・
カ

タ
ロ

グ
販

売
の

強
化

【
R

6
～

R
9
】

 ・
イ

ベ
ン

ト
や

「
と

さ
と

さ
」
で

の
Ｐ

Ｒ
に

よ
る

顧
客

開
拓

 
 ・

県
内

産
地

と
の

連
携

強
化

に
よ

る
高

品
質

な
商

品
の

確
保

③
県

外
フ

ァ
ー

マ
ー

ズ
マ

ー
ケ

ッ
ト

と
の

連
携

強
化

【
R

6
～

R
9
】

 ・
新

た
な

提
携

先
Ｆ

Ｍ
と

の
連

携
　

　
 ・

連
携

F
M

と
の

関
係

強
化

　
　

出
張

販
売

の
継

続
　

　
提

携
F
M

へ
の

高
知

県
の

商
品

の
継

続
し

た
販

売
 

　
　

提
携

フ
ァ

ー
マ

ー
ズ

の
特

色
あ

る
商

品
（
果

実
な

ど
）
の

仕
入

販
売

 
④

食
肉

の
外

商
強

化
【
R

7
～

R
9
】

 ・
外

商
拡

大
に

向
け

た
土

佐
あ

か
う

し
、

土
佐

黒
牛

な
ど

の
食

肉
の

販
売

強
化

 

 (
2
)W

E
B

販
売

サ
イ

ト
の

販
売

強
化

【
R

6
～

R
9
】

 ・
会

員
登

録
の

た
め

の
イ

ベ
ン

ト
（
送

料
負

担
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
な

ど
）
の

開
催

 
 ・

J
A

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
と

の
イ

ベ
ン

ト
連

携
や

、
メ

デ
ィ

ア
で

県
産

品
が

取
り

上
げ

ら
れ

る
タ

イ
ミ

ン
グ

な
ど

で
の

タ
イ

ム
リ

ー
な

情
報

発
信

と
関

連
す

る
商

品
の

品
揃

え
 ・

県
外

イ
ベ

ン
ト

や
W

E
B

で
の

P
R

活
動

の
継

続

＜
県

外
フ

ァ
ー

マ
ー

ズ
マ

ー
ケ

ッ
ト

へ
の

販
売

額
（
年

間
）
＞

R
4
(実

績
):
3
8

百
万

円
→

R
9
(目

標
):
7
0

百
万

円

分
野

農
業

各
産
業
分
野
の
取
り組
み
の
柱

流
通
・販
売
の
支
援
強
化

1
市

場
流

通
を

中
心

と
し

た
Ｊ
Ａ

販
売

額
（
年

間
）

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

Ｊ
Ａ

高
知

県
の

市
場

取
扱

額
か

ら
月

次
で

確
認

6
0
2
億

円
（
R

5
）

※
R

4
.9

～
R

5
.8

6
2
6
億

円
（
R

6
）

※
R

5
.9

～
R

6
.8

6
5
0
億

円
(R

9
)

※
R

8
.9

～
R

9
.8

1
 卸

売
市

場
と

連
携

し
た

販
売

拡
大

(1
)卸

売
市

場
と

連
携

し
た

販
売

拡
大

①
卸

売
市

場
と

連
携

し
た

販
売

拡
大

(R
2
～

）
 ・

地
域

別
戦

略
の

策
定

（
全

国
6
地

域
）

 ・
卸

売
市

場
へ

の
委

託
　

R
1
：
6
社

→
R

2
～

R
5
：

1
1
社

（
上

記
6
地

域
）
→

（
R

6
よ

り
関

東
・
関

西
の

み
）
R

6
：
1
9
社

 ・
量

販
店

フ
ェ

ア
の

開
催

　
R

1
：
4
6
1
回

→
R

4
：

3
9
4
3
回

→
R

5
：
7
0
7
3
回

→
関

東
＋

関
西

R
6
：
関

東
2
,1

3
9
回

、
関

西
3
0
9
回

 ・
K
P

I：
J
A

販
売

額
(関

東
＋

関
西

)R
6
園

：
2
8
0
億

円
（
※

園
：
園

芸
年

度
R

5
年

9
月

～
R

6
年

8
月

）
（
参

考
：
R

5
園

：
2
7
1
億

円
）

（
２

）
マ

ー
ケ

ッ
ト

イ
ン

の
視

点
に

よ
る

業
務

需
要

に
応

じ
た

取
引

の
拡

大
①

デ
ジ

タ
ル

を
活

用
し

た
販

促
P

R
(R

2
～

）
 ・

オ
ン

ラ
イ

ン
セ

ミ
ナ

ー
や

動
画

に
よ

る
品

目
・
産

地
P

R
②

品
目

の
機

能
性

に
着

目
し

た
P

R
（
R

3
～

）
 ・

機
能

性
表

示
食

品
「
高

知
な

す
」
の

販
売

P
R

 ・
健

康
宅

配
冷

凍
食

品
と

し
て

の
商

品
化

 ・
栄

養
表

示
ニ

ラ
、

非
辛

み
シ

シ
ト

ウ
の

生
産

・
販

売
体

制
の

整
備

③
中

食
・
外

食
・
冷

凍
食

品
を

タ
ー

ゲ
ッ

ト
に

し
た

戦
略

の
策

定
・
実

行
 ・

品
目

別
業

務
傾

向
分

析
：
R

6
：
1
0
品

目
 ・

生
産

者
向

け
講

演
会

：
R

6
：
2
回

④
マ

ー
ケ

ッ
ト

の
要

望
に

応
じ

た
弾

力
的

な
出

荷
形

態
等

の
検

討
 ・

 シ
シ

ト
ウ

の
袋

包
装

の
検

討
（
R

6
～

）

1
 卸

売
市

場
と

連
携

し
た

販
売

拡
大

(1
) 

卸
売

市
場

等
と

連
携

し
た

販
売

拡
大

 ・
高

温
に

よ
る

出
荷

量
減

で
単

価
高

と
な

り
、

販
売

額
は

高
く
推

移
。

一
方

、
出

荷
量

が
少

な
い

こ
と

か
ら

フ
ェ

ア
を

組
み

づ
ら

く
な

っ
て

お
り

、
取

扱
量

を
確

保
す

る
取

り
組

み
の

強
化

が
必

要

(2
)マ

ー
ケ

ッ
ト

イ
ン

の
視

点
に

よ
る

業
務

需
要

に
応

じ
た

取
引

の
拡

大
 ・

重
点

品
目

の
戦

略
の

実
行

と
業

務
需

要
に

対
応

で
き

る
産

地
づ

く
り

 ・
業

務
用

ニ
ー

ズ
に

合
わ

せ
た

規
格

、
品

質
の

検
証

と
新

た
な

品
目

の
ニ

ー
ズ

の
把

握

1
 卸

売
市

場
と

連
携

し
た

販
売

拡
大

(1
)卸

売
市

場
と

連
携

し
た

販
売

拡
大

【
R

6
～

R
9
】

①
地

域
全

体
の

販
売

額
の

増
加

 ・
関

東
土

佐
会

（
関

東
全

域
）
及

び
関

西
土

佐
会

（
関

西
全

域
）
へ

の
委

託
【
R

6
～

Ｒ
9
】

②
継

続
し

た
取

扱
に

つ
な

が
る

売
り

場
確

保
を

目
指

し
た

量
販

店
フ

ェ
ア

の
実

施
 ・

仲
卸

や
バ

イ
ヤ

ー
招

へ
い

等
に

よ
る

産
地

理
解

促
進

【
R

6
～

R
9
】

 ・
万

博
や

「
あ

ん
ぱ

ん
」
放

送
に

合
わ

せ
た

県
産

青
果

物
の

認
知

度
向

上
【
R

7
】

③
将

来
に

わ
た

る
安

定
出

荷
に

向
け

た
産

地
の

ま
と

ま
り

の
強

化
（
J
A

取
扱

量
の

ア
ッ

プ
）

 ・
J
A

産
地

総
点

検
運

動
へ

の
支

援
【
R

6
～

R
9
】

(2
)マ

ー
ケ

ッ
ト

イ
ン

の
視

点
に

よ
る

業
務

需
要

に
応

じ
た

取
引

の
拡

大
【
R

6
～

R
9
】

①
中

食
・
外

食
・
冷

凍
食

品
を

タ
ー

ゲ
ッ

ト
に

し
た

戦
略

の
策

定
・
実

行
 ・

品
目

別
の

傾
向

分
析

、
分

析
に

基
づ

い
た

生
産

者
向

け
講

演
会

【
R

6
～

】
 ・

業
務

需
要

取
引

の
拡

大
が

見
込

め
る

品
目

と
産

地
を

選
定

し
、

新
た

な
出

荷
形

態
に

よ
る

販
売

や
　

増
量

期
に

お
け

る
業

務
加

工
用

へ
の

提
案

強
化

を
実

施
【
R

7
～

R
9
】

②
マ

ー
ケ

ッ
ト

の
要

望
に

応
じ

た
弾

力
的

な
出

荷
形

態
等

の
検

討
 ・

業
務

需
要

に
応

じ
た

規
格

、
品

質
、

収
量

な
ど

の
栽

培
検

証
【
R

7
～

】

⇒
　

別
図

＜
農

0
3
＞

参
照

（
P

2
3
）

<
市

場
流

通
を

中
心

と
し

た
関

東
お

よ
び

関
西

の
Ｊ

Ａ
販

売
額

（
年

間
）
>

2
7
1
億

円
（
R

5
）

↓ 3
0
6
億

円
（
R

9
）

※
園

芸
年

度

13



N
o
.

戦
略

目
標

出
発

点
直

近
値

４
年

後
目

標
（
R

9
）

こ
れ

ま
で

の
取

り
組

み
と

成
果

課
題

取
り

組
み

内
容

（
R

6
～

R
9
）

主
な

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

目
標

（
K

P
I）

分
野

農
業

各
産
業
分
野
の
取
り組
み
の
柱

流
通
・販
売
の
支
援
強
化

3
農

畜
産

物
の

輸
出

額
(年

間
)

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

・
 高

知
県

園
芸

品
販

売
拡

大
協

議
会

か
ら

輸
出

拡
大

委
託

業
務

の
輸

出
額

を
定

期
的

報
告

に
よ

り
確

認

・
野

菜
・
花

き
に

つ
い

て
主

要
な

市
場

等
へ

の
聞

き
取

り
に

よ
り

調
査 ・
ユ

ズ
に

つ
い

て
は

高
知

県
貿

易
実

態
調

査
(毎

年
7
月

調
査

、
9
月

中
旬

公
表

）

8
.8

億
円

(R
4
.4

～
R

5
.3

)

1
0
.1

億
円

(R
5
.4

～
R

6
.3

)

1
0
億

円
(R

9
.4

～
R

1
0
.3

)

１
　

品
目

別
輸

出
戦

略
に

基
づ

い
た

需
要

・
販

路
拡

大
①

県
産

農
産

物
の

認
知

度
向

上
及

び
輸

出
拡

大
【
委

託
事

業
を

通
じ

た
取

り
組

み
】

（
ユ

ズ
果

汁
）

・
国

内
商

談
会

(R
6
：
2
者

、
商

談
1
4
件

）
・
シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
で

の
商

談
会

開
催

（
R

5
：
2
者

､商
談

1
2
件

→
R

6
：
2
者

、
商

談
1
0
件

）
(花

き
）

・
米

国
に

強
い

卸
売

市
場

へ
委

託
（
年

間
輸

出
額

、
R

5
：
 3

,4
3
1
万

円
→

R
6
：
3
,8

3
4
万

円
）

(果
実

・
野

菜
）

・
卸

売
市

場
へ

委
託

（
シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
等

現
地

量
販

で
の

県
フ

ェ
ア

開
催

：
R

4
：
3
3
店

→
R

5
：
4
2
店

→
R

6
：
4
3
店

）
・
シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
企

業
へ

の
委

託
に

よ
る

現
地

シ
ェ

フ
､輸

出
業

者
を

本
県

園
芸

産
地

等
に

招
へ

い
、

商
談

(R
6
.9

月
､4

名
）

・
シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
で

県
単

独
商

談
会

開
催

(R
6
:青

果
物

､加
工

品
3
者

出
展

、
商

談
8
件

)
・
シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
以

外
の

国
へ

の
輸

出
可

能
性

委
託

調
査

(タ
イ

、
マ

レ
ー

シ
ア

を
タ

ー
ゲ

ッ
ト

国
に

選
定

）

【
畜

産
物

】
・
食

肉
処

理
施

設
の

タ
イ

輸
出

認
定

の
取

得
（
R

6
) 

・
タ

イ
で

の
土

佐
あ

か
う

し
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

（
R

6
.1

1
月

）

【
チ

ャ
レ

ン
ジ

国
】

・
県

産
水

産
物

賞
味

会
と

の
連

携
（
R

6
イ

ン
ド

2
回

：
茶

、
ユ

ズ
加

工
品

を
紹

介
）

・
日

本
青

果
物

輸
出

促
進

協
議

会
(以

下
、

品
目

団
体

と
い

う
）
の

事
業

活
用

(1
回

、
マ

レ
ー

シ
ア

で
の

試
食

会
、

W
e
b
商

談
：
み

ょ
う

が
、

し
ょ

う
が

、
な

す
）

２
　

輸
出

に
意

欲
的

な
産

地
へ

の
支

援
強

化
  

①
農

林
水

産
物

・
食

品
輸

出
促

進
団

体
へ

の
加

入
に

よ
る

活
動

強
化

・
品

目
団

体
へ

加
入

(R
6
.6

月
)

・
(再

掲
)品

目
団

体
の

事
業

活
用

(1
回

､マ
レ

ー
シ

ア
で

の
試

食
会

､W
e
b
商

談
：
み

ょ
う

が
､し

ょ
う

が
､

な
す

）
②

高
知

県
農

産
物

輸
出

促
進

事
業

費
補

助
金

活
用

に
よ

る
支

援
（
申

請
件

数
R

5
：
5
件

→
R

6
：
4
件

) 
③

生
産

拡
大

に
向

け
た

取
り

組
み

へ
の

支
援

・
農

産
物

輸
出

拡
大

P
T
(J

A
､生

産
者

､県
)で

輸
出

情
報

の
共

有
と

ユ
ズ

等
の

生
産

拡
大

啓
発

（
2

回
）

・
ユ

ズ
の

有
機

的
栽

培
面

積
拡

大
へ

の
支

援
(有

機
質

肥
料

施
用

実
証

ほ
成

績
の

活
用

）
・
果

樹
経

営
支

援
対

策
事

業
を

活
用

し
新

植
を

推
進 （
R

4
：
5
8
,2

2
8
㎡

→
R

5
：
7
7
,4

6
1
㎡

）
　

・
香

南
市

に
お

い
て

露
地

ミ
カ

ン
園

地
整

備
（
R

6
年

測
量

、
9
2
a)

１
　

品
目

別
輸

出
戦

略
に

基
づ

い
た

需
要

・
販

路
拡

大
２

　
輸

出
に

意
欲

的
な

産
地

へ
の

支
援

強
化

【
農

産
物

】
 ・

欧
米

は
安

全
基

準
の

ハ
ー

ド
ル

が
高

い
 ・

ユ
ズ

は
世

界
的

に
需

要
が

高
ま

っ
て

お
り

、
ニ

ー
ズ

に
応

え
切

れ
て

い
な

い
  

・
意

欲
的

に
輸

出
に

取
り

組
も

う
と

す
る

産
地

が
限

ら
れ

て
い

る
 ・

市
場

や
消

費
ニ

ー
ズ

、
成

功
事

例
の

情
報

を
十

分
に

収
集

で
き

て
い

な
い

【
畜

産
物

】
・
輸

出
先

で
の

販
路

開
拓

に
は

有
望

な
現

地
パ

ー
ト

ナ
ー

(食
肉

輸
入

業
者

）
が

必
要

１
　

品
目

別
輸

出
戦

略
に

基
づ

い
た

需
要

・
販

路
拡

大
【
R

6
～

R
9
】

①
県

産
農

産
物

の
認

知
度

向
上

及
び

輸
出

拡
大

【
委

託
事

業
を

通
じ

た
取

り
組

み
】

（
ユ

ズ
果

汁
・
・
・
東

南
ア

ジ
ア

）
 ・

高
知

県
フ

ェ
ア

や
展

示
商

談
会

な
ど

で
加

工
品

の
消

費
P

R
に

よ
る

需
要

喚
起

と
取

引
の

拡
大

（
企

業
へ

の
委

託
）

（
花

き
・
・
・
中

国
、

米
国

中
心

）
 ・

花
き

は
中

国
市

場
に

加
え

て
米

国
等

を
対

象
に

、
グ

ロ
リ

オ
サ

を
主

と
し

て
､そ

の
他

品
目

の
需

要
の

有
無

を
確

認
し

な
が

ら
輸

出
拡

大
（
卸

売
市

場
へ

の
委

託
）

 （
果

実
・
・
・
東

南
ア

ジ
ア

）
 ・

量
販

店
等

の
バ

イ
ヤ

ー
(サ

プ
ラ

イ
ヤ

ー
）
を

産
地

へ
招

へ
い

し
、

産
地

と
の

繋
が

り
を

強
化

す
る

こ
と

で
高

知
県

フ
ェ

ア
な

ど
の

取
り

組
み

を
強

化
（
卸

売
市

場
へ

の
委

託
）

（
野

菜
・
・
・
東

南
ア

ジ
ア

）
・
シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
以

外
の

国
（
R

7
:タ

イ
、

マ
レ

ー
シ

ア
）
で

の
販

路
開

拓
へ

テ
ス

ト
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

、
商

談
会

開
催

な
ど

ア
プ

ロ
ー

チ
を

強
化

(企
業

へ
の

委
託

）
・
シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
に

お
い

て
、

県
産

農
産

物
の

食
べ

方
提

案
等

認
知

度
向

上
に

向
け

た
取

り
組

み
の

推
進

（
企

業
へ

の
委

託
）

 ・
シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
、

香
港

を
中

心
に

東
南

ア
ジ

ア
へ

の
販

路
確

保
・
拡

大
（
卸

売
市

場
へ

の
委

託
）

【
畜

産
物

】
・
土

佐
和

牛
ブ

ラ
ン

ド
推

進
協

議
会

に
よ

る
タ

イ
で

の
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

や
見

本
市

等
へ

の
出

展
支

援
【
R

7
】

・
食

肉
処

理
施

設
の

ベ
ト

ナ
ム

輸
出

認
定

の
取

得

【
チ

ャ
レ

ン
ジ

国
】

・
水

産
物

等
と

連
携

し
た

P
R

に
よ

る
販

路
の

開
拓

・
品

目
団

体
の

事
業

を
積

極
的

に
活

用
す

る
こ

と
で

販
路

の
開

拓

２
　

輸
出

に
意

欲
的

な
産

地
へ

の
支

援
強

化
【
R

6
～

R
9
】

①
農

林
水

産
物

・
食

品
輸

出
促

進
団

体
へ

の
加

入
に

よ
る

活
動

強
化

・
(再

掲
）
品

目
団

体
の

事
業

を
積

極
的

に
活

用
す

る
こ

と
で

販
路

の
開

拓
②

高
知

県
農

産
物

輸
出

促
進

事
業

費
補

助
金

活
用

に
よ

り
支

援
・
海

外
に

お
け

る
認

知
度

向
上

や
展

示
商

談
会

出
展

に
よ

る
需

要
拡

大
へ

の
支

援
、

ま
た

輸
出

相
手

国
の

農
薬

残
留

基
準

や
植

物
検

疫
、

衛
生

基
準

に
対

応
し

た
生

産
へ

の
支

援
③

生
産

拡
大

に
向

け
た

取
り

組
み

へ
の

支
援

 ・
ユ

ズ
の

有
機

的
栽

培
面

積
拡

大
に

向
け

た
支

援
(有

機
質

肥
料

施
肥

技
術

及
び

省
力

的
な

除
草

技
術

等
の

実
証

結
果

を
生

か
し

た
有

機
的

栽
培

へ
の

移
行

支
援

）
・
輸

出
へ

の
意

識
高

揚
に

向
け

た
取

り
組

み
の

強
化

(セ
ミ

ナ
ー

開
催

等
）

⇒
　

別
図

＜
農

0
4
＞

参
照

（
P

2
4
）

＜
ユ

ズ
（
果

汁
・
青

果
・
皮

の
輸

出
額

（
年

間
）
＞

8
.1

億
円

（
R

5
)

↓ 7
.2

億
円

（
R

9
)

(参
考

）
ユ

ズ
輸

出
額

R
3
：
4
.3

億
円

R
4
:：

7
.5

億
円 注

)R
4
年

は
前

年
在

庫
分

の
販

売
額

3
億

円
が

含
ま

れ
る

特
殊

年

注
)R

5
年

の
ユ

ズ
は

豊
作

年
で

前
年

の
約

1
.6

倍
の

生
産

量
と

な
り

輸
出

額
が

大
き

く
伸

び
た

特
殊

年

14



N
o
.

戦
略

目
標

出
発

点
直

近
値

４
年

後
目

標
（
R

9
）

こ
れ

ま
で

の
取

り
組

み
と

成
果

課
題

取
り

組
み

内
容

（
R

6
～

R
9
）

主
な

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

目
標

（
K

P
I）

1
新

規
就

農
者

数
（
年

間
）

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

・
各

農
業

振
興

セ
ン

タ
ー

単
位

で
新

規
就

農
者

調
査

（
期

間
4
月

～
5
月

、
集

計
6
月

～
7
月

）
を

実
施

し
、

7
月

末
を

目
処

に
前

年
度

に
お

け
る

新
規

就
農

者
数

を
確

認

2
1
4
人

（
R

4
）

2
1
5
人

（
R

5
）

3
2
0
人

(R
9
)

１
 産

地
提

案
型

に
よ

る
自

営
就

農
者

へ
の

就
農

支
援

の
強

化
①

親
元

就
農

者
へ

の
就

農
支

援
の

強
化

 ・
新

た
な

支
援

策
に

つ
い

て
、

様
々

な
広

報
媒

体
に

よ
る

相
談

窓
口

の
P

R
や

親
元

就
農

支
援

策
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
の

配
布

で
周

知
を

図
っ

て
い

る
が

、
親

元
就

農
者

の
増

加
に

は
更

な
る

周
知

の
強

化
が

必
要

②
新

規
参

入
者

へ
の

就
農

支
援

の
強

化
 ・

若
者

が
農

業
を

職
業

と
し

て
の

認
識

し
魅

力
が

感
じ

ら
れ

る
よ

う
、

潜
在

層
に

向
け

た
P

R
強

化
が

必
要

 ・
農

業
経

営
・
就

農
支

援
セ

ン
タ

ー
の

相
談

活
動

を
検

証
し

、
よ

り
効

果
的

な
相

談
会

の
開

催
等

に
よ

り
就

農
相

談
者

を
増

や
し

て
い

く
こ

と
が

必
要

１
 産

地
提

案
型

に
よ

る
自

営
就

農
者

へ
の

就
農

支
援

の
強

化
①

親
元

就
農

者
へ

の
就

農
支

援
の

強
化

【
R

6
～

R
9
】

 ・
後

継
者

候
補

及
び

親
世

代
へ

の
就

農
支

援
の

強
化

 ・
就

農
研

修
か

ら
就

農
直

後
の

経
営

確
立

ま
で

の
就

農
支

援
の

強
化

 ・
親

世
代

及
び

後
継

者
に

支
援

策
の

周
知

を
図

り
、

就
農

へ
の

話
し

合
い

を
促

進
　

　
　

　

②
新

規
参

入
者

へ
の

就
農

支
援

の
強

化
【
R

6
～

R
9
】
　

 ・
若

者
・
女

性
等

の
ロ

ー
ル

モ
デ

ル
事

例
（
自

営
）
の

収
集

と
情

報
発

信
（
H

P
、

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

作
成

等
）

 ・
S
N

S
（
In

st
ag

ra
m

）
に

よ
る

本
県

農
業

の
魅

力
の

発
信

と
、

統
一

ハ
ッ

シ
ュ

タ
グ

（
"
#
"
）
に

よ
る

情
報

の
拡

散
 ・

本
県

農
業

の
魅

力
を

伝
え

、
農

業
を

職
業

と
し

て
イ

メ
ー

ジ
ア

ッ
プ

さ
せ

る
体

験
や

セ
ミ

ナ
ー

の
実

施
 ・

潜
在

層
に

向
け

た
高

知
県

農
業

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
動

画
の

配
信

【
R

7
】

 ・
デ

ジ
タ

ル
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

を
活

用
し

、
就

農
相

談
会

等
へ

の
誘

客
【
R

7
】

 ・
オ

ン
ラ

イ
ン

就
農

セ
ミ

ナ
ー

の
開

催
【
R

7
】
 

 ・
農

業
経

営
・
就

農
支

援
セ

ン
タ

ー
に

よ
る

相
談

活
動

の
強

化
（
社

会
人

の
ラ

イ
フ

ス
タ

イ
ル

に
合

わ
せ

た
出

張
相

談
の

実
施

）
 ・

就
農

コ
ン

シ
ェ

ル
ジ

ュ
に

よ
る

就
農

相
談

者
や

イ
ベ

ン
ト

参
加

者
へ

の
き

め
細

や
か

な
フ

ォ
ロ

ー
の

継
続

的
な

実
施

 ・
産

地
提

案
書

の
情

報
更

新
と

有
効

活
用

に
よ

る
受

入
体

制
の

強
化

 ・
若

年
層

（
3
4
歳

以
下

）
の

就
農

前
研

修
中

の
費

用
負

担
を

軽
減

す
る

支
援

の
強

化
 ・

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

ハ
ウ

ス
で

の
模

擬
経

営
に

よ
る

就
農

研
修

の
強

化
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
 ・

市
町

村
で

新
規

就
農

者
向

け
中

古
ハ

ウ
ス

を
確

保
す

る
取

り
組

み
支

援

⇒
　

別
図

＜
農

0
2
＞

参
照

（
P

2
2
）

<
就

農
相

談
者

数
（
年

間
）

> 2
3
0
人

（
R

5
）

↓ 3
0
0
人

（
R

9
）

分
野

農
業

各
産
業
分
野
の
取
り組
み
の
柱

多
様
な
担
い
手
の
確
保
・育
成

１
 産

地
提

案
型

に
よ

る
自

営
就

農
者

へ
の

就
農

支
援

の
強

化
①

親
元

就
農

　
・
国

の
支

援
策

の
対

象
と

な
ら

な
い

親
元

就
農

者
へ

の
資

金
助

成
制

度
の

創
設

 ・
親

元
就

農
支

援
策

の
P

R
 ・

主
要

品
目

の
後

継
者

候
補

が
い

る
農

家
及

び
後

継
者

候
補

へ
の

p
u
sh

型
ア

プ
ロ

ー
チ

　
対

象
：
9
品

目
3
0
5
人

リ
ス

ト
ア

ッ
プ

（
R

5
）

②
新

規
参

入
 ・

若
者

・
女

性
就

農
者

等
の

ロ
ー

ル
モ

デ
ル

事
例

の
収

集
と

発
信

・
農

業
者

自
ら

が
農

業
の

魅
力

を
発

信
・
拡

散
す

る
S
N

S
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
（
＃

こ
う

ち
農

c
o
m

e
 o

n
!!プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
）
の

実
施

・
い

き
い

き
と

活
躍

す
る

農
業

者
と

交
流

す
る

農
業

体
験

ツ
ア

ー
(R

6
)

  
  

  
 プ

レ
イ

ベ
ン

ト
：
2
9
人

　
  

  
体

験
ツ

ア
ー

 ：
1
4
人

 ・
就

農
イ

ベ
ン

ト
開

催
等

に
よ

る
新

た
な

層
へ

の
ア

プ
ロ

ー
チ

及
び

参
加

者
の

継
続

し
た

つ
な

ぎ
と

め ・
移

住
・
漁

業
・
林

業
と

連
携

し
た

一
次

産
業

フ
ェ

ア
の

開
催

（
大

阪
）

 ・
農

業
経

営
・
就

農
支

援
セ

ン
タ

ー
に

よ
る

相
談

活
動

（
社

会
人

の
ラ

イ
フ

ス
タ

イ
ル

に
合

わ
せ

た
出

張
相

談
の

開
催

等
）

 ・
就

農
コ

ン
シ

ェ
ル

ジ
ュ

に
よ

る
就

農
相

談
者

等
へ

の
き

め
細

や
か

な
フ

ォ
ロ

ー
の

実
施

　
関

係
機

関
（
U

Iタ
ー

ン
コ

ン
シ

ェ
ル

ジ
ュ

・
市

町
村

等
）
と

の
連

携
強

化
 ・

産
地

提
案

書
の

情
報

更
新

と
有

効
活

用
に

よ
る

受
入

体
制

の
強

化
 ・

農
業

体
験

（
ア

グ
リ

体
験

合
宿

・
オ

ー
ダ

ー
メ

イ
ド

型
農

業
体

験
）
の

実
施

新
規

就
農

者
数

　
 R

元
：
2
6
1
人

→
R

2
：
2
1
7
人

→
R

5
：
2
1
5
人

相
談

者
数

（
農

業
経

営
・
就

農
支

援
セ

ン
タ

ー
）

　
 R

元
：
2
0
0
人

→
R

2
：
1
8
6
人

　
　

  
→

R
5
：
2
3
0
人

→
R

6
：
2
8
9
人
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N
o
.

戦
略

目
標

出
発

点
直

近
値

４
年

後
目

標
（
R

9
）

こ
れ

ま
で

の
取

り
組

み
と

成
果

課
題

取
り

組
み

内
容

（
R

6
～

R
9
）

主
な

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

目
標

（
K

P
I）

分
野

農
業

各
産
業
分
野
の
取
り組
み
の
柱

多
様
な
担
い
手
の
確
保
・育
成

2
　

　
う

ち
女

性
新

規
就

農
者

数
（
年

間
）

5
2
人

（
R

4
）

4
7
人

（
R

5
）

1
0
0
人

(R
9
)

3
　

う
ち

若
年

（
1
5
～

3
4
歳

）
女

性
新

規
就

農
者

数
（
年

間
）

1
6
人

（
R

4
）

2
4
人

（
R

5
)

5
0
人

（
R

9
)

4
　

　
う

ち
雇

用
就

農
者

数
（
年

間
）

8
2
人

（
R

4
)

6
3
人

（
R

5
)

1
2
0
人

(R
9
)

1
 雇

用
就

農
者

の
確

保
に

向
け

た
支

援
の

強
化

　
 ・

農
業

経
営

・
就

農
支

援
セ

ン
タ

ー
に

よ
る

求
人

求
職

者
情

報
の

紹
介

 ・
雇

用
就

農
支

援
策

（
国

）
の

推
進

 ・
雇

用
就

農
相

談
会

の
開

催
 ・

ポ
ー

タ
ル

サ
イ

ト
求

人
ペ

ー
ジ

の
開

設

雇
用

就
農

者
数

  
  

R
元

：
 8

7
人

→
R

2
：
8
4
人

 →
R

5
：
 6

3
人

1
 雇

用
就

農
者

の
確

保
に

向
け

た
支

援
の

強
化

 ・
農

業
は

県
内

の
若

者
や

女
性

に
就

職
先

と
し

て
選

ば
れ

て
い

な
い

 ・
農

業
や

農
業

法
人

の
魅

力
を

知
ら

せ
る

機
会

が
少

な
い

 ・
雇

用
就

農
後

の
キ

ャ
リ

ア
ア

ッ
プ

(雇
用

者
→

経
営

者
）
が

イ
メ

ー
ジ

し
づ

ら
い

１
 雇

用
就

農
者

の
確

保
に

向
け

た
支

援
の

強
化

①
求

人
情

報
の

収
集

と
提

供
の

強
化

【
R

6
～

R
9
】

②
農

業
職

場
を

知
っ

て
も

ら
う

取
り

組
み

の
推

進
（
再

掲
）
・
潜

在
層

に
向

け
た

高
知

県
農

業
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

動
画

の
配

信
【
R

7
～

R
9
】

（
再

掲
）
・
進

路
指

導
教

員
等

を
対

象
と

し
た

農
業

職
場

の
見

学
会

の
実

施
【
R

7
～

R
9
】

（
再

掲
）
・
若

者
・
女

性
等

の
ロ

ー
ル

モ
デ

ル
事

例
（
雇

用
）
の

収
集

と
情

報
発

信
（
H

P
、

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

作
成

等
）
【
R

6
～

R
9
】

③
企

業
の

魅
力

を
知

っ
て

も
ら

う
機

会
の

創
出

【
R

7
～

R
9
】

（
再

掲
）
・
一

次
産

業
等

の
合

同
企

業
説

明
会

の
開

催
 ・

法
人

を
対

象
と

し
た

自
社

の
魅

力
の

ア
ピ

ー
ル

力
を

向
上

さ
せ

る
た

め
の

研
修

会
の

開
催

（
再

掲
）
 ・

未
経

験
者

で
も

農
業

に
チ

ャ
レ

ン
ジ

で
き

る
よ

う
お

試
し

期
間

を
設

け
就

農
へ

の
ハ

ー
ド

ル
を

下
げ

る
ト

ラ
イ

ア
ル

就
農

制
度

の
導

入
④

農
業

分
野

に
お

け
る

キ
ャ

リ
ア

ア
ッ

プ
を

支
援

【
R

6
～

R
9
】

 ・
雇

用
就

農
か

ら
独

立
自

営
就

農
（
キ

ャ
リ

ア
ア

ッ
プ

）
し

、
農

業
経

営
者

を
め

ざ
す

者
の

確
保

と
育

成
 (

県
版

地
域

お
こ

し
協

力
隊

募
集

の
拡

大
)

⇒
　

別
図

＜
農

0
2
＞

参
照

（
P

2
2
）

<
ト

ラ
イ

ア
ル

就
農

制
度

活
用

に
よ

る
雇

用
就

農
者

数
（
年

間
）
>

-
（
R

5
）

↓ 2
0
人

（
R

9
）

１
農

業
の

職
業

と
し

て
の

認
知

度
や

魅
力

度
の

向
上  （

再
掲

）
 ・

若
者

・
女

性
就

農
者

等
の

ロ
ー

ル
モ

デ
ル

事
例

の
収

集
と

発
信

 （
再

掲
）
 ・

農
業

者
自

ら
が

農
業

の
魅

力
を

発
信

・
拡

散
す

る
S
N

S
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
（
＃

こ
う

ち
農

c
o
m

e
 o

n
!!プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
）
の

実
施

 （
再

掲
）
・
い

き
い

き
と

活
躍

す
る

農
業

者
と

交
流

す
る

農
業

体
験

ツ
ア

ー
（
R

6
）

  
 プ

レ
イ

ベ
ン

ト
：
女

性
1
2
人

/
2
9
人

　
体

験
ツ

ア
ー

 ：
女

性
8
人

/
1
4
人

２
 若

者
・
女

性
向

け
農

業
体

験
・
研

修
の

強
化

（
再

掲
）
  

・
い

き
い

き
と

活
躍

す
る

農
業

者
と

交
流

す
る

農
業

体
験

ツ
ア

ー
や

産
地

訪
問

の
開

催
・
女

性
向

け
農

業
体

験
（
ア

グ
リ

体
験

合
宿

）
及

び
農

業
機

械
研

修
の

実
施

　
　

　
ア

グ
リ

体
験

合
宿

：
2
人

（
R

6
）

　
　

　
農

業
機

械
研

修
：
2
人

（
R

6
）

・
中

高
生

へ
の

出
前

授
業

や
職

業
体

験
の

メ
ニ

ュ
ー

一
覧

を
教

育
委

員
会

、
学

校
へ

配
布

し
実

施
を

呼
び

か
け

・
大

学
生

の
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
受

入
　

　
　

農
業

担
い

手
育

成
セ

ン
タ

ー
：
2
人

（
R

6
）

女
性

の
新

規
就

農
者

数
  

 R
元

：
5
2
人

（
2
0
％

）
→

R
2
：
5
1
人

（
2
4
％

）
 

  
  

  
 →

R
5
：
4
7
人

（
2
2
％

）
う

ち
若

年
者

数
（
3
4
歳

以
下

）
  

 R
元

：
2
6
人

（
1
0
％

）
→

R
2
：
2
1
人

（
1
0
％

）
 

  
  

  
 →

R
5
：
2
4
人

（
1
1
％

）
  

※
（
）
は

新
規

就
農

者
に

お
け

る
割

合
女

性
の

相
談

者
数

（
農

業
経

営
・
就

農
支

援
セ

ン
タ

ー
）

  
 R

元
：
4
7
人

（
2
4
％

）
→

R
2
：
3
9
人

（
2
2
％

）
  

  
  

 →
R

5
：
7
5
人

（
3
3
％

）
  

※
( 

)は
相

談
者

数
に

お
け

る
割

合

1
 農

業
の

職
業

と
し

て
の

認
知

度
や

魅
力

度
の

向
上

 ・
女

性
の

就
農

相
談

者
数

は
前

年
並

み
（
1
月

末
時

点
）
で

あ
り

、
よ

り
効

果
的

な
対

策
が

必
要

。
 ・

若
者

・
女

性
に

本
県

農
業

の
魅

力
を

届
け

、
職

業
の

選
択

肢
と

し
て

意
識

さ
れ

る
よ

う
に

す
る

に
は

取
り

組
み

の
更

な
る

強
化

と
継

続
が

必
要

２
 若

者
・
女

性
向

け
農

業
体

験
・
研

修
の

強
化

・
女

性
向

け
研

修
会

等
は

、
募

集
・
開

催
方

法
等

を
工

夫
す

る
こ

と
や

、
P

R
の

強
化

が
必

要

1
 農

業
の

職
業

と
し

て
の

認
知

度
や

魅
力

度
の

向
上

【
R

6
～

R
7
】

（
再

掲
）
 ・

若
者

・
女

性
等

の
ロ

ー
ル

モ
デ

ル
事

例
（
自

営
・
雇

用
）
の

収
集

と
情

報
発

信
（
H

P
、

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

作
成

等
）

（
再

掲
）
 ・

S
N

S
（
In

st
ag

ra
m

）
に

よ
る

本
県

農
業

の
魅

力
の

発
信

と
、

統
一

ハ
ッ

シ
ュ

タ
グ

（
"
#
"
）
に

よ
る

情
報

の
拡

散
（
再

掲
）
 ・

本
県

農
業

の
魅

力
を

伝
え

、
農

業
を

職
業

と
し

て
イ

メ
ー

ジ
ア

ッ
プ

さ
せ

る
体

験
や

セ
ミ

ナ
ー

の
実

施
（
再

掲
）
 ・

潜
在

層
に

向
け

た
高

知
県

農
業

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
動

画
の

配
信

【
R

7
】

２
 若

者
・
女

性
向

け
農

業
体

験
・
研

修
の

強
化

【
R

6
～

R
9
】

 ・
就

農
に

向
け

た
女

性
向

け
農

業
体

験
や

研
修

会
の

実
施

 ・
中

高
生

へ
の

出
前

授
業

や
職

業
体

験
の

実
施

 ・
大

学
生

の
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
受

入
の

拡
大

３
 雇

用
就

農
者

の
確

保
に

向
け

た
支

援
の

強
化

【
R

7
～

R
9
】

  
・
未

経
験

者
で

も
農

業
に

チ
ャ

レ
ン

ジ
で

き
る

よ
う

お
試

し
期

間
を

設
け

就
農

へ
の

ハ
ー

ド
ル

を
下

げ
る

ト
ラ

イ
ア

ル
就

農
制

度
の

導
入

  
・
進

路
指

導
教

員
等

を
対

象
と

し
た

農
業

職
場

の
見

学
会

の
実

施
  

・
一

次
産

業
等

の
合

同
企

業
説

明
会

の
開

催

⇒
　

別
図

＜
農

0
2
＞

参
照

（
P

2
2
）

<
女

性
就

農
相

談
者

数
（
年

間
）
>

7
5
人

（
R

5
）

↓ 1
0
0
人

（
R

9
）
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N
o
.

戦
略

目
標

出
発

点
直

近
値

４
年

後
目

標
（
R

9
）

こ
れ

ま
で

の
取

り
組

み
と

成
果

課
題

取
り

組
み

内
容

（
R

6
～

R
9
）

主
な

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

目
標

（
K

P
I）

分
野

農
業

各
産
業
分
野
の
取
り組
み
の
柱

多
様
な
担
い
手
の
確
保
・育
成

5
認

定
農

業
者

（
新

規
認

定
者

数
）

（
年

間
）

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

各
市

町
村

へ
3
月

末
時

点
の

認
定

状
況

を
調

査
（
4
月

）
し

把
握

す
る

1
2
1
経

営
体

（
R

4
）

1
6
7
経

営
体

（
R

5
）

1
5
0
経

営
体 (R
9
)

１
 認

定
農

業
者

の
育

成
支

援
①

対
象

者
の

掘
り

起
こ

し
 ・

経
営

改
善

志
向

農
家

へ
の

制
度

の
周

知
等

に
よ

り
認

定
農

業
者

に
誘

導
 ・

地
域

計
画

に
位

置
付

く
者

の
う

ち
基

本
構

想
水

準
到

達
者

や
規

模
拡

大
予

定
の

者
を

リ
ス

ト
化

し
、

さ
ら

に
認

定
農

業
者

に
誘

導
し

て
い

く
経

営
体

を
ピ

ッ
ク

ア
ッ

プ
 ・

農
業

経
営

力
向

上
セ

ミ
ナ

ー
の

開
催

  
R

6
：
3
3
人

（
6
回

）

②
経

営
改

善
計

画
の

作
成

支
援

及
び

実
現

へ
の

支
援

 ・
制

度
資

金
や

補
助

事
業

の
活

用
と

併
せ

た
関

係
機

関
に

よ
る

経
営

改
善

計
画

の
作

成
支

援
 ・

重
点

支
援

対
象

者
：
3
1
経

営
体

（
R

6
）

１
 認

定
農

業
者

の
育

成
支

援
①

対
象

者
の

掘
り

起
こ

し
 ・

誘
導

し
て

い
く
経

営
体

の
ピ

ッ
ク

ア
ッ

プ
ま

で
に

留
ま

っ
て

い
る

 ・
経

営
体

の
中

に
は

経
営

改
善

に
対

す
る

意
識

が
薄

い
者

も
多

い

②
経

営
改

善
計

画
の

作
成

支
援

及
び

実
現

へ
の

支
援

 ・
認

定
新

規
就

農
者

の
中

に
は

、
栽

培
技

術
に

意
識

が
向

い
て

コ
ス

ト
管

理
が

お
ろ

そ
か

に
な

る
傾

向
が

あ
る  ・

新
規

就
農

者
か

ら
認

定
農

業
者

へ
の

経
営

発
展

に
向

け
た

切
れ

目
の

な
い

支
援

強
化

が
必

要
 ・

生
産

コ
ス

ト
が

増
加

し
収

益
性

が
上

が
ら

な
い

経
営

体
が

多
い

な
か

、
経

営
改

善
の

必
要

性
を

認
識

さ
せ

、
改

善
の

取
り

組
み

へ
と

誘
導

す
る

こ
と

が
必

要

１
 認

定
農

業
者

の
育

成
支

援
①

認
定

農
業

者
候

補
の

掘
り

起
こ

し
【
R

6
～

R
9
】

  
・
地

域
計

画
の

策
定

を
通

じ
た

候
補

者
の

明
確

化
【
R

6
】

  
・
経

営
規

模
の

拡
大

を
志

向
す

る
新

規
就

農
者

や
法

人
化

を
志

向
す

る
経

営
体

な
ど

、
経

営
発

展
を

目
指

す
候

補
者

の
リ

ス
ト

化
【
R

6
】

　
・
ピ

ッ
ク

ア
ッ

プ
し

た
認

定
農

業
者

候
補

者
に

対
し

て
、

経
営

改
善

に
取

り
組

む
意

義
や

メ
リ

ッ
ト

等
を

説
明

し
誘

導
【
R

7
～

R
9
】

　
・
認

定
農

業
者

候
補

者
リ

ス
ト

の
毎

年
度

更
新

【
R

7
～

R
9
】

②
経

営
改

善
計

画
の

作
成

及
び

実
践

支
援

【
R

6
～

R
9
】

  
・
認

定
農

業
者

候
補

（
認

定
新

規
就

農
者

等
）
を

対
象

と
し

た
経

営
診

断
の

実
施

と
経

営
改

善
計

画
の

作
成

支
援

【
R

6
～

R
9
】

  
・
認

定
農

業
者

組
織

に
よ

る
経

営
改

善
等

に
向

け
た

研
修

会
の

実
施

【
R

6
～

R
9
】

  
・
経

営
改

善
の

実
践

に
向

け
た

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
【
R

6
～

R
9
】

<
認

定
農

業
者

を
志

向
す

る
経

営
体

の
経

営
診

断
数

（
年

間
）
>

1
0
経

営
体

（
R

6
）

↓ 2
0
経

営
体

（
R

9
）

6
新

規
農

業
法

人
数

（
年

間
）

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

各
市

町
村

へ
1
2
月

末
、

3
月

末
時

点
の

農
業

法
人

数
を

調
査

し
把

握
す

る

7
法

人
（
R

4
）

1
0
法

人
（
R

5
）

1
6
法

人
(R

9
)

（
再

掲
）
１

 法
人

経
営

体
へ

の
誘

導
と

経
営

発
展

へ
の

支
援

①
法

人
経

営
体

へ
の

誘
導

 ・
農

業
経

営
力

向
上

セ
ミ

ナ
ー

の
開

催
  

 R
6
：
3
3
人

（
6
回

）
 ・

法
人

化
候

補
者

の
リ

ス
ト

化

②
経

営
発

展
へ

の
支

援
 ・

農
業

経
営

・
就

農
支

援
セ

ン
タ

ー
に

よ
る

重
点

支
援

対
象

者
へ

の
支

援
重

点
支

援
対

象
者

の
う

ち
法

人
化

志
向

：
7
経

営
体

/
3
1
経

営
体

（
R

6
）

（
再

掲
）
1
 法

人
経

営
体

へ
の

誘
導

と
経

営
発

展
へ

の
支

援
①

法
人

経
営

体
へ

の
誘

導
 ・

経
営

課
題

が
漠

然
と

し
た

経
営

相
談

者
が

多
く
、

自
ら

経
営

の
状

況
を

把
握

す
る

こ
と

が
必

要
 ・

雇
用

の
形

態
は

非
正

規
が

多
く
、

法
人

化
を

志
向

す
る

経
営

体
が

少
な

い

②
経

営
発

展
へ

の
支

援
 ・

燃
油

・
生

産
資

材
の

高
騰

な
ど

厳
し

い
経

営
環

境
が

続
く
中

、
自

ら
農

業
経

営
の

改
善

に
向

け
て

計
画

的
に

取
り

組
む

農
業

者
の

育
成

が
必

要

（
再

掲
）
1
 法

人
経

営
体

へ
の

誘
導

と
経

営
発

展
へ

の
支

援
①

法
人

経
営

体
へ

の
誘

導
【
R

6
～

R
9
】

 ・
法

人
化

に
取

り
組

む
農

業
者

の
掘

り
起

こ
し

【
R

6
～

R
9
】

 ・
資

金
繰

り
表

の
作

成
を

通
じ

て
、

経
営

改
善

へ
の

意
識

付
け

や
規

模
拡

大
等

に
向

け
た

検
討

を
支

援
【
R

6
～

R
9
】

 ・
法

人
化

候
補

者
に

対
し

て
、

法
人

化
を

検
討

す
る

た
め

の
重

点
支

援
対

象
者

へ
の

誘
導

【
R

7
～

R
9
】

 ・
法

人
化

候
補

者
リ

ス
ト

の
毎

年
度

更
新

【
R

7
～

R
9
】

②
経

営
発

展
へ

の
支

援
【
R

6
～

R
9
】

 ・
農

業
経

営
・
就

農
支

援
セ

ン
タ

ー
の

支
援

内
容

の
周

知
と

重
点

支
援

対
象

者
の

掘
り

起
こ

し
の

強
化

 ・
重

点
支

援
対

象
者

へ
の

専
門

家
派

遣
等

に
よ

る
経

営
改

善
支

援

<
法

人
化

を
志

向
す

る
重

点
支

援
対

象
者

数
（
年

間
）

> 7
経

営
体

（
R

5
）

↓ 1
6
経

営
体

（
R

9
）
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N
o
.

戦
略

目
標

出
発

点
直

近
値

４
年

後
目

標
（
R

9
）

こ
れ

ま
で

の
取

り
組

み
と

成
果

課
題

取
り

組
み

内
容

（
R

6
～

R
9
）

主
な

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

目
標

（
K

P
I）

分
野

農
業

各
産
業
分
野
の
取
り組
み
の
柱

多
様
な
担
い
手
の
確
保
・育
成

1
 労

働
力

の
確

保
①

地
域

内
外

の
労

働
力

の
掘

り
起

こ
し

と
J
A

無
料

職
業

紹
介

所
に

よ
る

マ
ッ

チ
ン

グ
促

進
【
R

6
～

R
9
】

　
・
生

産
者

：
求

人
情

報
の

登
録

　
・
農

業
団

体
：
J
A

無
料

職
業

紹
介

所
の

体
制

強
化

に
よ

る
労

働
力

確
保

の
仕

組
み

づ
く
り

と
異

業
種

ま
で

含
め

た
マ

ッ
チ

ン
グ

促
進

、
長

期
就

労
が

　
　

可
能

と
な

る
作

業
リ

レ
ー

シ
ス

テ
ム

の
構

築
、

労
働

力
の

広
域

循
環

の
仕

組
み

づ
く
り

、
多

様
な

媒
体

を
活

用
し

た
県

内
外

か
ら

の
援

農
者

の
　

　
確

保
と

受
け

入
れ

体
制

の
整

備
、

農
作

業
ヘ

ル
パ

ー
制

度
の

実
証

等
　

・
県

環
境

農
業

推
進

課
、

県
農

業
振

興
セ

ン
タ

ー
：
労

働
力

確
保

の
仕

組
み

づ
く
り

と
マ

ッ
チ

ン
グ

促
進

へ
の

支
援

、
農

作
業

ヘ
ル

パ
ー

制
度

の
　

　
実

証
へ

の
支

援
等

②
農

福
連

携
の

推
進

○
農

福
連

携
に

対
す

る
理

解
の

促
進

と
就

業
後

の
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

に
よ

る
就

労
定

着
【
R

6
～

R
9
】

　
・
生

産
者

：
障

害
者

等
の

受
け

入
れ

　
・
市

町
村

、
地

域
社

会
福

祉
協

議
会

、
障

害
者

就
労

支
援

機
関

、
県

農
業

改
良

普
及

所
、

J
A

等
：
地

域
農

福
連

携
支

援
会

議
の

設
置

、
　

　
就

労
・
定

着
支

援
　

・
県

福
祉

事
務

所
、

県
社

会
福

祉
協

議
会

、
県

環
境

農
業

推
進

課
、

（
一

社
）
県

農
業

会
議

等
：
農

福
連

携
支

援
調

整
会

議
の

設
置

、
地

域
の

　
　

取
り

組
み

支
援

、
研

修
会

や
農

作
業

体
験

会
の

開
催

、
マ

ッ
チ

ン
グ

、
お

試
し

就
労

へ
の

移
行

促
進

③
外

国
人

材
の

受
入

れ
支

援
○

外
国

人
材

の
受

け
入

れ
促

進
【
R

6
～

R
9
】

　
・
生

産
者

：
外

国
人

材
の

受
け

入
れ

　
・
農

業
団

体
：
生

産
者

の
受

入
れ

ニ
ー

ズ
の

把
握

、
J
A

集
出

荷
場

に
お

け
る

受
入

れ
推

進
　

・
高

知
県

中
小

企
業

団
体

中
央

会
：
監

理
団

体
・
登

録
支

援
機

関
等

受
入

れ
体

制
の

整
備

と
指

導
、

生
産

者
の

ニ
ー

ズ
に

対
す

る
ス

ム
ー

ズ
な

　
　

受
け

入
れ

支
援

、
送

出
し

国
と

の
連

携
強

化
　

・
県

環
境

農
業

推
進

課
、

農
業

振
興

セ
ン

タ
ー

：
外

国
人

技
能

実
習

制
度

や
特

定
技

能
外

国
人

に
関

す
る

情
報

収
集

と
生

産
者

、
農

業
団

体
へ

　
　

の
周

知
、

農
業

団
体

等
の

取
り

組
み

支
援

、
受

入
れ

可
能

な
経

営
体

の
育

成
、

送
出

し
国

と
の

連
携

強
化

7

－
－

－
－

1
 労

働
力

の
確

保
○

J
A

無
料

職
業

紹
介

所
の

体
制

強
化

に
よ

る
労

働
力

の
掘

り
起

こ
し

と
マ

ッ
チ

ン
グ

の
促

進
 ・

職
業

紹
介

事
業

専
任

者
の

配
置

：
1
名

（
R

2
～

）
 ・

地
域

無
料

職
業

紹
介

所
の

設
置

促
進

（
R

2
～

）
　

1
2
ヵ

所
（
R

2
）
 →

 1
3
ヵ

所
（
R

5
）

 ・
地

域
間

の
労

働
力

循
環

の
仕

組
み

づ
く
り

（
R

2
～

）
　

春
野

出
荷

場
⇔

種
苗

セ
ン

タ
ー

、
シ

ョ
ウ

ガ
収

穫
　

芸
西

出
荷

場
⇔

山
田

、
香

我
美

出
荷

場
　

安
芸

出
荷

場
⇔

香
我

美
出

荷
場

　
1
8
名

（
R

2
）
 →

 1
8
名

（
R

3
）
→

 
  

1
8
名

（
R

4
）
→

 1
8
名

（
R

5
）
→

 2
7
名

（
R

6
）

 ・
S
N

S
で

の
募

集
等

に
よ

る
援

農
者

の
確

保
（
R

2
～

）
　

サ
イ

ト
「
あ

ぐ
り

マ
ッ

チ
こ

う
ち

」
開

設
（
R

2
）

　
四

万
十

町
シ

ョ
ウ

ガ
：
8
1
名

（
R

2
～

R
6
）

 ・
コ

ロ
ナ

禍
に

お
け

る
異

業
種

・
大

学
生

と
の

連
携

（
R

4
）

　
旅

行
業

：
ユ

ズ
・
ポ

ン
カ

ン
の

収
穫

：
4
6
名

　
大

学
生

：
ユ

ズ
の

収
穫

：
2
0
名

○
求

人
登

録
数

と
マ

ッ
チ

ン
グ

数
　

(第
3
四

半
期

末
の

数
値

）
　

求
人

登
録

：
2
7
5
件

（
R

元
）
 →

 2
9
2
件

（
R

2
）
 

  
→

 2
3
6
件

（
R

3
）
→

 2
4
7
件

（
R

4
）
→

 2
2
4
件

（
R

5
）
→

 2
1
5
件

（
R

6
）

　
マ

ッ
チ

ン
グ

：
2
6
5
件

（
R

元
）
 →

 2
8
4
件

（
R

2
）

  
→

 3
3
7
件

（
R

3
）
→

 3
1
3
件

（
R

4
）
→

 3
1
3
件

（
R

5
）
→

 3
4
7
件

（
R

6
）

○
農

福
連

携
の

推
進

 ・
地

域
協

議
会

の
設

立
：
1
2
組

織
（
R

5
累

計
）

 ・
県

域
協

議
会

の
設

立
（
R

3
）

 ・
農

家
等

に
対

す
る

研
修

会
の

開
催

　
1
6
回

（
R

2
～

5
）

 ・
障

害
者

等
に

対
す

る
農

作
業

体
験

会
の

開
催

　
5
9
回

：
延

べ
4
9
8
名

（
R

2
～

R
6
）

 ・
就

労
定

着
サ

ポ
ー

タ
ー

に
よ

る
定

着
支

援
（
R

3
～

）
　

R
3
：
7
戸

・
2
2
回

、
R

4
：
5
戸

・
2
5
回

、
  

R
5
：
1
2
戸

・
3
0
回

、
 R

6
：
1
4
戸

・
2
7
回

○
農

家
・
J
A

出
荷

場
で

就
労

す
る

障
害

者
等

　
農

家
：
1
9
1
名

/
5
0
戸

（
H

3
0
）

  
→

3
1
6
名

/
7
4
戸

（
R

元
）
→

4
0
0
名

/
8
2
戸

（
R

2
）

  
→

4
7
7
名

/
5
2
戸

（
R

3
→

4
5
8
名

/
8
9
戸

（
R

4
）

  
→

4
4
9
名

/
8
1
戸

（
R

5
）

　
集

出
荷

場
：
7
2
名

/
1
5
場

（
H

3
0
）

  
→

8
4
人

/
1
7
場

（
R

元
）
→

1
0
2
名

/
2
1
場

（
R

2
）

  
→

1
1
1
名

/
1
4
場

（
R

3
)→

9
6
名

/
2
0
場

（
R

4
）

  
→

1
3
7
名

/
2
0
場

（
R

5
）

○
外

国
人

材
の

受
入

れ
促

進
 ・

外
国

人
受

入
れ

制
度

勉
強

会
の

開
催

　
1
5
回

：
3
6
2
名

（
R

2
～

R
6
）

○
外

国
人

材
の

受
入

れ
人

数
　

6
6
7
人

（
R

元
）
 →

 6
8
6
人

（
R

2
）
 →

 7
4
5
人

（
R

3
）
  

→
 8

9
6
人

（
R

4
）
→

 9
8
9
人

（
R

5
）
→

 1
,1

2
5

人
（
R

6
）

○
送

出
国

実
態

調
査

  
ベ

ト
ナ

ム
：
1
回

（
R

5
）
、

イ
ン

ド
：
2
回

（
R

5
～

R
6
）
、

東
テ

ィ
モ

ー
ル

：
1
回

（
R

6
）

1
 労

働
力

の
確

保
○

J
A

無
料

職
業

紹
介

所
の

体
制

強
化

、
連

携
に

よ
る

求
人

登
録

の
促

進
と

マ
ッ

チ
ン

グ
促

進

○
長

期
就

労
が

可
能

と
な

る
作

業
リ

レ
ー

シ
ス

テ
ム

の
構

築
、

労
働

力
の

広
域

循
環

の
仕

組
み

づ
く
り

○
多

様
な

媒
体

を
活

用
し

た
県

内
外

か
ら

の
援

農
者

の
確

保
と

受
入

れ
体

制
の

整
備

○
農

作
業

ヘ
ル

パ
ー

制
度

の
検

討

○
福

祉
部

局
と

の
連

携
に

よ
る

農
業

と
福

祉
の

相
互

理
解

の
促

進

○
障

害
者

等
の

就
業

後
の

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
に

よ
る

就
労

定
着

○
外

国
人

材
送

出
し

国
と

の
連

携
強

化

＜
外

国
人

材
の

受
入

れ
人

数
（
年

間
）
＞

9
8
9
人

（
R

5
）

　
　

↓
1
5
0
0
人

（
R

9
）
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N
o
.

戦
略

目
標

出
発

点
直

近
値

４
年

後
目

標
（
R

9
）

こ
れ

ま
で

の
取

り
組

み
と

成
果

課
題

取
り

組
み

内
容

（
R

6
～

R
9
）

主
な

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

目
標

（
K

P
I）

1
ほ

場
整

備
の

実
施

面
積

（
累

計
）

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

・
各

セ
ン

タ
ー

か
ら

の
月

例
報

告
「
事

業
進

捗
」
に

よ
り

確
認

6
9
.5

h
a

（
R

2
～

R
4
)

1
4
4
.6

h
a

（
R

2
～

R
6
)

3
0
3
.4

h
a

(R
2
～

R
9
)

1
 ま

と
ま

っ
た

優
良

農
地

の
確

保
に

向
け

た
基

盤
整

備
の

推
進

　
・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
チ

ー
ム

を
立

ち
上

げ
事

業
化

に
向

け
た

体
制

を
強

化
　

・
権

利
関

係
調

査
等

の
実

施
　

　
　

〔
R

3
～

R
5
：
5
地

区
〕

　
・
ほ

場
整

備
実

施
計

画
の

策
定

　
　

　
〔
R

2
～

R
5
：
8
地

区
〕

　
・
人

・
農

地
プ

ラ
ン

を
活

用
し

た
地

区
の

選
定

　
　

　
〔
R

4
～

R
5
：
9
地

区
〕

  
〔
成

果
：
整

備
面

積
（
R

2
～

R
6
）
〕

 　
・
実

績
：
1
4
4
.6

h
a（

計
画

：
1
5
5
.6

h
a）

　
　

　
達

成
度

：
1
4
4
.6

/
1
5
5
.6

=
9
2
.9

％

１
 ま

と
ま

っ
た

優
良

農
地

の
確

保
に

向
け

た
基

盤
整

備
の

推
進

①
入

札
不

調
・
不

落
 ・

標
準

歩
掛

か
り

と
中

山
間

地
域

の
実

態
と

の
乖

離
な

ど
、

地
域

に
よ

っ
て

入
札

不
調

・
不

落
が

発
生

②
地

域
の

合
意

形
成

 ・
未

相
続

農
地

の
増

加
な

ど
地

元
調

整
に

時
間

を
要

し
、

事
業

化
が

遅
延

③
ま

と
ま

っ
た

農
地

の
確

保
 ・

補
助

事
業

の
要

件
（
5
h
a）

の
確

保
が

困
難

１
 ま

と
ま

っ
た

優
良

農
地

の
確

保
に

向
け

た
基

盤
整

備
の

推
進

①
地

形
条

件
等

か
ら

選
定

し
た

ほ
場

整
備

候
補

地
（
5
8
地

区
）
な

ど
の

事
業

化
に

向
け

た
検

証
と

推
進

 ・
各

セ
ン

タ
ー

の
企

画
担

当
チ

ー
フ

を
中

心
と

す
る

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

チ
ー

ム
（
P

T
)に

よ
り

、
5
8
地

区
の

実
情

把
握

と
事

業
化

の
検

証
【
R

6
】

 ・
地

域
の

ニ
ー

ズ
や

検
証

結
果

か
ら

優
先

順
位

を
設

定
し

、
P

T
を

活
用

し
た

事
業

化
の

推
進

【
R

6
～

R
9
】

②
入

札
不

調
・
不

落
対

策
【
R

6
～

R
9
】

 ・
地

域
の

実
情

を
踏

ま
え

、
早

期
の

見
積

活
用

方
式

の
採

用

【
課

題
へ

の
対

応
】
　

※
地

域
の

合
意

形
成

（
未

相
続

農
地

）
、

ま
と

ま
っ

た
農

地
の

確
保

の
課

題
に

つ
い

て
は

、
下

段
の

き
め

細
か

な
基

盤
整

備
で

対
応

＜
担

い
手

用
農

地
整

備
面

積
＞

9
0
.9

h
a(

R
5
)

↓ 2
4
2
.7

h
a(

R
9
)

2
き

め
細

か
な

基
盤

整
備

の
実

施
地

区
（
累

計
）

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

・
農

林
水

産
省

へ
の

事
業

採
択

申
請

に
基

づ
く
「
採

択
件

数
」
に

よ
り

確
認

-
(R

4
)

3
地

区
(R

6
)

4
0
地

区
（
R

4
～

R
9
）

1
 迅

速
か

つ
き

め
細

か
な

優
良

農
地

の
確

保
に

向
け

た
基

盤
整

備
の

推
進

　
・
県

営
農

地
耕

作
条

件
改

善
事

業
の

創
設

　
　

　
施

設
園

芸
用

農
地

整
備

【
R

2
】

　
　

　
　

（
事

業
要

件
：
1
.0

h
a以

上
）

　
　

　
露

地
園

芸
用

農
地

整
備

【
R

5
拡

充
】

　
　

　
　

（
事

業
要

件
：
2
.0

h
a以

上
）

  
〔
成

果
：
地

区
数

（
R

2
～

R
6
）
〕
　

　
　

　
 ・

実
績

：
2
地

区
（
2
.2

h
a）

1
 迅

速
か

つ
き

め
細

か
な

優
良

農
地

の
確

保
に

向
け

た
基

盤
整

備
の

推
進

　
・
地

権
者

の
自

己
負

担
　

・
ま

と
ま

っ
た

農
地

の
確

保
　

・
地

域
の

合
意

形
成

　
・
担

い
手

等
へ

の
事

業
周

知
が

不
十

分

1
 迅

速
か

つ
き

め
細

か
な

優
良

農
地

の
確

保
に

向
け

た
基

盤
整

備
の

推
進

①
地

域
の

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
迅

速
か

つ
き

め
細

か
な

基
盤

整
備

の
推

進
【
R

6
～

R
9
】

 ・
地

元
負

担
を

求
め

な
い

「
県

営
農

地
耕

作
条

件
改

善
事

業
」
の

活
用

と
拡

充
　

（
R

6
拡

充
　

事
業

要
件

：
施

設
園

芸
1
.0

⇒
0
.3

h
a、

露
地

園
芸

等
2
.0

⇒
0
.5

h
a）

 ・
地

域
計

画
の

策
定

段
階

で
出

さ
れ

た
地

域
の

ニ
ー

ズ
を

活
用

し
た

、
実

施
予

定
地

区
の

リ
ス

ト
化

と
リ

ス
ト

の
更

新
 ・

P
T
を

活
用

し
、

事
業

計
画

の
策

定
に

向
け

た
合

意
形

成
へ

の
支

援
 ・

新
規

就
農

者
の

確
保

・
育

成
や

産
地

の
維

持
・
発

展
な

ど
に

向
け

た
基

盤
整

備
の

実
施

 ・
新

た
な

候
補

地
の

確
保

に
向

け
、

振
興

セ
ン

タ
ー

や
市

町
村

、
Ｊ
Ａ

等
と

連
携

し
、

地
域

計
画

に
位

置
づ

け
ら

れ
た

担
い

手
に

対
す

る
事

業
周

知
と

ニ
ー

ズ
の

確
認

＜
基

盤
整

備
面

積
＞

-
(R

5
)

↓ 2
0
.0

h
a(

R
9
)

3
担

い
手

へ
の

農
地

集
積

面
積

（
年

間
）

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

3
月

末
の

状
況

を
、

市
町

村
へ

の
調

査
（
担

い
手

及
び

そ
の

農
地

利
用

の
実

態
に

関
す

る
調

査
）
に

よ
り

確
認

（
4
月

上
旬

と
り

ま
と

め
）

9
,1

8
3
h
a

(R
4
)

9
,0

9
8
h
a

(R
5
)

1
0
,7

0
0
h
a

(R
9
)

1
 担

い
手

へ
の

農
地

集
積

の
加

速
化

①
地

域
計

画
の

策
定

に
向

け
た

取
り

組
み

支
援

 ・
R

5
年

度
か

ら
、

全
市

町
村

で
地

域
計

画
の

策
定

の
取

り
組

み
を

開
始

 ・
広

域
連

絡
会

議
（
市

町
村

）
や

県
域

連
絡

会
議

（
関

係
機

関
）
で

情
報

共
有

、
意

見
交

換
 ・

工
程

表
に

よ
る

各
市

町
村

の
進

捗
管

理
と

進
捗

状
況

に
応

じ
た

取
り

組
み

支
援

（
個

別
面

談
）

  ・
フ

ァ
シ

リ
テ

ー
タ

ー
研

修
会

の
実

施
（
3
回

）
 ・

R
6
年

度
末

ま
で

に
、

2
5
3
地

区
で

地
域

計
画

を
策

定

②
担

い
手

へ
の

農
地

集
積

の
推

進
 ・

農
地

中
間

管
理

機
構

に
よ

る
農

地
の

出
し

手
・

受
け

手
の

掘
り

起
こ

し
  
 出

し
手

情
報

：
3
0
7
件

・
8
4
.6

h
a（

R
5
）

  
 受

け
手

情
報

：
6
2
件

・
8
0
.5

h
a（

R
5
）

1
 担

い
手

へ
の

農
地

集
積

の
加

速
化

①
地

域
計

画
の

策
定

に
向

け
た

取
り

組
み

支
援

 ・
地

域
の

農
業

者
、

農
地

所
有

者
等

の
意

向
を

も
と

に
、

将
来

の
農

地
利

用
の

姿
を

明
確

に
し

た
実

行
性

の
あ

る
計

画
づ

く
り

が
必

要
 ・

地
域

計
画

の
実

現
に

向
け

た
取

り
組

み
を

継
続

的
に

行
う

こ
と

が
必

要
 ・

担
う

者
を

位
置

づ
け

ら
れ

て
い

な
い

目
標

地
図

や
、

内
容

が
ほ

ぼ
現

況
地

図
の

ま
ま

の
目

標
地

図
が

あ
り

、
R

7
年

度
以

降
の

見
直

し
の

継
続

が
必

要

②
担

い
手

へ
の

農
地

集
積

の
推

進
 ・

農
地

の
集

積
と

同
時

に
集

約
化

が
必

要
 ・

市
町

村
等

関
係

機
関

に
よ

る
後

継
者

が
い

な
い

農
地

情
報

の
共

有
や

、
農

地
の

利
用

調
整

を
進

め
る

仕
組

み
の

再
構

築
が

必
要

1
 担

い
手

へ
の

農
地

集
積

の
加

速
化

　
　

　
　

①
地

域
計

画
の

作
成

・
見

直
し

取
り

組
み

支
援

【
R

6
～

R
9
】
　

　
　

　
 ・

地
域

計
画

の
策

定
支

援
【
R

6
】

 ・
将

来
の

農
地

の
受

け
手

を
定

め
た

目
標

地
図

の
ブ

ラ
ッ

シ
ュ

ア
ッ

プ
支

援
【
R

7
～

R
9
】

 ・
地

域
計

画
の

実
行

・
見

直
し

に
向

け
た

取
り

組
み

が
策

定
後

も
継

続
さ

れ
る

よ
う

、
広

域
連

絡
会

議
や

個
別

面
談

等
で

働
き

か
け

を
継

続
【
R

7
】

②
農

地
中

間
管

理
事

業
の

活
用

拡
大

【
R

6
～

R
9
】

 ・
市

町
村

に
対

し
機

構
集

積
協

力
金

の
活

用
を

推
進

し
、

担
い

手
へ

の
農

地
の

集
積

・
集

約
化

を
促

進
【
R

7
～

R
9
】

 ・
市

町
村

等
関

係
機

関
で

の
後

継
者

の
い

な
い

農
地

の
情

報
共

有
と

利
用

調
整

の
仕

組
み

づ
く
り

【
R

6
～

R
9
】

 ・
農

地
中

間
管

理
機

構
に

よ
る

広
域

の
農

地
情

報
（
出

し
手

・
受

け
手

）
の

掘
り

起
こ

し
と

マ
ッ

チ
ン

グ
支

援
【
R

6
～

R
9
】

<
担

い
手

へ
の

農
地

集
積

率
>

3
5
.7

％
（
R

5
）

↓ 4
5
％

（
R

9
）

分
野

農
業

各
産
業
分
野
の
取
り組
み
の
柱

農
業
全
体
を
け
ん
引
す
る
基
盤
整
備
の
推
進
と優
良
農
地
の
確
保

19



N
o
.

戦
略

目
標

出
発

点
直

近
値

４
年

後
目

標
（
R

9
）

こ
れ

ま
で

の
取

り
組

み
と

成
果

課
題

取
り

組
み

内
容

（
R

6
～

R
9
）

主
な

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

目
標

（
K

P
I）

分
野

農
業

各
産
業
分
野
の
取
り組
み
の
柱

農
業
全
体
を
け
ん
引
す
る
基
盤
整
備
の
推
進
と優
良
農
地
の
確
保

1
 日

本
型

直
接

支
払

制
度

の
推

進
【
R

6
～

R
9
】

①
中

山
間

地
域

等
直

接
支

払
協

定
の

維
持

　
・
農

業
者

（
集

落
協

定
）
：
協

定
の

締
結

、
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
化

、
交

付
面

積
の

維
持

　
・
市

町
村

、
県

農
業

振
興

セ
ン

タ
ー

、
県

農
業

政
策

課
：
協

定
の

締
結

、
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
化

、
営

農
活

動
体

制
の

構
築

等
へ

の
支

援

②
中

山
間

地
域

等
直

接
支

払
交

付
金

の
活

用
　

・
農

業
者

（
集

落
協

定
）
：
協

定
に

基
づ

く
農

業
生

産
活

動
の

継
続

、
農

用
地

の
維

持
・
管

理
を

実
施

　
・
市

町
村

、
県

農
業

振
興

セ
ン

タ
ー

、
県

農
業

政
策

課
：
制

度
の

普
及

・
啓

発
及

び
実

施
に

お
け

る
指

導
・
助

言

＜
交

付
面

積
（
年

間
）

＞ 6
,5

1
2
h
a

（
R

5
）

↓ 6
,5

1
2
h
a

（
R

9
）
　

　

①
多

面
的

機
能

支
払

活
動

組
織

の
維

持
　

・
農

業
者

（
活

動
組

織
）
：
活

動
組

織
の

設
立

、
多

様
な

組
織

の
参

画
、

交
付

面
積

の
維

持
　

・
市

町
村

、
推

進
協

議
会

、
県

農
業

振
興

セ
ン

タ
ー

、
県

農
業

政
策

課
：
活

動
組

織
の

設
立

、
営

農
活

動
体

制
の

構
築

等
へ

の
支

援

②
多

面
的

機
能

支
払

交
付

金
（
農

地
維

持
支

払
・
資

源
向

上
支

払
）
の

活
用

　
・
農

業
者

（
活

動
組

織
）
：
非

農
家

を
含

む
地

域
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
－

に
よ

る
地

域
資

源
（
農

用
地

、
水

路
、

農
道

等
）
の

保
全

管
理

の
実

施
　

・
市

町
村

、
推

進
協

議
会

、
県

農
業

振
興

セ
ン

タ
ー

、
県

農
業

政
策

課
：
制

度
の

普
及

・
啓

発
及

び
実

施
に

お
け

る
指

導
・
助

言

＜
農

地
維

持
支

払
交

付
面

積
（
年

間
）
＞

9
,5

1
4
h
a

（
R

5
）

　
　

↓
9
,5

1
4
h
a

（
R

9
）
　

4

－
－

－
－

1
 日

本
型

直
接

支
払

制
度

の
推

進
　

・
中

山
間

地
域

等
直

接
支

払
の

交
付

面
積

　
　

　
R

2
：
6
,4

1
4
h
a→

R
5
：
6
,5

1
2
h
a

　
・
多

面
的

機
能

支
払

の
農

地
維

持
支

払
交

付
面

積
　

　
　

R
2
：
9
,6

0
3
h
a→

R
5
：
9
,5

1
4
h
a

1
 日

本
型

直
接

支
払

制
度

の
推

進
 ・

参
加

者
の

高
齢

化
、

リ
ー

ダ
ー

（
役

員
）
の

高
齢

化
、

農
業

の
担

い
手

不
足

な
ど

に
よ

り
、

活
動

継
続

が
困

難

20



Io
Pプ

ロ
ジ

ェク
ト

の
推

進
とデ

ー
タ

駆
動

型
農

業
に

よ
る

営
農

支
援

強
化

（
１

）
Io

Pプ
ロ

ジ
ェク

ト
の

推
進

　①
デ

ー
タ連

携
基

盤
「I

oP
クラ

ウド
SA

W
AC

HI
」の

本
格

運
用

　　
を

開
始

(R
4.

9月
～

)　
　　

　　
　

　・
Io

Pク
ラウ

ド利
用

(環
境

・画
像

デ
ー

タ)
農

家
:8

03
戸

(R
7.

3）
　・

Io
Pク

ラウ
ド利

用
(出

荷
・気

象
デ

ー
タ)

農
家

:1
,6

03
戸

(R
7.

3)
 　

　　
　・

Io
Pク

ラウ
ドデ

ー
タ収

集
農

家
数

:3
,2

73
戸

（
R7

.3
）

　○
主

要
7品

目
で

特
に

平
均

収
量

以
下

の
農

家
等

ター
ゲ

ット
を

絞
っ

　　
た

加
入

推
進

が
必

要
　○

雨
よ

け
・露

地
野

菜
、果

樹
、花

き
な

どに
推

進
で

き
て

い
な

い
　 （

２
）

デ
ー

タ
駆

動
型

農
業

に
よ

る
営

農
支

援
強

化
(R

3～
)

　➀
Io

Pク
ラウ

ドを
核

とし
た

デ
ー

タ駆
動

型
農

業
の

普
及

に
取

り組
　　

み
、実

践
農

家
は

一
定

増
加

　・
デ

ー
タ駆

動
型

農
業

に
よ

る
営

農
支

援
者

数
:2

,0
28

人
(R

7.
3)

　・
仲

間
で

情
報

共
有

す
る

デ
ー

タ共
有

グ
ル

ー
プ

数
:4

3グ
ル

ー
プ

(R
7.

3)
　○

若
手

指
導

員
が

増
加

して
い

る
こと

か
ら、

早
期

育
成

が
必

要
　○

SA
W

AC
HI

デ
ー

タを
活

用
した

営
農

指
導

の
徹

底
が

で
き

て
い

な
い

　○
個

々
の

農
家

デ
ー

タの
分

析
・診

断
・カ

イゼ
ン

指
導

（
フィ

ー
ドバ

ック
　　

シ
ー

ト作
成

）
に

時
間

が
か

か
って

い
る

現
状

・課
題

 　
K P I 検 証

Ｒ
４

(出
発

点
)

Ｒ
９

目
　標

10
.8

万
t

11
.4

万
t

実
　績

10
.3

万
t

（
１

）
Io

Pク
ラ

ウ
ド

利
用

農
家

数
の

拡
大

　　
①

主
要

７
品

目
で

平
均

収
量

以
下

の
農

家
等

ター
ゲ

ット
を

明
確

化
し支

援
を

強
化

　　
②

SA
W

AC
HI

デ
モ

体
験

に
よ

る
未

加
入

農
家

へ
の

加
入

促
進

を
徹

底
　　

　⇒
KP

I：
Io

Pク
ラウ

ド利
用

農
家

3,
00

0戸

（
２

）
Io

Pク
ラ

ウ
ド

の
機

能
強

化
　　

①
SA

W
AC

HI
の

利
便

性
の

向
上

　　
 ・

デ
ジ

タル
機

器
に

不
慣

れ
な

層
に

も
デ

ー
タが

見
や

す
く便

利
に

使
え

る
画

面
の

構
築

　　
  ・

Ｊ
Ａ

と連
携

し加
入

後
の

フォ
ロー

体
制

を
強

化
！

　　
②

営
農

支
援

機
能

の
強

化
   

  ・
生

理
生

態
情

報
に

基
づ

い
た

栽
培

管
理

の
カイ

ゼ
ン

ポ
イン

トを
自

動
表

示
す

る
機

能
の

開
発

   
   

・病
害

発
生

予
測

画
面

や
収

量
の

目
標

達
成

管
理

画
面

等
の

開
発

に
よ

る
新

機
能

の
充

実
   

 ③
収

益
改

善
機

能
の

強
化

　　
・省

エ
ネ

ル
ギ

ー
や

コス
ト削

減
に

つ
な

が
る

最
適

な
温

度
管

理
や

適
正

施
肥

を
シ

ミュ
レ

ー
シ

ョン
す

る
　　

　G
X関

連
機

能
の

充
実

（
３

）
デ

ー
タ

駆
動

型
農

業
の

支
援

体
制

強
化

　　
➀

多
品

目
(施

設
野

菜
、露

地
野

菜
、果

樹
、花

き
)で

デ
ー

タを
活

用
した

指
導

　　
　が

で
き

る
若

手
の

早
期

育
成

に
向

け
た

研
修

の
充

実
　　

②
Ｊ

Ａ
と連

携
し、

出
荷

デ
ー

タや
環

境
デ

ー
タ、

生
理

生
態

情
報

を
活

用
した

　　
　営

農
指

導
で

収
量

増
・品

質
向

上
　

（
４

）
個

別
診

断
の

自
動

化
に

向
け

た
取

り組
み

　　
➀

フィ
ー

ドバ
ック

シ
ー

ト作
成

に
必

要
な

トッ
プ

レ
ベ

ル
農

家
との

収
量

比
較

グ
ラフ

の
　　

　自
動

作
成

や
、栽

培
上

の
注

意
点

等
の

選
択

表
示

で
作

業
を

効
率

化

令
和

７
年

度
の

取
り組

み

①
野

菜
主

要
７

品
目

の
生

産
量

(万
t)

　   ①
Io

Pク
ラウ

ドを
核

とし
た

デ
ー

タ駆
動

型
農

業
を

推
進

す
る

こと
で

、農
業

の
デ

ジ
タル

化
が

加
速

　②
デ

ー
タに

基
づ

く最
適

管
理

を
行

うデ
ー

タ駆
動

型
農

業
の

普
及

に
よ

り、
各

品
目

の
10

a当
た

り収
量

が
　　

増
加

。加
え

て
、経

営
の

効
率

化
や

省
力

化
が

図
られ

、経
営

安
定

と所
得

の
最

大
化

を
実

現
！

５
期

計
画

（
令

和
９

年
度

）
の

目
指

す
姿

　　
　　

　　
　　

野
菜

主
要

７
品

目
の

生
産

量
（

年
間

）
出

発
点

(R
4)

10
.3

万
t ⇒

 現
状

値
(R

5)
10

.0
万

t ⇒
 R

7目
標

　1
1.

0万
t ⇒

 4
年

後
(R

9)
11

.4
万

t
目

標
値

拡

SA
W

AC
H

Iの
トッ

プ
画

面

1
0

.0
 

1
0

.3
9

.9
1

0
.0

 
1

0
.3

Ｈ
３

０
Ｒ

元
Ｒ

２
Ｒ

３
Ｒ

４

②
H

30
～

R4
野

菜
主

要
７

品
目

の
生

産
量

(万
t)

の
推

移

拡 拡

　I
oP

で
  も

っと
楽

し
く！

   
も

っと
楽

に
！

　 
　

も
っと

儲
か

る
！

　
　　

　　
　農

業
へ

　I
oP

で
  も

っと
楽

し
く！

   
も

っと
楽

に
！

　 
　

も
っと

儲
か

る
！

　
　　

　　
　農

業
へ

拡

＜
農

01
＞

21



（
１

）
新

規
雇

用
就

農
者

の
現

状
　

   
①

新
規

雇
用

就
農

者
は

、新
規

就
農

者
総

数
の

増
減

に
関

わ
らず

80
人

台
で

　　
  推

移
して

き
た

が
、R

5年
度

は
30

歳
代

以
下

を
中

心
に

63
人

に
減

少
   

②
雇

用
就

農
の

年
齢

構
成

で
は

、3
0歳

代
以

下
の

若
者

が
約

６
割

を占
め

る
　　

　　
⇒

若
者

の
就

農
者

確
保

に
向

け
て

は
、初

期
投

資
の

大
きい

新
規

参
入

よ
り

　　
　　

　 
就

農
へ

の
ハ

ー
ド

ル
が

低
くく

チ
ャレ

ン
ジ

し
や

す
い

雇
用

就
農

者
確

保
対

策
　　

　　
　 

の
強

化
が

必
要

　　    
③

農
業

が
若

者
や

女
性

に
「就

職
先

」と
して

選
ば

れ
て

い
な

い
　　

　　
　⇒

農
業

や
農

業
法

人
の

職
業

とし
て

の
魅

力
を

知
って

も
らう

機
会

を
   

   
   

   
 増

や
す

こと
が

必
要

　　
　 

　 
⇒

雇
用

就
農

後
の

キ
ャリ

ア
ア

ップ
(雇

用
者

→
経

営
者

）
が

イ
メ

ー
ジ

　　
　　

　　
 で

き
る

PR
の

強
化

   
　 （

２
）

農
業

法
人

の
現

状
   

①
企

業
の

農
業

参
入

（
H2

7年
度

以
降

）
　　

　 
　企

業
12

社
(1

9.
8h

a)
：

年
間

１
法

人
ペ

ー
ス

で
参

入
　 

　　
  新

規
雇

用
総

数
は

23
4人

：
正

規
54

人
、非

正
規

18
0人

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　 

　正
規

雇
用

は
2割

程
度

(R
6.

12
現

在
）

   
　　

　⇒
企

業
が

求
め

る
ま

とま
った

面
積

の
用

地
確

保
が

必
要

　　
　　

 ⇒
農

業
参

入
に

向
け

た
具

体
的

な
提

案
に

よ
る

誘
致

活
動

強
化

が
必

要
　　

　 
　⇒

新
た

な
企

業
誘

致
や

法
人

の
規

模
拡

大
を進

め
る

た
め

に
は

、施
設

整
備

　　
　　

　　
意

欲
を

後
押

しす
る

支
援

策
の

強
化

が
必

要
  

   
   

   
⇒

規
模

拡
大

や
新

た
な

参
入

に
よ

る
出

荷
量

の
増

加
に

対
応

で
き

る
出

荷
場

   
   

   
   

の
処

理
能

力
向

上
が

必
要

　　
②

県
内

の
農

業
法

人
は

28
1経

営
体

   
   

   
 一

戸
一

法
人

：
98

　　
組

織
法

人
：

18
3

　　
   

  ⇒
法

人
化

へ
誘

導
して

く対
象

者
を

明
確

に
し、

ター
ゲ

ット
を絞

った
支

援
　　

　　
　 

 強
化

が
必

要

 　K P I 検 証

①
新

規
就

農
者

数

新
規

雇
用

就
農

者
の

増
加

現
状

・課
題

R4
(出

発
点

)
Ｒ

５

目
　標

32
0

32
0

実
　績

21
4

21
5

（
１

）
職

業
とし

て
の

魅
力

度
向

上
と「

農
業

とい
う職

業
」を

知
って

も
ら

う取
り組

み
の

強
化

   
   

①
農

業
職

場
を

知
って

も
らう

取
り組

み
の

推
進

　　
　　

　・
潜

在
層

に
向

け
た

高
知

県
農

業
プ

ロ
モ

ー
シ

ョン
動

画
の

配
信

（
デ

ジ
タル

マ
ー

ケ
テ

ィン
グ

に
基

づ
く広

報
活

動
）

　　
　　

　・
進

路
指

導
教

員
等

を
対

象
とし

た
農

業
職

場
の

見
学

会
の

実
施

   
   

②
企

業
の

魅
力

を
知

って
も

らう
機

会
の

創
出

　　
　　

　・
一

次
産

業
等

の
合

同
企

業
説

明
会

の
開

催
　　

　　
　・

法
人

を
対

象
とし

た
自

社
の

魅
力

の
ア

ピ
ー

ル
力

を
向

上
さ

せ
る

た
め

の
研

修
会

の
開

催
　

　　
　　

　・
未

経
験

者
で

も
農

業
に

チ
ャレ

ン
ジ

で
き

る
よ

う、
お

試
し期

間
を

設
け

就
農

へ
の

ハ
ー

ドル
を

下
げ

る
　　

　　
　　

トラ
イ

ア
ル

就
農

制
度

の
導

入
　⇒

KP
I:

トラ
イア

ル
就

農
制

度
活

用
に

よ
る

雇
用

就
農

者
数

　2
0人

   
   

③
農

業
分

野
に

お
け

る
キ

ャリ
ア

ア
ップ

を
支

援
　

　　
　　

　・
雇

用
就

農
か

ら独
立

自
営

就
農

(キ
ャリ

ア
ア

ップ
）

し
、農

業
経

営
者

を
め

ざ
す

者
の

確
保

と育
成

　　
　　

　　
県

版
地

域
お

こし
協

力
隊

募
集

の
拡

大
　　

　
（

2）
雇
用
就
農
の
増
加
を
目
指
し
た
企
業
誘
致
の
推
進
と
法
人
の
育
成

　　
　①

施
設

整
備

用
地

の
確

保
　　

　　
　・

基
盤

整
備

済
み

地
区

か
ら絞

り込
み

、地
域

計
画

と連
動

した
１

ha
以

上
の

候
補

用
地

の
リス

ト
化

　　
　②

企
業

誘
致

の
強

化
　　

　　
　・

産
地

の
意

向
に

基
づ

き
、県

域
の

「企
業

版
産

地
提

案
書

」を
作

成
し、

県
内

外
で

の
誘

致
活

動
を

強
化

　　
　

   
   

③
施

設
整

備
等

へ
の

支
援

策
を

強
化

　
　　

　　
　・

新
た

な
設

備
投

資
に

よ
る

雇
用

創
出

を
推

進
す

る
た

め
に

施
設

整
備

等
の

支
援

事
業

を
強

化
　　

　　
　　

　（
正

規
雇

用
を

促
進

す
る

支
援

区
分

の
追

加
等

）
　　

　　
　・

出
荷

場
に

お
け

る
処

理
能

力
を

向
上

させ
る

た
め

の
出

荷
形

態
見

直
し（

袋
包

装
技

術
の

開
発

、シ
シ

トウ
袋

詰
め

試
験

)
　　

　④
新

た
な

法
人

の
育

成
　

　　
　　

　・
法

人
化

へ
誘

導
して

い
く農

家
の

リス
ト化

及
び

農
業

経
営

・就
農

支
援

セ
ン

ター
に

よ
る

専
門

家
派

遣
や

伴
走

支
援

を
   

   
   

  実
施

令
和

７
年

度
の

取
り組

み

　①
農

業
の

仕
事

とし
て

の
魅

力
を伝

え
る

情
報

発
信

や
職

場
見

学
な

どに
よ

り、
「農

業
とい

う職
業

」を
若

者
や

女
性

に
知

って
も

らう
とと

も
に

、
　　

 農
業

に
チ

ャレ
ン

ジ
しや

す
い

仕
組

み
づ

くり
に

より
、若

い
世

代
の

雇
用

就
農

者
が

増
加

　②
企

業
版

産
地

提
案

書
に

よ
る

誘
致

活
動

の
強

化
に

より
、本

県
へ

農
業

参
入

す
る

企
業

が
増

加
し、

若
者

の
雇

用
に

つ
な

が
る

　③
既

存
経

営
体

の
規

模
拡

大
や

経
営

改
善

へ
の

支
援

強
化

に
よ

り、
雇

用
の

受
け

皿
とな

る
農

業
法

人
が

増
加

５
期

計
画

（
令

和
９

年
度

）
の

目
指

す
姿

　　
　　

　　
　　

　　
　 

   
   

   
   

   
  出

発
点

（
R4

）
   

   
現

状
値

（
R5

）
   

   
  目

標
（

R７
）

　　
　　

新
規

就
農

者
数

（
年

間
）

　　
　 

 2
14

人
   

   
 ⇒

　 
   

21
5人

   
   

  ⇒
　　

   
32

0人
　　

　　
　う

ち
雇

用
就

農
者

数
（

年
間

）
   

 8
2人

   
   

 ⇒
　 

　 
　6

3人
   

   
  ⇒

　 
   

 1
20

人
   

   
  新

規
農

業
法

人
数

（
年

間
）

　　
　7

法
人

   
   

 ⇒
　 

   
10

法
人

   
   

 ⇒
　 

   
16

法
人

目
標

値

■
就

農
形

態
別

の
年

齢
構

成
　　

(R
1-

R5
平

均
）

新拡 新

拡拡

拡 新

拡

拡

新
規

参
入

親
元

就
農

雇
用

就
農

2
0
歳

代
以

下
1
8
%

3
2
%

3
5
%

3
0
歳

代
3
7
%

2
6
%

2
8
%

4
0
歳

代
3
0
%

1
5
%

2
0
%

5
0
歳

以
上

1
5
%

2
7
%

1
7
%

■
新

規
雇

用
就

農
者

数
の

推
移

8
7

8
4

8
3

8
2

63
0 

10
0
 

20
0
 

30
0
 

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

自
営

就
農

雇
用

就
農

2
6
1

2
1
7

2
1
3

2
1
5

2
14

「企
業

版
産

地
提

案
書

」 
: 産

地
や

用
地

の
情

報
、振

興
品

目
、出

荷
先

な
どを

企
業

向
け

に
整

理

※
R９

も
同

じ

＜
農

02
＞

22



（
１

）
卸

売
市

場
と連

携
した

販
売

拡
大

　①
地

域
全

体
の

販
売

額
の

増
加

　　
・関

東
及

び
関

西
の

土
佐

会
へ

の
委

託
、全

国
の

卸
売

市
場

へ
の

個
別

取
り組

み
事

業
を

実
施

　　
 R

7青
果

販
売

額
目

標
：

関
東

地
区

（
関

東
土

佐
会

）
17

9億
円

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

 関
西

地
区

（
関

西
土

佐
会

）
10

9億
円

　　
　 

　
　②

継
続

した
取

扱
に

つ
な

が
る

売
り場

確
保

を
目

指
した

　　
 量

販
店

フェ
ア

の
実

施
　③

万
博

や
「あ

ん
ぱ

ん
」放

送
に

合
わ

せ
た

県
産

青
果

物
   

 の
認

知
度

向
上

　　
 ・

「あ
ん

ぱ
ん

」放
送

に
あ

わ
せ

た
販

促
資

材
を

活
用

した
産

地
PR

及
び

販
売

拡
大

   
  ・

万
博

の
開

催
に

伴
う人

流
の

増
加

を
見

据
え

て
、関

西
圏

の
量

販
店

等
で

フェ
ア

の
実

施
　④

系
統

取
扱

量
ア

ップ
に

向
け

た
産

地
の

ま
とま

りの
強

化
　 

  ・
JA

産
地

総
点

検
運

動
の

実
行

支
援

（
２

）
マ

ー
ケ

ット
イ

ン
の

視
点

に
よ

る
業

務
需

要
に

応
じた

取
引

の
拡

大
　①

中
食

・外
食

・冷
凍

食
品

を
タ

ー
ゲ

ット
に

した
戦

略
の

実
行

　　
・業

務
需

要
を

主
に

取
り扱

って
い

る
企

業
へ

委
託

しJ
Aの

重
点

品
目

の
戦

略
の

実
行

支
援

　　
・品

目
と産

地
を

決
め

て
業

務
需

要
の

取
り組

み
を

拡
大

　②
マ

ー
ケ

ット
の

要
望

に
応

じた
弾

力
的

な
出

荷
　　

 形
態

等
の

検
討

　　
・新

た
な

品
目

（
露

地
含

む
）

の
業

務
需

要
の

把
握

　
   

 ・
ナ

ス
、ピ

ー
マ

ン
の

業
務

筋
の

要
望

に
合

わ
せ

た
規

格
　　

　に
よ

る
収

量
、品

質
な

どの
栽

培
検

証
　　

⇒
 K

PI
：

JA
の

買
い

取
り販

売
額

　4
5億

円
　　

　　
　　

　（
R6

.9
～

R7
.8

）
　

①
大

都
市

圏
の

関
東

お
よ

び
関

西
を

中
心

に
、品

目
別

戦
略

を
策

定
し、

販
売

強
化

して
い

くと
とも

に
、

　　
取

扱
量

を
拡

大
させ

、高
知

県
全

体
の

販
売

額
を

拡
大

②
多

様
化

す
る

食
ス

タイ
ル

に
対

応
す

る
た

め
、業

務
需

要
へ

の
提

案
を

強
化

し、
マ

ー
ケ

ット
を

拡
大

（
１

）
卸

売
市

場
と連

携
した

販
売

拡
大

　①
地

域
全

体
の

販
売

額
の

増
加

　　
関

東
土

佐
会

、関
西

土
佐

会
へ

の
委

託
及

び
各

市
場

の
販

売
拡

大
活

動
を

支
援

　　
 ・

関
東

地
区

青
果

（
R5

.9
～

R6
.8

)：
販

売
額

17
6億

円
（

前
年

比
10

3％
）

　　
 ・

関
西

地
区

青
果

（
R5

.9
～

R6
.8

)：
販

売
額

10
4億

円
（

前
年

比
10

5％
）

　②
継

続
した

取
扱

に
つ

な
が

る
売

り場
確

保
を

目
指

した
フェ

ア
の

実
施

　　
 ・

量
販

店
フェ

ア
回

数
（

R6
.4

～
R7

.3
)：

関
東

2,
13

9回
、関

西
30

9回
　　

 ・
量

販
店

バ
イヤ

ー
等

の
産

地
招

へ
い

（
R6

.4
～

R7
.3

)：
関

東
2回

、関
西

2回

　　
⇒

高
温

に
よ

る
出

荷
量

減
で

単
価

高
とな

り、
販

売
額

は
高

く推
移

。
　　

　一
方

、出
荷

量
が

少
な

い
こと

か
らフ

ェア
を

組
み

づ
らく

な
って

お
り、

　　
　取

扱
量

を
確

保
す

る
取

り組
み

の
強

化
が

必
要

（
２

）
マ

ー
ケ

ット
イ

ン
の

視
点

に
よ

る
業

務
需

要
に

応
じた

取
引

の
拡

大
　①

中
食

・外
食

・冷
凍

食
品

を
タ

ー
ゲ

ット
に

した
戦

略
の

策
定

　　
業

務
需

要
を

主
に

取
り扱

って
い

る
企

業
との

連
携

　　
 ・

品
目

別
の

傾
向

分
析

：
10

品
目

(な
す

、ピ
ー

マ
ン

、キ
ュウ

リ、
しし

とう
、に

ら、
米

な
す

、
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　土
佐

甘
とう

、み
ょう

が
、メ

ロン
、土

佐
文

旦
)

　　
 ・

生
産

者
向

け
講

演
会

：
２

回
（

安
芸

地
区

、香
土

長
地

区
）

　　
  ・

そ
の

他
、業

務
用

商
談

ツ
ー

ル
の

検
討

、商
談

マ
ッチ

ン
グ

等
を

実
施

　 
⇒

重
点

品
目

の
戦

略
の

実
行

と業
務

需
要

に
対

応
で

き
る

産
地

づ
くり

　 　②
マ

ー
ケ

ット
の

要
望

に
応

じた
弾

力
的

な
出

荷
形

態
等

の
検

討
　　

・業
務

筋
が

求
め

て
い

る
品

目
別

の
規

格
、出

荷
形

態
等

に
関

す
る

ニ
ー

ズ
の

把
握

は
　　

  で
き

た
が

、業
務

向
け

の
規

格
や

出
荷

形
態

に
対

応
で

き
て

い
な

い
　 

  ・
新

た
な

品
目

（
露

地
含

む
）

の
業

務
需

要
の

把
握

が
不

十
分

　 
⇒

業
務

用
ニ

ー
ズ

に
合

わ
せ

た
規

格
、品

質
の

検
証

と新
た

な
品

目
の

　　
 ニ

ー
ズ

の
把

握
。

現
状

・課
題

 　K P I 検 証

令
和

７
年

度
の

取
り組

み

５
期

 産
業

振
興

計
画

 K
PI

：
JA

年
間

販
売

額
（

園
芸

年
度

９
月

～
８

月
）

 

５
期

計
画

（
令

和
９

年
度

）
の

目
指

す
姿

　　
　　

　　
　　

市
場

流
通

を
中

心
とし

た
Ｊ

Ａ
販

売
額

(年
間

)　
出

発
点

(R
5(

R4
.9

～
R5

.8
))

60
2億

円
 ⇒

　現
状

値
（

R6
)　

62
6億

円
　

　　
　　

　　
　⇒

　R
7目

標
　6

26
億

円
　⇒

　4
年

後
(R

9(
R8

.9
～

R9
.8

))
65

0億
円

目
標

値

「園
芸

王
国

高
知

」を
支

え
る

市
場

流
通

の
さ

ら
な

る
発

展

2大
都

市
圏

を
重

点
化

す
る

こと
で

全
国

の
販

売
額

を
押

し上
げ

る

拡

Ｊ
Ａ

取
扱

量
の

U
P

拡

系
統

取
扱

量
の

UP

R5
(出

発
点

)
Ｒ

６
Ｒ

7
Ｒ

8
Ｒ

9

目
　標

ー
61

4億
円

62
6億

円
63

8億
円

65
0億

円

実
　績

60
2億

円
62

6億
円

－
－

－

図
　販

売
額

の
推

移
と目

標

関 西

関 東

拡

＜
農

03
＞

23



（
１
）
品
目
別
輸
出
戦
略
に
基
づ
い
た
需
要
・販
路
拡
大

　　
〇

ユ
ズ

の
販

路
拡

大
に

向
け

た
支

援
(加

工
品

含
む

）
　　

　・
東

南
アジ

ア向
け

：
下

記
表

の
３

カ国
を

中
心

に
慣

行
栽

培
ユ

ズ
の

積
極

的
な

PR
を実

施
　　

　・
EU

圏
向

け
：

有
機

的
栽

培
ユ

ズ
を

輸
出

商
社

と協
力

し販
売

拡
大

　　
　　

〇
委

託
企

業
を

通
じた

取
り組

み
（

青
果

物
・畜

産
）

　  
・ 　 　　
〇

卸
売

市
場

を通
じた

取
り組

み
（

青
果

物
・花

き
）

　　
　青

果
物

：
シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
、香

港
、グ

アム
な

どへ
大

手
量

販
店

な
どを

通
じ拡

大
　　

　花
き

　　
：

米
国

中
心

に
グ

ロリ
オ

サ
を主

に
その

他
品

目
に

つ
い

て
も

輸
出

拡
大

（
２
）
輸
出
に
意
欲
的
な
産
地
へ
の
支
援
強
化

　　
○

ユ
ズ

産
地

へ
の

支
援

　　
　・

有
機

栽
培

の
面

積
拡

大
に

向
け

た
、有

機
質

肥
料

の
施

肥
技

術
及

び
省

力
的

な
　　

　　
除

草
技

術
等

の
実

証
結

果
を生

か
した

有
機

的
栽

培
へ

の
移

行
支

援
　(

大
豊

町
）

　　
  ・

輸
出

も
視

野
に

入
れ

た
各

産
地

に
お

け
る

生
産

拡
大

計
画

の
作

成
支

援
　　

○
ユ

ズ
以

外
の

品
目

へ
の

支
援

　　
　・

輸
出

へ
の

意
識

高
揚

に
向

け
た

取
り組

み
強

化
（

セ
ミナ

ー
開

催
等

）
　 

 ○
商

談
機

会
の

増
強

等
（

青
果

物
・花

き・
畜

産
）

　　
　・

品
目

団
体

事
業

を
積

極
的

に
活

用
し商

談
機

会
や

商
談

国
を

拡
大

　　
　・

水
産

物
等

と連
携

した
PR

に
よる

商
談

機
会

の
強

化

　　
　　

　 

   
   

   

   
   

   
  ①

青
果

物
は

シ
ン

ガ
ポ

ー
ル

以
外

の
東

南
ア

ジ
ア

へ
の

ア
プ

ロー
チ

を
強

化
し輸

出
拡

大
　　

　　
②

生
産

増
が

見
込

ま
れ

る
慣

行
栽

培
の

ユ
ズ

果
汁

を東
南

ア
ジ

ア
で

販
路

拡
大

　　
　 

 ③
品

目
団

体
の

事
業

や
他

部
署

との
連

携
に

よ
り商

談
機

会
を

強
化

し輸
出

拡
大

（
１
）
品
目
別
輸
出
戦
略
に
基
づ
い
た
需
要
・販
路
拡
大

　①
委

託
事

業
を

通
じた

、県
産

農
産

物
の

認
知

度
向

上
及

び
輸

出
拡

大
(ユ

ズ
果

汁
）

　・
毎

年
約

7㏊
増

反
して

い
る

が
需

要
に

供
給

が
追

い
つ

い
て

い
な

い
状

況
  ⇒

需
要

が
見

込
まれ

る
東

南
ア

ジ
ア

へ
の

販
路

開
拓

が
必

要
(慣

行
栽

培
)

　⇒
世

界
的

に
引

き
合

い
の

強
い

有
機

的
栽

培
の

拡
大

(青
果

物
）

　・
東

南
ア

ジ
ア

(特
に

シ
ンガ

ポ
ー

ル
）

中
心

に
量

販
店

等
へ

納
入

　・
み

か
ん

以
外

は
食

習
慣

の
違

い
や

鮮
度

保
持

の
た

め
航

空
機

利
用

に
よ

　　
り販

売
単

価
が

高
くな

り苦
戦

して
い

る
　⇒

高
知

県
産

農
産

物
の

認
知

度
が

高
くな

い
　⇒

食
習

慣
が

異
な

る
た

め
食

べ
方

の
提

案
が

必
要

　⇒
輸

出
拡

大
に

は
シ

ンガ
ポ

ー
ル

以
外

の
国

へ
も

ア
プロ

ー
チ

が
必

要
(花

き
）

　・
オ

ラン
ダの

見
本

市
や

米
国

の
卸

に
県

産
花

き
を紹

介
しP

R
　⇒

輸
出

メイ
ンは

グ
ロリ

オ
サ

、そ
の

他
品

目
の

輸
出

拡
大

も
必

要
(畜

産
)

　・
タイ

向
け

牛
肉

輸
出

認
定

を取
得

し、
土

佐
あ

か
うし

プロ
モー

シ
ョン

を
開

始
　⇒

新
た

な
ブラ

ン
ド牛

「土
佐

黒
牛

」の
需

要
創

出
も

必
要

（
２
）
輸
出
に
意
欲
的
な
産
地
へ
の
支
援
強
化

　①
商

談
機

会
の

増
強

　・
課

が
出

展
小

間
を

確
保

し商
談

会
へ

の
出

展
を誘

導
　・

日
本

青
果

物
輸

出
促

進
協

議
会

(品
目

団
体

）
事

業
や

水
産

部
署

　
　　

との
連

携
に

よる
Ｐ

Ｒ
・商

談
の

実
施

　⇒
県

補
助

で
は

商
談

機
会

が
限

られ
開

催
方

法
等

の
検

討
が

必
要

　⇒
輸

出
に

取
り組

む
産

地
・団

体
が

限
られ

て
い

る

　　

現
状

・課
題

令
和

７
年

度
の

取
り組

み

５
期

計
画

（
令

和
９

年
度

）
の

目
指

す
姿

　　
　　

　　
　　
農
畜
産
物
の
輸
出
額
：

R3
年

度
5.

4億
円

 ⇒
 現

状
値

(R
5)

10
.1

億
円

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

 ⇒
 R

7目
標

7.
8億

円
 ⇒

 4
年

後
（

R9
）

10
億

円
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　注

）
R4

､5
年

の
ユ

ズ
は

在
庫

分
が

急
に

捌
け

た
り豊

作
で

あ
った

特
殊

年
とな

りユ
ズ

が
急

伸
した

目
標
値

新

　　
農
畜
産
物
の
さ
ら
な
る
輸
出
拡
大

R3
実

績
R4

実
績

R5
実

績
R5

目
標

R6
目

標
R7

目
標

青
果

物
25

45
83

23
9

88
90

花
き

92
85

12
2

15
9

11
0

13
0

ユ
ズ

（
果

汁
･

青
果

･皮
）

42
7

74
5

80
6

43
4

50
7

55
0

畜
産

0
30

4
6

計
54

4
87

6
1,

01
1

86
2

70
6

77
6

 
注

）
①

R4
年

の
ユ

ズ
は

前
年

在
庫

分
の

販
売

額
30

0百
万

円
が

加
算

さ
れ

て
い

ま
す

 
 

 
②

R5
年

の
ユ

ズ
は

豊
作

で
生

産
量

が
前

年
の

約
15

5%

単
位

：
百

万
円

新

拡

国
　名

推
進

方
向

マレ
ー

シ
ア

テス
トマ

ー
ケ

テ
ィン

グ
に

よ
る販

売
拠

点
の

探
索

タ 
 イ

ユ
ズ

加
工

品
製

造
メー

カや
茶

産
地

、和
牛

肉
販

売
事

業
者

と連
携

した
県

農
畜

産
物

の
Ｐ

Ｒ
(展

示
商

談
会

）

シ
ン

ガ
ポ

ー
ル

県
産

農
産

物
の

認
知

度
向

上
と定

着
(R

6年
作

成
レシ

ピを
活

用
し食

べ
て

知
って

もら
う取

り組
み

を強
化

：
一

般
消

費
者

向
け

試
食

会
な

ど）

拡

 Ｋ
Ｐ

Ｉ

＜
農
04
＞
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気
候

変
動

に
適

応
した

栽
培

技
術

の
普

及
推

進
（

夏
期

の
高

温
対

策
）

（
１

）
夏

期
の

高
温

に
よ

る
農

作
物

の
被

害
の

現
状

　①
 野

菜
　　

　記
録

的
な

猛
暑

とな
った

令
和

6年
に

は
、露

地
野

菜
（

シ
シ

ト
　　

　ウ
等

）
で

の
収

量
の

低
下

、施
設

野
菜

（
ナ

ス
や

ピー
マ

ン
等

）
　　

　で
の

初
期

生
育

の
不

良
、と

い
った

被
害

が
発

生
　②

 水
稲

　　
　　

　　
　　

　高
温

の
影

響
を

受
け

や
す

い
主

力
品

種
「コ

シ
ヒカ

リ」
、「

ヒノ
ヒカ

　　
　リ

」で
は

、見
た

目
や

味
が

悪
くな

る
「白

未
熟

粒
」が

増
加

　　
　　

⇒
　１

等
米

比
率

の
低

下
要

因

　③
 果

樹
　　

　新
高

ナ
シ

で
は

、見
た

目
や

味
が

悪
く

　　
　な

る
「み

つ
症

」が
発

生
し、

収
量

・
　　

　品
質

が
低

下

（
２

）
これ

ま
で

の
取

り組
み

等
と課

題
　①

 野
菜

　　
ア

　猛
暑

が
常

態
化

す
れ

ば
、そ

の
他

野
菜

で
も

被
害

拡
大

が
懸

念
　　

　⇒
高

温
対

策
とし

て
効

果
が

期
待

で
き

る
機

器
・資

材
の

導
入

や
　　

　　
 新

た
な

技
術

の
開

発
が

進
ん

で
い

な
い

　②
 水

稲
　　

ア
　田

植
え

時
期

の
移

動
、適

正
な

施
肥

・水
管

理
等

を
指

導
　　

イ　
高

温
に

強
い

品
種

へ
の

転
換

を
推

進
　　

　⇒
適

正
管

理
や

品
種

転
換

等
、対

策
技

術
の

周
知

が
不

十
分

　③
 果

樹
　　

ア
　適

期
収

穫
、高

温
に

強
い

品
種

へ
の

転
換

を
推

進
　　

イ　
遮

光
ネ

ット
の

活
用

、国
事

業
で

の
ス

プ
リン

クラ
ー

導
入

を
推

進
　

　　
　⇒

新
高

ナ
シ

の
単

価
が

高
い

た
め

、品
種

転
換

に
踏

み
切

れ
な

い

現
状

・課
題

（
１

）
施

設
園

芸
品

目
　⇒

KP
I:

新
た

な
機

器
・資

材
等

の
実

証
成

果
　５

事
例

　　
①

国
事

業
や

県
事

業
（

園
芸

用
ハ

ウス
等

リノ
ベ

ー
シ

ョン
事

業
）

を
活

用
した

　　
　 

ミス
ト装

置
や

遮
光

資
材

な
どの

導
入

支
援

　　
②

県
事

業
（

園
芸

用
ハ

ウス
整

備
事

業
）

で
高

温
対

策
設

備
を

導
入

す
る

場
合

、
　　

　 
補

助
対

象
限

度
額

を
上

乗
せ

　　
　　

　　
　　

 　
　　

③
担

い
手

育
成

セ
ン

ター
、現

地
で

の
換

気
扇

や
遮

光
資

材
の

実
証

　　
④

試
験

場
で

の
熱

を
通

さな
い

赤
外

線
カッ

トフ
ィル

ム
や

外
張

り資
材

の
実

証

（
２

）
露

地
園

芸
品

目
　

　　
①

国
事

業
や

県
事

業
（

園
芸

用
ハ

ウス
等

リノ
ベ

ー
シ

ョン
事

業
）

を
活

用
した

　　
　 

ス
プ

リン
クラ

ー
や

か
ん

水
設

備
の

導
入

支
援

（
３

）
水

稲
　　

①
白

未
熟

粒
の

発
生

抑
制

対
策

（
適

正
管

理
、品

種
転

換
）

の
推

進
強

化
　　

　ア
　県

域
の

稲
作

検
討

会
、地

域
で

の
栽

培
講

習
会

や
栽

培
反

省
会

な
どで

の
推

進
　　

　イ
　J

A窓
口

、J
A 

「ニ
マ

ル
」、

JA
広

報
誌

や
「S

AW
AC

HI
ニ

ュー
ス

」を
活

用
した

　　
　 

　 
情

報
発

信
や

啓
発

（
４

）
果

樹
（

新
高

ナ
シ

）
　　

①
遮

光
ネ

ット
の

設
置

推
進

と国
事

業
に

よ
る

ス
プ

リン
クラ

ー
の

導
入

支
援

　　
②

産
地

維
持

の
た

め
の

「み
つ

症
」多

発
園

で
の

国
事

業
を

活
用

した
高

温
に

強
い

　　
　 

品
種

へ
の

転
換

支
援

　　
③

試
験

場
で

の
「み

つ
症

」発
生

を
抑

制
す

る
台

木
品

種
の

開
発

　

令
和

７
年

度
の

取
り組

み

　①
適

正
な

管
理

の
徹

底
、高

温
に

強
い

品
種

へ
の

転
換

を
強

化
　②

新
た

な
機

器
・資

材
等

を
実

証
　③

高
温

対
策

とし
て

効
果

が
期

待
で

き
る

機
器

・資
材

の
導

入
を

支
援

５
期

計
画

（
令

和
９

年
度

）
の

目
指

す
姿

　　
　　

　　
　野

菜
主

要
11

品
目

の
反

当
収

量
出

発
点

・現
状

値
(R

5)
 7

.6
t 

/1
0a

　⇒
　R

7目
標

 8
.3

t/
10

a　
⇒

　4
年

後
(R

9)
 8

.6
t/

10
a　

　
目

標
値

拡

ナ
シ

の
「み

つ
症

」

「白
未

熟
粒

」

厳
しい

自
然

環
境

の
も

とで
も

持
続

可
能

な
農

業
を

実
現

新 新 新

遮
光

ネ
ット

ミス
ト装

置

外
部

遮
光

資
材

拡

＜
農

05
＞
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